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《序幕》







　世界が終わったのだと思った。

　床ゆかは焼やけ焦こげ、

　壁かべは吹ふき飛とび、

　機材の破は片へんが無残に散らばり、

　崩くずれた瓦が礫れきの下から誰だれかの手が伸のび、

　人間が血に沈しずみ、

　ついさっきまで平和だったそこは、

　死者の巣そう窟くつと化していた。

　そんな凄せい惨さんたる光景に、少年は孤こ立りつしていた。

　頭が痛い。

　身体からだが熱い。

　喉のどが灼やけそうだ。

　噎むせ返かえるような血の臭においが鼻をつき、

　猛もう烈れつな吐はき気けに襲おそわれる。

　愕がく然ぜんと膝ひざをつき、

　少年は、震ふるえる声で唸うなった。

「い、いったい……」

　なにがこの状じよう況きようを作りあげたのか、少年にはわからない。

　ただひとつ、確かなことがあった。

　多くの人々が死んでいて。

　そのなかに――







《第一幕》







　その日、須す賀が海かい人とは悪夢に目を覚ました。顔面を蒼そう白はくにして辺りを見まわす。そして、そこが自室だとわかると疲つかれを吐き出すようにつぶやいた。

「また、あの夢か……」

　しかし厳密には夢ではない。いまだ脳のう裏りに焼きつく悪夢のような光景は、海人が実際に体験したことだった。八年の歳さい月げつが経たってなお、海人は苦しめられている。おそらく一生、悪夢に悩なやまされることになるのだろう。

　そう考えると気が滅め入いる。

　海人は憂ゆう鬱うつな気分を消し飛ばすべく、楽しい記き憶おくを思い起こそうとしたが……しかし、幸せな想おもい出では悪夢に呑のまれ、気分はなかなか晴れそうにない。

　なにかテンションが上がるイベントでも起きてくれさえすれば、この鬱うつ々うつとした気分も吹き飛びそうな気がするのだが……

「……てか、いま何時だ？」

　ふと気になり壁かべ掛かけ時計へ視線を移す。午前五時をまわったところだった。起きるには早い時間帯だが、あの強きよう烈れつな夢を見たあとでは二に度ど寝ねする気にはなれなかった。

　さてどうしたものかと海人が時間をもてあましていた――そのとき。

　枕まくら元もとに置いていた携帯電話が電子音を奏かなではじめた。見知った相手からの着信だった。海人はベッドの側面に腰こしかけ、応答した――




『おっ、起きてる!?』




　――瞬しゆん間かん、うわずった声が響ひびき、海人は反射的に携帯を耳から遠ざけた。

　心臓が止まるかと思った。海人は荒あらぶる心臓をなだめるように深呼吸すると携帯を耳に当て、少しだけ責めるような口調で、

「危あやうく永えい眠みんするところだ」

　と、幼なじみの緋ひ野の美み咲さきに言って聞かせた。

　すると電話越しに、美咲のすまなさそうな声が聞こえてきた。

『ご、ごめんね？　こんな朝早くに電話かけちゃって……迷めい惑わくだったよね』

「いや、時間のことを言ってるんじゃなくてだな。声の大きさを……まあいいや。美咲の大声のおかげで、なんか元気出たしな。で、こんな時間にどうしたいったい？」

『ええっと……』言葉に詰つまった美咲は思いだすように、『ほ、ほら、一昨日おととい海人くんの部屋にお泊とまりしたでしょ？』

「ん、ああ。しばらく会えなくなるからって徹てつ夜やで遊んだよな」

『ふたりで熱い夜を過ごしたよね！』

「おう。格ゲー盛り上がったよな！」

『お互たがいの身体を重ねあわせたりもしたよね！』

「ていうか『ふたりで遊べるゲーム持ってきて』とは言ったけどなんでツイスターゲーム選んじゃうんだよ」

『……そしてわたしは子を授さずかった』

「やっぱふたりで人生ゲームはつまんなかったなー」

『海人くんの人生のほうがつまんないよっ！』

「な、なんだよいきなり……」

　まさか起きて早々に人生を否定されるとは……

　ぶちぶち不満を口にしつつ、海人は気分を一新しようとカーテンを開き、窓を開けた。ふわっと潮風が頬ほおを撫なでて通りすぎていく。やわらかな朝日に照らされた家々の向こうに、あかね色に染まる海が広がっていた。

　この家は――緋野家は港町に建っていた。つまり海人は緋野家に居い候そうろうの身なのだった。だが、美咲はここには住んでいない。

　美咲は昨春、海人とともに中学校を卒業した。が、彼かの女じよは高校へは進学しなかった。




　緋野美咲は『蒼海潜姫ウンデイーネ』として学園船に住まいを移したのだ。




　蒼海潜姫とは特殊武装たる『海帝潜装リヴアイアサン』を纏まとい、国から与あたえられた『とある任務』を遂すい行こうする女性の呼こ称しようである。

　蒼海潜姫の素質は女性のみ、そのうえ一〇〇万人にひとりにしか宿らず、人工的に生みだすこともできない。極きわめて稀き少しような存在であるため各国は血ち眼まなこになって蒼海潜姫を探し、競きそうようにして集め、自国の学園船に住まわせている。

　そうして学園船に集められた蒼海潜姫は任務に向けて、特殊な訓練を受けるのだ。

「ていうか、けっきょく用件はなんなんだ？」

『よ、用件……聞きたい？』

　海人は不思議そうな顔をする。聞きたいもなにも、聞いてほしくて電話してきたのではないのだろうか。

「そりゃまあ、用があるなら聞かせてほしいが」

　海人が言うと、美咲は震える声でこう答えた。

『え、えっとね。一昨日、お泊まりしたとき、海人くんの部屋に忘れ物しちゃったの……。たぶんベッドの下にでも入りこんじゃってるんだと思うけど……確かく認にんしてもらえる？』

　海人はベッドの下をのぞきこんだ。薄うす暗ぐらい空間になにかを見つけて引きずり出す。

「手て提さげバッグが出てきたぞ」

『そ、そう、それだよそれ！　よ、よかったぁ。大切なものが入ってて、忘れると先生に怒おこられちゃうところだったの。あっ、なかは見ちゃだめだからね!?　ぜったいだよ!?』

　ひどい慌あわてようだった。なにが入っているのか気になったが、海人は見ないと約束して、

「こいつを届けりゃいいんだな？」

『う、うん。出港まであと四時間くらいあるし、間に合うとは思うんだけど……いまから届けることってできるかな？　あっ、もちろん無理にとは言わないよっ？』

「なに言ってるんだ。忘れ物したら先生に怒られるんだろ？　だったら、俺おれに任せとけよ。ちゃんと届けてやるからさ」

『あ、ありがと』美咲はどこかうしろめたそうに、『で、でもね、もし面めん倒どうになったら、本当に途と中ちゆうで引き返してもいいから、なんて……』

「だーかーら、ちゃんと届けてやるっての」

　ためらいを取とり払はらうように海人はきっぱり告げてやる。美咲が煮にえきらない態度を取る理由は知らない。だけど彼女には――海人の人生を大きく変えた緋野美咲という少女には、いつも堂々としてほしかった。

　と、釈しやく然ぜんとしない気持ちのまま通話を強制終了させた海人は寝しん室しつをあとにしようとして、がつんっと床に転がっていた木刀を蹴けってしまった。

　その使い古された木刀を拾い上げ、ふと窓の向こうへ目をやった。いつの間にか、空があかね色から青色へと移り変わっていた。

（絶好の訓練日和びよりだな）

　本日月曜、海人が通う男子高校は創立記念日で休校となっているため、美咲に忘れ物を届けたあとは思う存分修しゆ行ぎようができる。

　トレーニングメニューを考えながら、海人は部屋をあとにした。




◆




　やわらかな春の日ひ射ざしに暖められつつ歩くこと十数分。

　港に到とう着ちやくした海人はそのままの足取りで桟さん橋ばしを渡わたりはじめた。水平線の彼方かなたまで延びているのではないかと錯さつ覚かくするほどに長い桟橋の先せん端たんには、一隻の船が泊まっていた。

　山のように大きな船が――

「近くで見ると、やっぱでかいな……」

　学園と船を合体させた構造に由来する名を持つ、全長三五〇〇メートル・最さい大だい幅はば五〇〇メートルという規格外の巨きよ大だい船せん――『学がく園えん船せん』を見上げ、海人は感かん嘆たんの息をつく。

　十数年前に建造されて以降、数年おきに改装されているため古めかしさはまるでない。

　船上には校舎のほか、学がく生せい寮りように訓練所、さらには長旅における乗組員のストレスを緩かん和わするために様々な遊ゆう戯ぎ施し設せつが設けられており、快適な生活環境が整えられている。

　そんな学園船がここに停てい泊はくしたのは、つい先週のことだった。一週間の停泊を終えて、本日出港する手はずとなっている。美咲が言うには、あと三時間半ほどで出港だ。海人はそれまでに美咲へ『忘れ物』を届けなくてはならない。

　海人は携帯を取り出すと美咲に電話をかける。しかし待てど暮らせど美咲からの応答はなかった。

「なにやってんだよあいつ……」

　海人は学園船を見上げる。大きすぎて、ここからでは『街』の様子はうかがい知れない。となれば学園船に乗りこんで美咲を捜すしかないのだが……

「一般開放って、まだされてんのかな」

　学園船は関係者以外立ち入り禁止だがブラックボックスというわけではない。停泊中のときに限り、立ち入り規制が緩和されている。

　実際、巨大すぎる船を一目見ようと、先日まで町は黒船来航を彷ほう彿ふつとさせる騒さわぎだった。

　が、さすがに最終日ともなると騒ぎは収まり、平日早朝ということも手伝って、辺りに人ひと影かげは見当たらない。

　一応、学園船から橋へ足場は降りているが、出港まであまり猶ゆう予よがないいま、はたして立ち入っていいのか海人には判断がつかない。それを確認しようにも近くに見張りらしき人影はない。

「まあ出港まで三時間以上あるし、美咲を捜してるうちに降り遅れることはないよな……。よし、乗るか」

　しっかりとした造りの可変式階段を上り、海人は学園船へと身を移した。

　急な階段を上った先には――街が広がっていた。

　適当な商店街をまるごと移転したかのような造り。とてもじゃないが、ここが船上とは思えない。美咲から話には聞いていたが、じかに見るのははじめてだ。まさか、ここまで壮そう大だいだったとは……

「……っと、それより美咲だ！」

　はっと我に返った海人は、注意深く辺りを見まわしながら歩を進めていく。だが、美咲どころか人っ子ひとり見つからなかった。

　船の規模に相反して乗組員は少数だ。確か、全部で二五〇人いるかいないかだと美咲が言っていた。だから誰とも遭そう遇ぐうしない現状に不自然はない……のだが、なんだかゴーストタウンに迷いこんだような気がして海人は薄うす気き味み悪わるくなる。

　そうしてしばらく歩いた頃ころ、ズボンのポケットが振しん動どうした。美咲からの着信だった。

「おい美咲、いまどこにいるんだよ？」

　見つからない焦しよう燥そう感かんから、やや語気が荒くなる。

　すると美咲は戸と惑まどうような声で、

『海人くんこそ、どこにいるの？』

　はて、と海人は首を捻ひねった。もしかすると美咲も海人を捜していて、そして、どこかで行いき違ちがったのだろうか。

「どこって、おまえが電話に出ないから学園船まで捜しに来てるけど……これ、乗ってもよかったんだよな？」

『う、うん、乗ってもだいじょうぶだよ。それより学園船のどの辺りにいるの？』

「どの辺り？　そうだな……ちょっと待ってろ」

　海人は視線を巡めぐらせて、なにか目印になりそうなものを探す。前にまっすぐ延びた道の両側に遊戯施設と思おぼしき建物が並び、道の向こうは丁てい字じ路ろになっているようだった。車は走らないのだろう、信号なんて見当たらない。

　けっきょく、目印に使えそうなものは見つからなかった。

「とりあえず、足場のところから手すり沿いに歩いてるよ。右まわりに。一五分くらい」

『い、いま手すり沿いにいるの？』

「そうだけど……なんでそこに食いつくんだよ？」

『べ、べつに食いついてないよ。そ、そうだね、船首方面に第三訓練所……ビルみたいな建物があるから、そこで合流したいんだけど……』

「足場とは真逆の方向か。戻もどるのに時間がかかりそうだな」

『う、うん、そうなんだけど……だいじょうぶかな？　も、もしだいじょうぶそうなら、手すりから離はなれて、街中を歩いたほうが近道だよ』

「そっか。まあ出港まであと三時間はあるしな。だいじょうぶ、ちゃんと届けるよ」

　と、通話を終えた海人は引き続き歩いていく。綺き麗れいに整備された道を三〇分ほど歩き、高さ五〇メートルはあろう、ビルのような建物前にたどりついた。

　窓も扉とびらもない不思議な構造の建物前にて辺りを見み渡わたすが、美咲の姿はどこにもなかった。一〇分待っても二〇分待っても三〇分待っても幼なじみは姿を見せず、海人の顔に焦あせりが浮うかぶ。

　復路にかかる時間を考えると、そろそろ引き返さないとまずいのだが……。

　そう懸け念ねんしたとき。




「侵しん入にゆう者しや発見なのっ」

「観念するのっ！」




　うしろから怒ど声せいが響き、海人は驚おどろき振り返る。

　双ふた子ごだろう。身長から顔立ち、はては声に至るまでうり二つな女の子がふたり、ビルのような建物壁へき面めんの螺ら旋せん階段前に立ち、海人を威い嚇かくするように睨にらみつけていた。

　水着姿で。

　肌はだに張りつくような形状から競泳水着だとわかる。そのせいか窮きゆう屈くつそうな胸やきゅっと引ひき締しまった腰のくびれなど身体のラインが浮き彫りになっていた。どこかで泳いでいたのか肩かた口ぐちで切きり揃そろえられた髪かみは水気を帯び、腰こし元もとにはベルトのようなものが巻かれている。

　それにしても、と海人は疑問を抱く。

（この娘こたち、なんで水着姿なんだ？　……ああ、そうか）

　海人は自己解決した。ここは学園船だ。となると双子は蒼海潜姫なのだろう。そして、蒼海潜姫だけが着用を許された海帝潜装は『水着』だ。正しくは水着型の武装兵器だが、一いつ般ぱん人じんの海人には見分けがつかない。

　が、この状況から双子が纏っているのは水着ではなく海帝潜装だと推測するのは可能だ。そして蒼海潜姫と対たい峙じしているということは最さい新しん鋭えいの兵器を向けられていることに等しい。

　つまり海人は危機的状況に立たされているのだ。

　そのことを理解した海人は慌てて事情を説明した。

「俺は侵入者じゃねぇよ！　ただ、知りあいに忘れ物を届けに来ただけなんだ！」

「誤ご魔ま化かそうとしても無む駄だなのっ」

「少年が見張りの制止を振り切って学園船に侵入し、なにかを盗ぬすもうとしていると通報があったの！」

「はあ!?　見張りとかいなかったぞ!?　それに俺はなにかを盗もうだなんて思ってねぇ！　誰がそんな通報したのか知らねぇけど本当に忘れ物を届けに来ただけなんだ！　届けたらすぐに出ていくから――」
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「もう遅おそいのっ」

「もう出港してるの！」

「しゅ、出港だと!?」

　海人は慌てて携帯を取り出し現在時刻を確認した。美咲が言った出港時間まで二時間は余よ裕ゆうがあった。やはりなにかの間ま違ちがいでは、と海人は双子へ視線を戻す。

　双子は真しん剣けんな表情をしていた。冗じよう談だんを言っているようには見えない。

　もしかして、とてもまずい状況なのではなかろうか。海人が不安に押おしつぶされそうになっていると――

　双子姉妹が、じりじり詰め寄よってきた。

「さあ、おとなしく盗んだものを返すの」

「なにも盗んでないって言ってるだろ！」

「盗んでないと言うなら、まずはあなたがずっと大切そうに抱きしめてるバッグの中身を見せてもらうの！」

「っ、こ、これは……」

　海人はバッグを後ろ手に隠かくす。このなかには美咲にとって大切なものが入っているのだ。どこの馬の骨とも知れぬ輩やからに見せることはできない。だから――

「逃にげたのっ」

「捕つかまえるの！」

　海人は全速力で駆かけだした。出港したというのが事実かどうかを確かめるべく手すりを目指して疾しつ走そうする。到着するとすぐに手すりから身を乗りだした。落ちないように細心の注意を払いながら後方を確認する。

　絶望した。

「う、うそ、だろ……？」

　遠ざかる港町を見つけた海人はへなへなと膝から崩れ落ち、頭を抱かかえこんだ。

　双子が言ったとおり学園船は出港してしまっていた――そのことを認めた瞬間、海人の脳裏に警けい鐘しようが鳴り響く。

　まずい。

　非常にまずい。

　泥どろ棒ぼうというのがなんのことかはわからない。

　だが、それを抜ぬきにしても危機的状況であることに変わりはない。

　学園船の存在理由と進路からして、運航中の学園船に乗っていいのは蒼海潜姫のほか、学がく船せん長ちようが特別に搭とう乗じようを許可した人物のみと法律で定められているのだ。なぜなら――

「追い詰めたのっ」

「観念するのっ！」

　突とつ如じよ響ひびいた双子の怒声に、海人は反射的に立ち上がった。一五メートル向こうに双子を見つけ、ぎょっとする。

　双子姉妹が、黒光りする拳けん銃じゆうを構えていたのだ。

「こ、降参だ降参!!」

　海人は必死に命いのち乞ごいをした。双子は警けい戒かい心しんを緩ゆるめることなく、命令口調で海人に告げた。

「では頭の上で手を組むのっ」

「そしてひざまずくのっ！」

「わ、わかった、わかったよ!!」

　海人は大おお慌あわてでしゃがみこむ。よほど慌てていたからか、バッグを落としてしまった。ぱさっと乾かわいた音を立てて、中身が飛び出してきた。

　まっしろなビキニが、忘れ物の正体だった。

　それを目にした瞬間、海人は顔面蒼白になる。恐こわ々ごわと水着を掴つかみ、動どう揺ように震える声で、

「こ、これって、まさか――」

「やっぱり泥棒だったのっ」

「海帝潜装を盗むとはいい度胸してるの！」

　最悪の予想が的中する。忘れ物の正体は武装兵器――海帝潜装だったのだ。

「盗んでねぇよ!?　これはなにかの間違い――そ、そうだ美咲だ！　なあおまえら、緋野美咲を呼んでくれ!!　あいつの忘れ――」

「問答無用なのっ」

「お仕置きなの！」

　パァン！　パァン！　パァン！　パァン！

　何発もの鋭するどい銃じゆう声せいが響いた次の瞬間、銃じゆう弾だんが海人の肉を抉えぐる――ことはなく、不可視の壁に刺ささるように、銃弾は海人を目前に静止していた。本来銃弾が貫つらぬくはずだった箇か所しよに刺し激げきが走るが、痛みはない。指先が触ふれる程度の刺激だ。その刺激が消失すると、透とう明めいなクッションに衝しよう撃げきを殺された銃弾が騒がしい音を立てて地に落ちていき――

　静せい寂じやくが辺りを支配した。

　誰も動こうとはしない。かといって、それぞれの出方をうかがっているわけでもない。三人は一様に目を丸くして、困こん惑わくしきった表情で、状じよう況きよう把は握あくに努めていた。

　最初に口を開いたのは双子姉妹の、比ひ較かく的てきおとなしいほうだった。

「……いまの見たの？」

　それに応こたえるように、もう一方がうなずいた。

「し、しかと見たの！」

「連行するの？」

「そうするの！」

　海人の処しよ遇ぐうが決まったようだ。双子姉妹は腰のホルスターに拳銃を収納すると海人から海帝潜装を奪うばい取り、両りよう腕うでをがっしり掴んだ。

　少女とは思えない腕わん力りよくである。万力にでも挟はさまれているかのように海人の腕は動かない。ミシミシと骨の軋きしむ音が響き、海人の顔が苦痛に歪ゆがむ。あまりの痛さに悲鳴を上げる気力すら湧わいてこない。

（こ、これが、蒼海潜姫か……っ）

　蒼海潜姫――人類史上最強の戦士が持つ力の片へん鱗りんに触れた海人は抵てい抗こうの無意味さを悟さとり、双子姉妹に抗あらがうことなく、引きずられるようにして歩いていった。




　そんな海人を、ビルのような建物の屋上から見つめている少女がいた。

　彼女はとても心苦しそうに、謝罪の言葉を口にしている。

　だが、どれだけ謝罪の言葉を並べ立てようと、もうあとには退けない状況であることを、このとき彼女は理解していた。理解したうえで海人の人生を強制的に変えてしまったのだ。

　大切な友人たちと別れることになって、海人は悲しむだろう。

　騙だまされていたことを知って、海人は怒るだろう。

　よけいなことしやがって！　と怒ど鳴なられ、愛あい想そをつかされてしまうかもしれない。

　海人に憎にくまれるのは嫌いやだが、覚かく悟ごはできている。殴なぐられようが蹴られようが罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられようが、彼女はすべてを受け入れるつもりでいた。

　だが、たとえこの身を捧ささげたところで、海人の人生が元通りになることはない。

　そう考えると罪悪感が押し寄せてきて、

「……ごめんなさい」

　再び謝罪の言葉を口にしたとき、海人は建物の陰かげに隠れて見えなくなっていた。




◆




「なるほどな。海帝潜装が起動するのを見た、と」

　怒いかりを押し殺すような声が、執しつ務む室しつに響く。

　海人は双子姉妹に両腕を拘こう束そくされたまま、声を発した人物を観察していた。

　凜りんとした美び貌ぼうと抜ばつ群ぐんのプロポーションを併あわせ持もつ、妙みよう齢れいの女性だ。長い黒くろ髪かみは肩かたに腰に絡からみつき、つり目がちの瞳ひとみを細め、この場の面々を威嚇するように見まわしている。

　海帝潜装を纏うのは生徒だけ、あるいは訓練時だけなのだろうか。教員と思しき女性は水着姿ではなく、黒いジャケットにタイトスカートという格好だった。

「柏かしわ木ぎ出雲いずも、柏木八や雲くも。おまえたちは風紀委員――そうだな？」

　その女性――学船長の問いかけに、双子姉妹こと出雲に八雲は背筋を正した。きりりと表情を引き締めて誇ほこらしそうに語る。

「我々は学園船の風紀を守るのっ」

「我々が泥棒を捕まえたのっ！」

　そう言うと、柏木姉妹は手て柄がらを褒ほめてほしそうな目で学船長を見つめた。

「ふむ、まあ泥棒を捕まえるまではいい。それよりも、だ。そこの少年が海帝潜装を扱あつかう力を持っていることに気づいたのは銃撃後と言ったな？」

　そうなの、と双子がうなずいた瞬間、学船長の目つきが鋭さを増した。海人の目には、学船長は怒っているように見えるが、手柄を褒めてもらう気満々の双子は、学船長が放つ怒ど気きに気づいていないようだ。

「そうかそうか。銃撃後か。なるほどそれはおかしいな。いかなる状況であろうと訓練所以外では撃うつな――散々そう言い聞かせておいたはずなのだが？」

「「っ!?」」

　ふいに双子の表情が一変した。先ほどまでのうきうきした表情は跡あと形かたもなく消え去り、死し刑けい宣告を食くらったような顔になる。どうやら規則に違い反はんしたという自覚はあるようだ。

　双子はなにかを確かめ合うようにアイコンタクトを取ると海人の拘束を解き、懇こん願がんするように学船長へと詰め寄った。

「だっ、だいじょうぶなのっ」

「ゴム弾だんだったの！」

「殺傷性の有う無むを問うているわけではないのだが？」

　一いつ瞬しゆんで論破された双子は黙だまり、がたがたと冗談みたいに身体を震わせはじめた。そして、活路を見つけたような表情で、

「だっ、だいじょうぶなのっ」

「威い嚇かく射しや撃げきだったの！」

　そう言うと、ハラハラとした表情で学船長の反応をうかがう。

　学船長は「なるほどな」とうなずき、じっと海人を見つめた。

「と、ふたりは主張しているが――そこのところ、どうなのだ？　私は現場を見ていないのでな、キミの意見を参考に柏木姉妹の処分を決めたいのだが」

「あ、えと……」

　海人は伏ふし目めがちに双子を見た。双子が、上うわ目め遣づかいに見つめ返してきた。慈じ悲ひを求めるような眼まな差ざしだった。

　海人はしばし悩んだあと、すまなさそうな顔をして、学船長にこう告げた。

「実じつ弾だんかどうかはわかりませんけど、ふたりとも俺を狙ねらっていたように思います」

「「っ!?」」

　双子が、そんな殺せつ生しようなぁ、という瞳で見つめてきた。

　海人は思わず視線をそらした。やはり誤魔化してあげたほうがよかっただろうかと思う。規則に違反した行動だったとはいえ、双子は『風紀を守る』という職務を全まつとうするために海人を撃ったのだから。真実を告げず、かばってあげたほうがよかったのかもしれない。

　しかし口にしてしまった以上、取り消すことはできない。

「ふむ、なるほどな」と、学船長は射るような眼差しで双子を睨んだ。「まったく、この馬ば鹿か者ものどもが！　一歩間違えれば大だい惨さん事じだ!!　風紀委員が風紀を乱してどうする!?」

「ご、ごめんなさいなの……」

「もうしないの……！」

　へこへこと頭を下げて謝あやまる双子に、学船長はため息まじりに告げた。

「罰ばつとして向こう一ヶ月、毎朝学園船の清せい掃そう活動に従事してもらう！」

　想定していたより軽い罰だったのだろう、柏木姉妹はほっと安あん堵どの息をついた。同じく、海人も安心したように表情を緩めた。

　――と、そうして双子を退室させた学船長は海人に向きなおった。鋭い眼光を向けられ、海人は思わずしりごみする。

「キミ、名前は？」

「……須賀、海人です」

　名乗った直後だった。

「なんだと？」

　学船長が眉まゆをひそめ、亡ぼう霊れいでも見るような目で、じっと見つめてきたのだ。

「あの、なにか……？」

　海人はおずおずとたずねた。

　なにか気に障さわるようなことをしてしまったのだろうか……。

　海人が不安に駆られていると、学船長は取り繕うように鼻を鳴らした。

「ふん、まあいい。それよりキミに言わなければならないことがある」

「な、なんですか？」

「よく聞け。このままだと、キミは法律で罰せられることになる。犯罪者――問答無用で重罪人扱いだ」

　学船長が、重い口調で告げてきた。

　犯罪者――。その言葉が重くのしかかり、海人は言葉を詰まらせる。

　学船長は脅おどしているわけではない。事実を口にしているだけなのだ――法律には明るくない海人でも、彼女の言う『法律』については知っていた。

　蒼海潜姫は国から『海かい中ちゆう迷めい宮きゆう』の攻こう略りやくを任されている。そして海中迷宮へ向かっている学園船に乗っていいのは蒼海潜姫のほか、学船長が特別に搭乗を許可した者だけであり、それ以外の人間は悪意の有無も年ねん齢れいも職業も関係なく厳げん罰ばつに処されることになる。

　実際、出港したことに気づかずに、学園船のトイレにこもっていた見学者が、逮たい捕ほから一〇年経ったいまでも刑けい務む所しよに収しゆう監かんされている。

「キミも海中迷宮については知っているな？」

「は、はい、知ってます……」

　海中迷宮とは、大西洋上に浮かぶピラミッド形の遺い跡せきだ。複数階層から構成されており、第二階層以降は海中にあり、内部は迷めい路ろのように入り組んでいる。

　そんな海中迷宮には、蒼海潜姫しか近づけない。が、乗り物というひとつのまとまりで海中迷宮へ向かい、その乗り物のなかに一般人が紛まぎれこんでいたら、『瞬間移動でもしたかのように、いつの間にか海中迷宮を通りすぎていた』という怪かい奇き現象に巻きこまれる（そのため搭乗許可を得ていようが、蒼海潜姫以外の人間は怪奇現象が発生する海域へと突とつ入にゆうする前に大型輸送ヘリコプターで学園船を離れている）。

　そんな限定的な到とう達たつ手段から調査は難航し、発見より二〇年経ったいまでも海中迷宮の全容は明らかになっていない。

　が、海中迷宮には『宝』と称しようすに相応ふさわしいものが眠ねむっていることは明らかになっており、それは蒼海潜姫しか手に入れることができない。

　学園船は、その宝を求めて海中迷宮へと向かっているのだ。

　つまり海人は、国を挙げての事業を妨ぼう害がいしようとした罪で罰せられようとしているのだ。柏木姉妹のような軽い罰で済むわけがない。

　海人は、恐々とたずねた。

「……俺は、捕まるんですか？」

「キミが普ふ通つうの人間だったなら、監かん獄ごく送りだっただろう。――だが、キミは非常に特別な人間のようだ。というのもな、どういうわけかキミは男でありながら、蒼海潜姫の素質を持っているようなのだよ」

「そ、そんなのありえませんよ!!」

　海人は反射的に否定する。

　そもそも蒼海潜姫とは海帝潜装を扱える『女性』だ。男の蒼海潜姫などこの世にひとりとして存在しない。それが世界の認にん識しきであり常識だ。

　今日まで一般人として、その常識のなかで生きてきた海人が、いきなり突つきつけられた非現実を――男なのに蒼海潜姫だという現実を、受け入れられるわけがない。

「しかしキミは柏木姉妹の前で海帝潜装を起動させたのだろう？　だからこそ、こうして無傷で立っていられるわけだしな」

「そ、それは……そうかもしれませんけど……」

　海人は、海帝潜装の具体的な性能を知らない。だからこそ、海人を銃弾から守ったのが海帝潜装の力によるものだと言われても否定ができなかった。

　そして本当に海帝潜装に銃弾を防ぐ機能が備わっていたとして、それを引き出せるのは蒼海潜姫だけのはず。そして海人は、その力を引き出したから無事でいられた。となると、学船長の言うように、海人は蒼海潜姫なのだろうか。しかし蒼海潜姫は女性しかなれないのではなかったのか。

　わからないことだらけだ。考えすぎて、海人は頭が痛くなってきた。

「困惑する気持ちはわかる。しかし、私は国から学園船の統とう括かつを任されているのだ。いま、ここで、キミの処しよ罰ばつを決めねばならん」

　知らぬ間にうつむいていた海人は弾はじかれたように顔を上げ、不安な面おも持もちで聞き返した。

「処罰、ですか……？」

「そうだ。いいか、なぜキミが蒼海潜姫の素質を持つか、それは私にもわからん。だが、現実を受け入れろ。キミは特別なんだ。ほかの蒼海潜姫とは比べものにならないほどにな。そこで特例というか、ひとつ提案がある」

　学船長は一呼吸おいて、

「我わが学園船所属の蒼海潜姫になるというなら、キミが罰せられる理由はなくなる」

　試ためすような目で、じっと海人を見つめる。

「さあ、どうする？」

　即そく答とうできず、海人は黙もつ考こうする。

　正直、悪い条件ではないと思う。学園船に住まいを移すだけで、海人は無罪になるのだ。友人たちと別れるのはつらいが、海人が逮捕されたと知れば友人は悲しむはずだ。友人を悲しませるくらいなら、いっそのこと別れたほうがマシである。

　それになにより――

（蒼海潜姫になれば、いまより格段に強くなれるはずだ！）

　海人は大切なひとを――美咲を守れるようになりたい一心で、幼少の頃より日々修行に励はげんできた。この状じよう況きようは、強くなる絶好のチャンスである。

　そこまで考えて。

　海人は、決意の炎ほのおが灯ともる瞳で学船長を見つめた。




「俺、蒼海潜姫になります！」




「……そうか」

　海人の決断に、学船長は笑えみを浮かべた。彼女としても自国の『戦力』が増えるのは、喜ばしいことなのだろう。学船長のお墨すみ付つきが得られたのだから唯ゆい一いつの男だからといって女子から迫はく害がいを受けることはないはずだ。

　海人はひとまず安心しつつ、ひとつ懸念を口にする。

「ところで蒼海潜姫になるってことは俺、ビキニ着なくちゃいけないんですか？」

　問うた瞬しゆん間かん、学船長の顔から笑みが消えた。

「キミが変なことを言うから想像してしまったじゃないか……。確かに海帝潜装は女性用水着だが、デザインは様々だ。男が着ても違い和わ感かんないものもあるので、キミがビキニ姿を披ひ露ろうすることは未み来らい永えい劫ごうに訪おとずれない」

「そうですか、安心しました」

　ビキニ姿で女子と交流するなんて拷ごう問もんに等しい。気がかりが消えて、海人はほっとした。

「おっとそうだ。ここで生活するにあたって、ひとつ忠告することがある」

「忠告、ですか？」

「うむ。蒼海潜姫に必要な条件がなにか、キミは知っているか？」

「……わかりません」

　もちろん『女性』ということは知っているが、いま学船長が求めている答えはそれではないだろう。

「それはな、『清らかさ』だ」

「清らかさ、ですか……？」

「うむ。清らかさを失った蒼海潜姫は、ただの女になるのだよ」

　言われた言葉をかみ砕くだき、海人は自分なりに解かい釈しやくしてみる。

「……つまり、毎日風ふ呂ろに入れってことですか？」

　学船長が大笑いする。

「はっはっは！　確かにそれも大事だな。だが、全然違うぞ」

　海人はむっとした。なんだか馬ば鹿かにされたような気がしたのだ。

「じゃあ、なんですかいったい？」

　海人が降参すると、学船長は急に答えにくそうな顔をした。しかし海人が視線で答えを求めると、彼かの女じよは観念したように口を開いた。

「清らかさ――言いい換かえればだな、」

　こほんと軽く咳せきをして、




「蒼海潜姫は全員処女だ」




「しょっ……!?　つ、つまりあれですか？　くれぐれも、その、処女を奪うなという？」

　海人はおそるおそる問うた。ちなみに、それならお安いご用だ。彼女いない歴＝年齢の自分に処女を奪ってほしい女子などいるわけがない。だが、

「そうではない」

　違ったようだ。

「じゃあ、なんです？」

「実はな、清らかさを失っても蒼海潜姫でいられる、たったひとつの抜け道があるのだよ。これは蒼海潜姫なら誰だれでも知っていることだがな。蒼海潜姫は、共通する特定の遺伝子を持っている――親から子へと受うけ継つがれるのではなく、一定の確率で持って生まれるのだ。しかしだな、胎たい内ないに異なる遺伝子が注がれることで。つまり、まあ、非処女になることで、その遺伝子は死し滅めつしてしまうのだよ」

　なるほどと海人はうなずく。だからこそ『蒼海潜姫＝清らか』との条件がついたのだ。

「よって、蒼海潜姫である限り清らかさを守り抜く必要がある。男女の恋れん愛あいなど御ご法はつ度とだ――そう、学園船に乗る際にしっかりと教育しているし、蒼海潜姫が恋愛感情を持たないように、私が搭乗を許可した調理師や海技士や医師はすべて女性という徹てつ底ていぶりだ」

　なるほどと海人は再びうなずく。蒼海潜姫は全員と言って過言ではないほど若い女性が多いが、それは恋愛や結けつ婚こんなどの事情から自主的に辞やめていった結果だったのだ。

「だが、同種の遺伝子なら注がれても理論上は問題ないのだよ。そしてキミの遺伝子は、我々蒼海潜姫と同種のものなのだ。たとえばキミと私が、その、そういう行こう為いに及およんでも、問題はないというわけだ。もちろん倫りん理り的てきには由ゆ々ゆしき問題だがな」

　清らか×清らか＝清らか――という式が海人の脳のう裏りに浮かぶ。だが、

「じゃあ、なにが忠告なんです？」

　海人に限り男女間の交際が問題ないなら、そもそも忠告する必要はなかったはずだ。

「わからないか。蒼海潜姫は恋愛に飢うえている者が多い。そこへキミという『抜け道』が放ほうりこまれたらどうなると思う？　――食い散らかされる」

「恐おそろしいこと言わないでください!!」

　獅し子しの檻おりに放たれた兎うさぎのような気分だった。

　と、学船長は心外そうに眉をひそめた。

「べつにキミを恐こわがらせたいわけじゃないぞ。学園船にいる限り、キミの貞てい操そうを狙う者はあとを絶たないはず。さすがに堂々とは襲おそわないだろうが、油断したところを――なんてこともありうるのでな。だから警けい戒かいするよう忠告したというわけだ」

　ぞくりと海人の背筋が震ふるえた。女の子にもてたい、と思ったことはあった。だけど食い散らかされるのはごめんである。清く正しい一対一の男女交際がしたいのだ！

「私からは以上だ。では、さっそく授業に出てこい！」

「いきなりですか!?　でもまだ心の準備が――」
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「つべこべ言うな。私は忙いそがしい身なのでな、いつまでもキミの相手をすることはできないのだ。放課後までには部屋を手配しておいてやるから、さっさと授業に出てこい」

「で、でも俺おれ、教科書持ってませんよ？　水着だってありませんし、教室だって決まってません！」

「連れん絡らくしておいてやるから教科書諸もろ々もろは職員室で受け取ってこい。男用の制服はさすがに用意できないのでそのままで構わん。衣類は後日手配してやる。教室は……キミ、歳としは？　今年でいくつになった？」

「一六です。高校二年」

「そうか……。しかし、ここではひよっこ同然だ。一年生からやりなおしてもらう。いまならまだ追いつける範はん囲いだろうしな。ほかに質問は？」

「一年生の教室って何組あるんですか？」

「二だ」

「どっちに入ればいいんです？」

「どっちでもいいさ」

「アバウトすぎる！」

「なに、キミの自主性を尊重しているだけさ。さて、キミのご家族へは私のほうから連絡しておいてやるので、キミは安心して授業を受けるといい。期待しているぞ、新入生！」

　と、追い出されるようにして海人は部屋をあとにした。

　それから職員室で教科書諸々を受け取ると、意を決して一年二組のドアを開き――




　どうして男の子がここに!?




　――困惑した女生徒の叫さけび声ごえが教室内に響ひびき渡わたったものの、そのあとすぐに担任教師の事情説明を受け、女生徒たちは戸惑いながらも海人を歓かん迎げいしたのであった。
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　学園船での授業は『午前の部』『午後の部』に大別される。

　午前の部では一いつ般ぱん教養を。

　午後の部では蒼海潜姫に関する知識・技術を身につける。

　学力的には高校二年生に相当する海人にとって『午前の部』は暇ひまな時間であり、授業に身が入らなかった。なによりクラスメイトの視線が気になり、生きた心ここ地ちがしなかった。窓まど際ぎわ最さい後こう尾びの席を与あたえられたことは喜ぶべきか、あるいは退路を断たたれたと嘆なげくべきか。

　結論の出ないまま迎むかえた昼休み――。

「うわ～、ほんとに男の子だよ～！」

「私好みの顔してる！」

「きゃあっ、こっち見た！」

　四時間目が終しゆう了りようした途と端たん、女子が集まってきた。この頃ころになると須賀海人の噂うわさは学園船全体に広まっており、世にも珍めずらしい男の蒼海潜姫を一目見ようと押しかける生徒があとを絶たないありさまだ。

「海人くんって呼んでいい？」

「おう、いいぞ」

「海人くんって彼女いるの？」

「いたことないよ」

「海人くんってスポーツとかしてた？」

「八歳の頃から剣けん術じゆつをやってるぞ」

「強いの？」

「特とく殊しゆな剣術だったから、試合に出たことないんだ。強いかどうかはわからないよ」

　女の子特有の甘あまい香かおりが漂ただよう教室にて、ぎこちない笑え顔がおで質問を処理していたとき、ふと、海人は視界の端はしに見知った顔を捉とらえた。

　透明感のある少女である。まだ幼さが残るが端たん正せいな顔立ち。色素の薄うすいやわらかそうな髪を赤いリボンでハーフアップにまとめ、黒水晶のような瞳にはどこか思おもい詰つめたような色が浮かんでいる。

　一六歳の女子にしては小こ柄がらだが、透すき通とおるような白い肌や、大きな胸や、くびれた腰こしや、丸みを帯びたおしりなど、健康的な体つきをしている。

　女生徒による包ほう囲い網もうの向こう、教室の入り口から海人を見ている彼女は――緋野美咲だ。

（助かった……！）

　心細さを感じていた海人は、学園船における唯一の知りあいを見つけ、安心したように笑みを浮かべた。本当は海人のほうから会いに向かうつもりだったが、女生徒の包囲網を突とつ破ぱできなかったのだ。

「おーい、美咲！」

　海人の呼びかけに美咲はなぜか一瞬身体からだを震わせて、それからこちらへ歩み寄ってきた。そして、海人の目の前に来るなり、

「ごめんなさい!!」

　と、頭を下げてきた。突とつ然ぜんの謝罪に海人はほうけた顔になる。

「……ええと、なんで謝られてるんだ、俺？」

　海人が声を絞しぼりだすと、美咲は顔を起こした。罪の意識に苛さいなまれるような、思い詰めた表情だった。

　その深刻そうな雰ふん囲い気きに呑のまれ、海人だけでなく、ついさっきまで賑にぎ々にぎしかった女生徒までもが固かた唾ずを呑んで美咲を見守っている。

　そんな重苦しい空気のなか、美咲は懺ざん悔げでもするかのような口調で、

「じ、実は」と、なにか言いかけたものの、女生徒の視線の集中砲ほう火かを浴びていることにいまさら気づいたのか、口を噤つぐんだ。

　それから海人の腕をぎゅっと掴み、弱々しい声で、

「ちょ、ちょっとついて来て？　海人くんに謝りたいことがあるから、落ち着ける場所で、ふたりきりになりたいの……」

　海人にとっての緋野美咲は、太陽のように明るい女の子だ。それがいまや見る影かげもない。いまにも泣き出しそうな顔でお願いされたのでは、美咲に恩のある海人でなくても、断ることはできないだろう。

「わかった。じゃあ、ふたりきりになれる場所まで案内してくれ」
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　海人はそう言うと席を立った。

　そして、いつになく弱々しい美咲とともに教室をあとにしたのであった。







《第二幕》







「では須す賀がさん、なにかわからないことがあれば質問するのですね」

　一年二組の教室に、女性の声が響き渡る。このクラスの担任の、彼女は高たか倉くら結むすびである。

　小学生に間ま違ちがわれてもおかしくない幼い姿容だが、学がく園えん船せんの教員は全員蒼海潜姫ウンデイーネであり、さらに海かい中ちゆう迷めい宮きゆう近海でも学園船が機能するように医学知識なり海技免めん状じようなり調理師免めん許きよを有する、まさに文武両道の才女だ。結のことを『小学生』とからかう者はひとりもおらず、みんな熱心に授業を受けている。

「質問ですか？」

　そんななか、授業に追いつくために黙もく々もくと教科書を読み進めていた海かい人とは、結の指名を受けて弾かれたように顔を起こした。そして、ちょうど疑問に思っていたことを口にする。

「海帝潜装リヴアイアサンって、どうして水着なんですか？」

　教科書を読み進めれば載のっているかもしれないが、海人が読んだ範囲では記き載さいはされていなかった。

「いい機会なので復習もかねて、もう一度説明するのですね」

　そう前置きすると、結は解説に移った。

「海帝潜装には『情報記憶合金オリハルコン』っていう、電子情報を記憶する特殊な金属繊せん維いが編みこまれてるのです。この情報記憶合金を世界ではじめて手に入れた日本の研究機関は……」

　と、そこで結は言葉を呑み、不安げな眼差しを海人に向けた。

「どうかしましたか、須賀さん？　先生の授業、つまらないですか？」

　つい昔のことを思い返してしまっていた海人は、はっとして、

「すみません、なんでもないです」

　謝り、いかんいかんと首を振ふる。海人のために復習してくれているのだ、いまは授業に集中しなくては。

　海人が表情を引ひき締しめると、結はこほんと咳をして、

「……日本の研究機関は情報記憶合金を使って、新たな兵器を開発したのですよ。特殊な電気信号を放出して、装者の身体機能を飛ひ躍やく的てきに向上させる強化服――それが海帝潜装のはじまりなのですね」

　それについては先ほど教科書を読んでいたので知っている。

　海帝潜装には装者の身体能力を最大五〇倍にまで向上させる強化服という役割のほか、『絶対防御イージス』が搭とう載さいされている。

　絶対防御――不可視のシールドは本来装者が受けるはずだったダメージを、情報として吸収する機能である。その際に電気信号が発生し、装者の肉体に刺激が走る。ダメージが大きいほど刺激は強まるが、銃撃を受けても指先で触れられる程度の刺激しか発生しない。

　情報記憶合金のダメージ蓄ちく積せき量りようが上限に達すると完全防衛システムが起動し、ダメージ情報を完全に消去するまでの約半日は海帝潜装が電気信号を放出し続け、装者は全身麻ま痺ひのような状態になり動けなくなるが、その間も絶対防御は生きている。攻こう撃げきを受けるのと同時進行でダメージ情報を消去するのだ。

　つまり蒼海潜姫への攻撃はスポンジに水を垂らすようなものであり、打だ撃げき、斬ざん撃げき、銃撃、砲ほう撃げきなどの攻撃で蒼海潜姫が死亡することはまず起こりえない。

「そして須賀さんの質問ですが……海帝潜装が水着なのは、節約のためなのですね」

「節約ですか？」

「はい、節約なのです。この世界で情報記憶合金が採さい掘くつできる場所は一箇所だけなのです。それがどこか――わかりますか、須賀さん？」

　それについては小学校で扱う教材に載っているので知っている。

「海中迷宮です」

「大正解です！」

　結はにっこり笑う。

「海中迷宮はピラミッド形なので、階層が深まるごとに面積が増していくのです。さらに迷路のように入り組んでいて、どの階層にも罠わながあるのですよ。床ゆかや壁かべに強く接せつ触しよくすると高い確率で発動する罠の場所は、厄やつ介かいなことに毎回変わるのです。ようするに海中迷宮は生きていて、侵しん入にゆう者しやを排はい除じよしようと罠を自動生成するのですね」

　結は一呼吸おいて、

「そんな危険な場所で情報記憶合金を採掘するのは至難の業なのです。おまけに採さい掘くつ量りようはごくわずかなのですよ。さらに情報記憶合金を使えば使うほどダメージ蓄積量の上限値は上がりますが、代わりに量産できなくなるのですね。かといって使用する情報記憶合金をケチったら、すぐに完全防衛システムが起動して動けなくなるのですよ。そうして素材と防ぼう御ぎよ力りよくを天てん秤びんにかけた結果――『水着』という結論に至ったのですね。もちろん海に潜もぐるからというのもありますが、一番大きな理由は前述のとおりなのです」

　ちなみにですね、と結は眉み間けんにしわを寄せて険しい表情を作ると、教室中を見まわした。

「情報記憶合金が欲ほしいからといって、勝手に海中迷宮に潜っていいわけではないのです。海中迷宮は各国が共同開発した人工衛星に見守られてますから、すぐにばれるのですよ。くれぐれも気をつけるのですね」注意喚かん起きを終えた結は再びにこやかな顔になる。「さて、ではどういう経けい緯いで厳重管理されるようになったか。わかりますか、須賀さん？」

「ええと……各国が競きそうように情報記憶合金を手に入れようとした結果、海中迷宮近海で『潜せん姫き戦せん争そう』と呼ばれる戦争が起きて、終戦後に協定が結ばれたんですよね」

　ざっくりとした解答だったが、結は満足そうにうなずいた。

「一五年前、蒼海潜姫同士の戦争が起きたのです。でも、たった十日で終わったのですよ。終戦の理由はいくつかありますが、一番の理由は、絶対防御がある限り、蒼海潜姫同士の戦いに決着がつくことはないからです。それでもなお各国は情報記憶合金を欲ほつしたのです。そこで、参戦国は『とある協定』を結んだのですよ」

　教室内を見まわしながら、結ははっきりとした声で言う。

「情報記憶合金の独どく占せんを規制するため、ルールに則のつとって、平和的に取り分を決めよう――という協定なのです。そして、このルールに則った情報記憶合金の奪うばいあいというのが、みなさんがここにいる理由。――『迷海覇闘オーシヤンデユエル』なのですね」

（迷海覇闘、か……）

　そのキーワードを受け、海人は昼休みの出来事を思い返した――……
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「ごめんなさい!!」

　一年二組をあとにして歩くこと一五分――。左さ舷げん側の手すり沿いまで案内された海人は、そこで再び美み咲さきの謝罪を受けていた。

「さっきから、なにを謝ってるんだ？」

　深々と頭を下げる幼なじみを困こん惑わく顔がおで見つめ、海人はたずねた。

　すると美咲は、おそるおそるといった調子で顔を上げた。申し訳なさそうな表情だった。

「だ、だって、わたしのせいで海人くん、学園船で暮らすことになっちゃったから……。それに、友だちと別れることになっちゃったから……だから、ごめんなさいなの！」

　そういうことか、と海人は微び笑しようした。

「べつに美咲のせいじゃないだろ。気にすんなって」

「違ちがうの、そうじゃないの！　わたし、はじめから海人くんを蒼海潜姫にするつもりで、わざと忘れ物したの！　ううん、それだけじゃない！　わざとうその出港時間を教えたし、見張り役だったのに海人くんに見つからないように学園船に隠かくれてたし、出港してるって悟さとられないように街中を歩かせた。そして第三訓練所で朝練を終えたばかりの風紀委員に、泥どろ棒ぼうがいるって知らせたの……」

　海人は、さすがに返事に困った。無理もない。学園船に来てから起きた理り不ふ尽じんな展開は、すべて美咲が仕組んだことだったのだから。

　だが、だからといって、頭ごなしに責めるつもりはなかった。

「なにか理由があるんだよな？」

　美咲とは長いつきあいになる。彼女は、考えもなしに誰かを困らせるようなことをする娘こではない。きっとなにか複雑な事情があるはずだ。

　海人が優やさしい声でたずねると、美咲は伏し目がちになり、おどおどとたずねてきた。

「……わたしのこと、嫌きらいにならないの？」

「嫌いになってほしいのか？」

　美咲はぶんぶん首を横に振る。

「そ、そんなのぜったいに嫌いやだよ！　海人くんにだけは嫌われたくない！　……だけど、覚かく悟ごはできてるよ。だってこんなことしちゃったんだもん。なにされたってしかたないよ。な、なんだったら海人くんの奴ど隷れいになったっていいんだからっ！」

「奴隷って、おまえなぁ……。俺がそんなこと望むわけないだろ。そんなことより、俺を学園船に呼びだした本当の理由を教えてくれよ」

　あらためてたずねると、美咲がまっすぐに見つめてきた。そして、




「なんでもするから、わたしのチームに入ってほしいの！」




　海人はきょとんとした。

「チームって、なんのチームだ？」

　言葉足らずだったと気づいたのだろう、美咲はすぐに補足説明した。

「迷海覇闘に出るチーム……って言えばわかるかな？」

　海人は表情を引き締め、うなずいた。

『迷海覇闘はサバイバルゲームと宝探しを組みあわせた一種のスポーツ』と、以前美咲が話していたのを思いだした。敵の襲しゆう撃げきや罠をかいくぐり、先に情報記憶合金を採掘して、海中迷宮を脱だつしたチームが勝者となる。そして勝利した側は、そこで得た情報記憶合金を持ち帰ることを許可されるのだ。

　再び戦争が起こりかねないため勝手に情報記憶合金を採掘することは決して許されない。情報記憶合金を得るには迷海覇闘で勝利するしかないのである。いまや各国の国力は情報記憶合金の所有量に比例すると言って過言ではないため、迷海覇闘は国にとって、まさに重要な事業となっている。

　迷海覇闘に出場するということは、国の未来を背せ負おうという意味なのだ。

　まあ話を聞いたときはまさか自分が出ることになるなんて思わな

「ってそれ俺が出ていいのか!?」

　海人は遅おそまきながら驚おどろいた。

　迷海覇闘は国と国とのぶつかりあい――。出場するのは国の代表なのだから。はたして蒼海潜姫になりたての自分なんかが出場してもいいのだろうか。

「ううん、出場目指して頑がん張ばるんだよ。ていうのもね、ひとつの学園船からは、ひとつのチームしか出られないの。でね、この学園船には〈海うみ騎き士し〉ってチームしかないんだよ。そこから選ばれた四人から八人の蒼海潜姫が、日本代表として迷海覇闘に出てるの」

「つまり〈海騎士〉に入れってことか？」

「ううん、わたしは新しいチームを創つくりたいの。でも、メンバーがあとひとり足りない。そこで、海人くんを誘さそうことにしたの」

「……なるほどな。美咲が言いたいことはわかったよ。でもさ、どうしてわざわざ新しいチームを創る必要があるんだ？」

〈海騎士〉で出場目指して努力すればいいじゃないか――そう続けようとしたが、

「それがね聞いてよ海人くんっ！」

　美咲が猛もう然ぜんと詰め寄ってきたので口を閉ざした。どうやら変なスイッチが入ったようだ。美咲が熱い口調で語りはじめた。

　海人はうんざりしながらも、しかし美咲がいつもの調子に戻もどったのがなんだか嬉うれしくて、親身になって話を聞いた。

　数十分にも及ぶ話を要約すると『〈海騎士〉リーダーの白しろ兎うさぎ麗れい華かはスパルタ方針を取り、メンバーに過か酷こくな訓練を強制している。さらに指示に従わない者は問答無用で追放処分にしているらしく、メンバーは常に殺さつ伐ばつとした雰囲気のなか訓練しているようだ。文句など言えない空気が漂っているため、なかには過労で倒たおれる者もいるらしい。そこで美咲が「もっとのびのび訓練したほうがいいんじゃないかな」と意見すると口論になり、美咲はチームの和を乱す不届き者として追放処分を受けることになった』――と、それだけだ。

　数分で語り終えるような単純な話は、解決方法も明確だった。

「仲直りしろよ」

「い、嫌だよっ！」

「即答かよ。まあ、そう言うと思ったけどさ……」

　緋ひ野の美咲は一度決めたらなかなか考えを覆くつがえさない頑がん固こな性格だ。そのことを身をもって理解していた海人は決心する。

「わかった。美咲のチームに入るよ」

　美咲は拍ひよう子し抜ぬけしたように目を丸くした。

「えっ、いいの……？」

「いいのって、おまえから誘ってきたんだろ」

「そ、それはそうだけど、すんなり受け入れてくれたから……って、もしかして『なんでもする』が効いたの!?」

「違ぇよ！　ていうか、なにもしなくていいよ！」

「じゃあ、チームに入ってくれないの……？」

「そうじゃなくてだな……」

　海人は困ったように鼻頭をかいた。それから照れくさそうな顔で、

「ほら、昔さ、俺って引っ込み思案だっただろ？」

　美咲が、こくりとうなずいた。

「でも、美咲と知りあって……俺が『嫌だ』って言ってるのに『いいから遊ぼうよ』ってめげずに誘ってくれたから、俺は変わることができたんだよ。なんていうかさ、美咲って馬鹿みたいに明るかったから、美咲と一いつ緒しよにいるとうじうじする暇もなかったんだよな。だから、その恩返しっていうか。まあ、あれだよ」

「……どれ？」

　美咲が、期待と不安の織り交ざる眼まな差ざしで続きを促うながしてきた。

　海人は美咲の瞳ひとみを見つめ、はっきりとした口調で告げた。

「美咲と一緒にいるのが一番落ち着くし、なにより楽しいんだ。俺にとって、美咲は心の拠より所どころなんだよ。だから、俺は美咲のチームに入るんだ」

「～～～っ！」

　ふいに美咲が顔をそらした。その顔を、海人はのぞきこもうとする。しかし、ぐいっと手で押し戻された。海人はムスッとする。

「黙だまってないで、なにか言ってくれよ」

　まじめな話をしたのだから、ツッコミを入れるなり茶ちや化かすなりしてほしい。放置が一番恥はずかしいのだ――その想おもいが通じたのか、美咲が顔を上げた。

　う、と海人は息を呑む。

　美咲の顔は耳元まで赤く染まり、瞳には大おお粒つぶの涙なみだが浮うかんでいたのだ。

「あ、ありがどう……」

　涙なみだ声ごえで、よく聞き取れなかった。けれど、喜んでいるのは火を見るよりも明らかだった。

　メンバーが揃そろって感かん極きわまったのだろう。まさか、ここまで喜ばれるとは思わなかった。チームに入った甲か斐いがあるというものだ。

　海人が満足そうにうなずいていると、美咲は手の甲こうで涙を拭ぬぐい、明るい笑みを浮かべた。

「そ、それじゃあ放課後、海人くんの教室まで迎えに行くね？」

「おう！　って、なんかするのか？」

「特訓だよ、特訓っ！　日本代表の座は〈海騎士〉と戦って奪い取らないといけないの。だから……って、そういえば海人くん、海帝潜装はもう受け取った？」

「おう。いまは金庫室に保管してるよ」

　金庫室は校舎の一階に設けられた、貴重品を保管するための部屋だ。一時間目終了後、海帝潜装を持てあましていた海人はクラスメイトの案内を受け、金庫室へと保管していた。

　本日は午後の部も座学だけだと聞いている。明日は実技があるらしいので、海帝潜装を披露するのも明日以降というわけだ。

「ああ、そうそう、美咲の海帝潜装は学がく船せん長ちようが預かってるからな」

　海人が思いだしたように伝えると、美咲はこくりとうなずいた。

「うん、届けてくれてありがとね。じゃあ昼休みが終わる前に海帝潜装を取りに――」

「ちょっと待て。学船長のところに行く前に、ひとつ教えてくれ」

　海人が呼び止めると、美咲の顔に緊きん張ちようの色が浮かんだ。

「な、なにかな？」

「俺を蒼海潜姫にするつもりでここに呼んだってことは、俺に蒼海潜姫の素質があるってこと知ってたんだよな。いつから知ってたんだ？」

「……は、八年前だけど」

「そんな前から!?　なんで教えてくれなかったんだよ？」

　問うたものの、美咲は言いにくそうな顔をするだけだった。

　その表情を見て、海人は察した。




「俺の親が死んだ事故と、なにか関係してるのか？」




　八年前、海人は両親を亡なくしている。

　海人の両親は、蒼海潜姫関係の研究所に勤めていた。結が言っていた、世界ではじめて情報記憶合金を手に入れたという研究所である。

　事故当日、小学校から『両親の仕事を調べよう』という宿題を出された海人は、両親につれられて、はじめて研究所を訪れた。

　そこでなにをしたかは、よく覚えていない。

　ただ気づいたとき、研究所にいた職員はみんな死んでいて、そのなかには海人の両親の姿もあった。そして、変わり果てた両親を見て海人は気を失い――、

　次に目覚めたとき、海人は病院のベッドに寝ねかされていた。

　あとから聞いた話では原因不明の爆ばく発はつが起き、その事故で生き残ったのは海人と、当時海帝潜装の実験のために研究所を訪れていたひとりの少女――蒼海潜姫だけらしい。

　海人は、その蒼海潜姫に救われたのだ。

　その後、海人は遠い親しん戚せきだった緋野夫妻に引き取られ、いまに至るというわけだ。

「海人くんが家に来る前日、その蒼海潜姫が、わたしの親と話してるのを聞いたの。――『事故当時、海人は海帝潜装に触ふれていて、絶対防御が爆発から守った。つまり、海人は男の蒼海潜姫だ。海人の正体が知れ渡れば、物もの珍めずらしさから人々の注目を浴び、落ち着いた生活ができなくなるだろう。なにより蒼海潜姫になれば嫌でもご両親のことを思いだし、悲しみから立ちなおれないかもしれない』って。だから助けたことにしたんだって」

「……そうだったのか」

　八年の月日が流れているからこそ受容できたが、事故後すぐに真実を告げられていたら家族との楽しかった日々を想起してしまい、悲しみを乗のり越こえることができなかったはず。

　そういう意味では、その蒼海潜姫は海人を救ったことになる。

「いつか、お礼が言いたいな」

　独り言のようにつぶやいた海人に、美咲は告げた。

「だったら、会いに行くといいよ」

　海人はきょとんとして、はっとした。

「もしかして、近くに……この船に乗ってるのか？」

　美咲はうなずき、

「学船長だよ」

「学船長!?」

「うん。……気づかなかった？」

　海人は執しつ務む室しつでの出来事を思いだす。言われてみれば確かに面おも影かげがあるような気がする。それに思いがけない人物と再会したような反応を見せていたような気もする。

　しかし気づかなかった。

　当時は両親の死で頭がいっぱいだったし、助けてくれた蒼海潜姫の顔なんて、ほとんど見ていなかった。気づけというのが無理な話だ。

「まあ、学船長の件については置いといて、」

　と、海人は話を切きり替かえた。

「なんでいまになって教えようと思ったんだ？　そんなにチームがほしかったのか？」

　八年間隠し通した秘密を暴ばく露ろする心境が海人にはわからない。チーム勧かん誘ゆうだってそうだ。海人を誘うより船内の蒼海潜姫を誘ったほうがよほど確実だろう。

「チームがほしかったっていうのもあるよ。でも……」

「でも、なんだよ？」

　海人が問うと、美咲が紅潮した顔を向けてきた。そして、




「海人くんがそばにいないのが――」キーンコーンカーンコーン!!




　美咲の声は、昼休み終了を告げるチャイム音にかき消された。

　広大な学園船全体に行き渡るよう大音量に設定されているようだ。かなりうるさかった。

　海人は耳鳴りに悩なやまされつつ、美咲に聞き返した。

「で、海人くんがなんだって？」

「なっ、なんでもないよっ！」

　どんと胸を押された海人は手すりに背中をぶつけ、そのまま外へ放り出されそうになる――寸前、がっと手すりを掴つかんで踏ふみ止とどまった。

（あ、危ねぇ……）

　九死に一生を得た海人は恐こわ々ごわと手すりの向こう、眼下に広がる海を見おろして、

「なっ!?」

　海人は目を疑った。目測一五〇メートル下方――学園船の側面に、人間がしがみついていたのだ。激しい波なみ飛沫しぶきや潮風を受け、いまにも海に呑みこまれてしまいそうな様子だ。

「お、おい美咲！　ひと!!　ひとだ!!」

「ひと？」

　ぽかんとする美咲の手首を掴み、一緒に眼下をのぞいた。

「……ひとなんて、いないよ？」いぶかしそうに、美咲が言う。

「そ、そんな、うそだろ……」

　海人は愕がく然ぜんとした。人ひと影かげが、忽こつ然ぜんと姿を消していたのだ。

「た、確かにいたんだよ！　こう……銀色の髪かみが見えたような……も、もしかして、目を離はなした隙すきに海に落ちたんじゃ!?　急いで助けねぇと！」

「ごめんなさい！」

　突とつ然ぜん謝あやまる美咲に、海人は一周まわって冷静さを取り戻した。

「な、なんでおまえが謝るんだ……？」

「だって、わたしのせいだもん。わたしのせいで海人くん、死にかけて……死神が見えるようになっちゃったんだよね……。海人くん、死なないよね？」

　本気で海人を心配する目だ。

「怖こわいこと言うなよ……」

　否定しながらも、そう言われると確かに死神だったのかもしれないなと海人は思った。だって、あんなところに人間がいるはずないのだから。

　縁えん起ぎでもないので、海人はいま見た光景を忘れることにしたのであった。




◆




　学園船が蒼海潜姫の育成所という側面を持つ以上、当然訓練所が存在する。

　蒼海潜姫の戦場は海中迷宮なので、訓練所には罠があり、迷めい路ろがあり、水すい没ぼつしている。ただし五箇所ある訓練所のすべてが三つの要素を揃えているわけではない。

　第三訓練所には『罠』がなく、第四訓練所には『罠』『迷路』がなく、第五訓練所には『罠』『迷路』『水』がない。

「――って、なにもないのかよ!?　ほかの訓練所は使わせてもらえないのか？」

　放課後、第五訓練所へ向かっていた海人は、となりを歩く美咲にそうたずねた。

「無理だよ。日本代表は〈海騎士〉だもん。充じゆう実じつした訓練環かん境きようが欲しいなら、まずは日本代表にならないと」

　海中迷宮は複数階層から成り、第二階層以降は海中にある。つまり蒼海潜姫の主戦場は水中であり、『水』の要素がない第五訓練所が不人気なのは当然と言える。だからこそ、〈海騎士〉は第五訓練所の使用を許可したのだろう。

「けど、なんで罠も水も迷路もない訓練所とか造ったんだ？　無む駄だに場所取るだけだろ」

「ううん、それがそうでもないの。確かに主戦場は水中だよ。でも、陸での戦いが勝敗を分けることだってあるんだよ」

　海人が出場を目指す迷海覇闘は『情報記憶合金を採掘して先に海中迷宮から出たほうが勝ち』というルールだ。つまり海中迷宮から出る前なら横取りしてもいいのである。

「第五訓練所は、第一階層での待まち伏ぶせ対策のために造られたの。水中戦に向けた訓練を頑張るあまり、陸戦対策が疎おろそかになってる蒼海潜姫はわりと多いからね」

　専門知識を深めるあまり、一般教養に疎うとくなる、という意味だろう。

「なるほどな。けど、だとしても罠とか迷路対策は必要じゃないか？」

「確かに必要だよ。でも、迷路対策とか罠対策に時間をかけた結果、肝かん心じんの『戦せん闘とう力りよく』が身につかなくなるの。つまりね、第五訓練所はよけいな要素が一いつ切さいない、銃じゆう撃げき戦せんでの強さ、蒼海潜姫の純じゆん粋すいな戦闘能力を高めるために存在するんだよ」

「……そっか」

　完全に納なつ得とくできたわけではないが、けっきょく第五訓練所しか使えないのだから文句を言うだけ無駄だろう。

　ふたりは船せん尾び方面へと歩を進め、第五訓練所前までたどりつく。

　円形闘とう技ぎ場じようのような外観だった。防音対策だろう、重じゆう厚こうな造りの扉とびらを開けると、海人の視界に殺風景が飛びこんできた。

　一〇〇メートル四方の空間に、直径八〇メートルの円えん筒とう型の穴が空いているだけだった。深さは三メートルほど。特別な素材でできているのか、壁に銃じゆう痕こんは見当たらない。だが、そこかしこに空から薬やつ莢きようが散らばっているので、穴のなかで銃撃戦を行うのだと見て取れた。

　つまり、穴は闘技場というわけだ。

　だが、肝心の武器が見当たらない。

「武器はどこにあるんだ？」

「念じればいいんだよ」

「ね、念じる？　念じるだけで武器が出るのか？」

　困こん惑わくする海人に、美咲はどこか得意げな顔をしてうなずいた。

「うん。学園船のなかでも、訓練所は特別仕様なんだよ」

　訓練所には情報記憶合金が埋うめこまれているらしく、そこに武器をデジタル化して保存しているのだとか。そして、蒼海潜姫は海帝潜装を通して意識を仮想空間へと接続させ、武器を任意に物質化できる。接続方法は美咲が言うように『念じる』だけでいいらしい。

「なるほどな……。でも、なんで海帝潜装に同じ機能を搭載しないんだ？」

　なにが起こるかわからない海中迷宮へ大量の物資を持ちこめるのは非常に心強いと思うのだが……。

「海帝潜装を同じ仕様にすると、蒼海潜姫は常に仮想空間と接続した状態になっちゃって、自力では現実世界に戻れなくなるの。そんな状態じゃ、戦いどころじゃないよね。一応、誰だれかに海帝潜装を脱ぬがせてもらえば接続を切れるけど、戦闘中に海帝潜装を脱ぐなんて、自殺行こう為いに等しいよね。だから海帝潜装には武器情報が保存されてないんだよ」

「そういう理由か……確かに、接続のオンオフが自由にできないんじゃ搭載しないほうがマシだよな……」

　納なつ得とく顔がおをした海人に美咲は満足げな笑えみを浮かべ、さて、と話を切り替えた。

「まだ誰も来てないし、いまのうちに着き替がえちゃいなよ」

　そう言う美咲はすでに海帝潜装に身を包つつんでいた。まっしろなビキニが彼かの女じよの相棒だ。不覚にもやわらかそうな胸の谷間に視線が行ってしまったが、海人はすぐに目をそらした。誤ご魔ま化かすように辺りを見み渡わたし、美咲に視線を戻す。

「つーか、どこで着替えりゃいいんだよ？　更こう衣い室しつとか見当たらないんだが……」

「そうだね……穴のなかじゃだめかな？」

　確かに穴のなか、壁かべ際ぎわで着替えれば出入り口方面からは死角になって見えないだろう。

　でも、できることなら開放的な空間ではなく、個室で着替えたい。

「美咲はいつも、どこで着替えてるんだ？」

「自分の部屋だよ。わたしの寮りようは校舎のとなりにあるからね。今日も自室で着替えてから、海人くんを迎むかえに来たの。ちなみに二○二号室だよ、いつでも遊びに来てねっ」

　とのこと。しかし海人の部屋はまだ決まっていない。あとで学船長に訊きかなくては――などと今後の予定を立てながら、海人は美咲に指示を出す。

「今日のところは穴のなかで着替えるから、五分くらい外に出ててくれよ」

「うん、わかった。あ、そうだ。ついでに飲みもの持ってくるね。この辺の自動販売機、全部無料だから。スポーツドリンクでいいかな？」

「おう、ありがとな」

　――と、美咲の退館を見届けた海人ははしごを使って穴へ降りた。パンツ一枚になったところで、先ほど金庫室より持ち出したアタッシュケースに似た専用の鞄かばんから海帝潜装を取り出した。

　濃のう紺こんのセパレート水着である。トップスは救命胴衣型で、ボトムスはサーフパンツ型。膝ひざ上うえ一〇センチほどで、フィット感はあまりなさそうだ。

　海帝潜装は女性用だが、このデザインなら男の海人でも抵抗感なく着用できる。

（さっさと穿はこ）

　パンツを脱ぎ、海帝潜装に脚あしを通そうとした、そのとき。

　たったったったっと足音が近づいてきて、

　ばんっと地を蹴ける音がして――、




　女の子が、しゅたっと海人の正面に着地した。




「――ぁ、」

　海人はかすかに驚声をもらす。

　すると少女が振り向いてきて、

「……っ!?」

　ぴしぃっと硬こう直ちよくしたのであった。

　真しん紅くのビキニを纏まとった、気の強そうな少女である。

　あかね色の髪をポニーテールにまとめ、綺き麗れいに整えられた眉まゆの下にはつり目がちの瞳が輝かがやいている。精せい緻ちな顔はてのひらで隠せそうなほど小さく、繊せん細さいな体つきなのに胸だけはしっかりと膨ふくらんでいた。

「コニチハー！」

　海人はとにかく最悪極きわまりない第一印象を消そうと可能な限りさわやかに挨あい拶さつした――つもりなのだが口から出てきたのは挙きよ動どう不ふ審しんなカタコトだった。

　海人は海帝潜装を握にぎりしめ、緊張した表情で少女の反応をうかがうが、さわやか作戦が失敗したのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　女の子は真っ赤になった顔をそのままに、猛もう禽きん類るいを彷ほう彿ふつとさせる双そう眸ぼうで海人を威い嚇かくし、右手をこちらへ向けてきた。

　美咲が説明していたように念じたのだろう、少女の右手に光の粒りゆう子しが集まりはじめ――ほんの二、三秒で一挺ちようの拳けん銃じゆうが構成された。

「殺す」

　彼女の心情を的確に表す一言だった。海人は青ざめる。

「ちょ、ちょっと待て！　話せばわか――」

「うるさい黙れ馬ば鹿か痴ち漢かん変態露ろ出しゆつ狂きよう変質者！」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んできた。

　和解は無理だと判断した海人は大急ぎで海帝潜装を着用すると、少女に頭こうべを垂れた。

「ほんっとごめん！　謝るから聞いてくれ！　さっきのは事故――」

「黙れええええぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　びりびりと大気が震ふるえるほどの大だい音おん声じように海人は言葉を呑のみこむ。

「よ、よよよよくも卑ひ猥わいなものを……み、みみ見せ、見せて、」

「見たいの!?」

「違ぁぁぁぁうっ！　この痴漢！　変態！　露出狂！　ここでなにしてるのよっ!?」

「な、なにって特訓しようと……」

「露出の!?」

「違うよ!?」

「じゃあなんなわけ!?」
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「――わたしが呼んだんだよ」

　と、風ふう鈴りんのような澄すんだ声が降ってきた。

　視線を巡めぐらせると穴のふちに美咲が立っていた。足あし下もとにペットボトルを置き、ぴょんと降りる。一いつ般ぱん人じんなら捻ねん挫ざあるいは骨折するだろうが、絶対防御に守られている蒼海潜姫にとってはなんてことないらしい。

「おい美咲こいつ知りあいなら落ち着かせてくれ！」

　口早にまくし立てる海人に、美咲はにこやかに紹しよう介かいした。

「彼女は伊い古こ奈な姫ひめ乃のちゃん。わたしたちと同い年で、チームの一員なの。で、姫乃ちゃん。彼かれは須賀海人くん。今日からチームの一員だよ。まだ来たばかりでわからないこと多いと思うから――」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　なに勝手に話進めてるわけっ？　チームの一員なんて冗じよう談だんじゃないわ、却きやつ下かよ却下！」

「どうして？　海人くん、優しいのに……」

「優しかろうがなんだろうが初対面でいきなりわ、わわ、わわわわーい！」

「……なにを喜んでるの？」

　本気で困惑する美咲に、姫乃は顔を真っ赤にして叫さけぶ。

「喜んでない！　じゃなくて、その、わ、わい、猥わい褻せつなもの見せつけるような奴やつを仲間にできるわけないでしょうがッ！」

　なんとか言いきった姫乃。すると美咲は真っ赤になった顔を海人に向けた。

「み、見せたの!?」

「事故だ！」

　海人は自身の推察を交えて事情を説明した。海人が訪問者に気づかず全ぜん裸らになったこと、出入り口方面からは死角になっていたため伊古奈姫乃が海人に気づかず穴に降りたこと、わざと猥わい褻せつ物ぶつを見せつけたわけではないこと等々。

　話を聞いた美咲は安あん堵どしたように吐と息いきした。

「そ、そうだよね。海人くんに、そんな性せい癖へきはないよね」にこやかに笑う。「とにかく、ふたりはチームメイト――」

「なにまとめようとしてんのよ！　こんな奴がチームメイトだなんて冗談じゃないわ！」

「もうっ、どうしてそんなに嫌がるの？」

「あたしたちは〈海騎士〉を倒して日本代表になるのよ!?　こんな今日蒼海潜姫になったばかりの奴じゃ、足手まといになるに決まってるじゃない！」

　口ぶりからして、姫乃は海人について、噂うわさくらいは耳にしていたようだ。

「だけど海人くんがいないと〈海騎士〉への挑ちよう戦せん権けんすらなくなっちゃうよ？」

　チームの必要最低人員は四人。海人が抜ぬけるとチームとして成り立たなくなる。それを知っているらしい姫乃は狼狽うろたえながらも反論する。

「だ、だからって、こんなザコをチームに入れたら勝てる試合も勝てなくなるじゃない！　せっかくあたしみたいな強い蒼海潜姫がいるのに、台なしだわ！」

　海人はむっとした。言い返そうと口を開いたところで、美咲が遮さえぎるように叫んだ。

「海人くんはザコじゃない！　滅め茶ちや苦く茶ちや強いんだから！」

　その怒ど声せいに姫乃は呆あつ気けに取られたように黙り、ややあって、にやりと笑う。それから、好戦的な眼差しを海人に向け、

「だったら試ためしてやろうじゃない」

　挑戦的な口調でそう言った。

「試すって、ここで戦うってことか？」

「それ以外になにがあるっていうのよ。それとも怖おじ気けづいたのかしら？」

　嘲あざけるように笑う姫乃に、海人は平然と告げる。

「べつに怖じ気づいたりはしないが、陸戦だと伊古奈が不利じゃないかと思ってな」

「ふ、不利ですって……？」

　わなわなと肩かたを震わせる姫乃に、海人は言い放った。

「蒼海潜姫って陸戦だと弱くなるんじゃなかったっけ？」

　海人に悪気はなかった。ただ、先ほど美咲に聞いた話から水中戦じゃないと蒼海潜姫の実力は発揮されない、と考えただけだ。

　その気き遣づかいが姫乃の怒いかりを買ったようだ。姫乃が怒ど気きを帯びた声で、

「このあたしに水中戦を挑いどむなんて一〇〇年早いのよ！　あんたみたいなザコ、陸戦だろうが余よ裕ゆうだわ！」

「そか。ま、そもそも第五訓練所しか使えないわけだしな」

　姫乃は見み透すかすような眼差しで言う。

「あんた、それを知ったうえで水中戦がいいなんて言ったわけ？　ああ、ひょっとして、『水中戦じゃないと戦わない』とか言って逃にげようとしたのかしらね。まったく、素す直なおにあたしに謝罪して、チーム入りを取り消したら許してあげるってのに」

「チーム入りを取り消すつもりはねぇよ。ていうかさ、ぐだぐだ言ってないで、さっさと勝負しようぜ」

　姫乃が面おも白しろくなさそうな顔をする。

「負けて恥かいても知らないわよ」

「負けるつもりはないけどな」

　と、海人が宣言したとき。

「あー、いたいた！」

　どこかで海人が第五訓練所にいるとの噂を聞きつけたのか、わらわらと女生徒が集まり、あっという間に闘技場を取り囲んだ。

　流ながれ弾だま対策として、全員が海帝潜装に身を包んでいる。

「なになに、どういう状じよう況きよう!?」

「もしかして、これから模擬戦だった？」

「相手は……って、あれ伊古奈さんじゃん！」

「海人くんと伊古奈さんが戦うの!?」

「いくらなんでも相手が悪すぎだよ……」

「伊古奈さんの圧勝でしょうね」

　言いたい放題言う観客。

　話によると、伊古奈姫乃は日本の学園船で一、二を争あらそうほどの蒼海潜姫であるらしい。かつて〈海騎士〉に所属していた頃ころは何度も迷海覇闘に出場して日本を勝利に導いてきたようだが、たびたび独断専行を取っていたため白兎麗華と口論になり姫乃は〈海騎士〉を脱だつ退たいし、美咲に勧誘されたとのこと。

　そんな情報を聞き、海人は闘とう志しを燃やした。

　蒼海潜姫デビュー戦の相手にとって不足はない――！

「審しん判ぱんはわたしに任せてね！　試合時間は一〇分だよっ！　それまでに動けなくなるか、降参したほうの負け！　ふたりとも、それでいい!?」

　海人の脱いだ服と鞄を持って穴から出ると、美咲は観客の歓かん声せいに負けないような大声で確かく認にんを取った。

「おう！」「いいわ！」

　ふたりの威い勢せいのいい返答に美咲は満足そうに微び笑しようして、

「それじゃあ――はじめ!!」

　パァン！

「うおぉっ!?」

　開始早々姫乃が撃うってきた。不可視のシールドが弾たまを防ぎ、心臓上部に刺し激げきが走った。視界の隅すみに15／1000とダメージ蓄ちく積せき量りようが浮かぶ。

　海人は次々と放たれる銃じゆう弾だんを転がるように回かい避ひしながら武器を念じた。

　刹せつ那なだった。海人の意識は仮想空間とつながった。海人の周りを無数の武器が取り囲む。

　まるで武器庫にいるような気分だった。見覚えのある武器から見たことのない武器まで数多くの武器が存在していた。

　なかでも銃じゆう器きが大半を占しめていた。一口に銃器と言っても多種多様、種別から口径から装そう弾だん数から作動方法に至るまで様々だ。訓練を積んでいない海人には使い方などさっぱりわからない。

　だが、海人は銃など眼中になかった。数ある銃器を退け、海人は『とある武器』を呼びだした。

　その瞬しゆん間かん、辺りを取り囲んでいた武器が遠ざかり、目当ての武器が手元に来た。そして海人が武器を掴んだ瞬間――海人の意識は現実世界へと帰き還かんする。同時、情報記憶合金に記憶させてある武器情報が再構築され、光の粒子として現実世界の海人の右手に集まり、瞬またたく間まに形を成していく。

　念じてから武器が完成するまで、わずか三秒。

　海人の武器が完成した瞬間、辺りにどよめきが走った。

　驚いていないのは、美咲だけだった。

「ちょ、ちょっとあんた、どういうつもり!?」

　一ひと際きわ大きな声で姫乃が叫ぶ。その声は並々ならぬ怒りを帯びているようだった。海人が手加減していると考えたのだろう。

　海人の手には、なんの変へん哲てつもない木刀が握られているだけだったのだ。

　海人は刀身八〇センチほどの木刀、その切っ先をびしぃっと姫乃に向け、

「見てわからねぇか。これで、おまえと、戦うんだよ！」

　真しん剣けんそのものの表情で宣言する。が、姫乃に納得した様子はなかった。わなわなと肩を震わせて、ぎろりと海人を睨にらみつける。

「ふ、ふざけないで！　刀で……しかも木刀なんかで銃に勝てるわけないじゃない！」

「そんなの、やってみねぇとわからねぇだろ！」

　挑ちよう発はつとして受け取ったようだ。姫乃は怒り心頭といった様子で叫んだ。

「もういいわ！　さっさと終わらせてあげる！」

　姫乃は拳銃を放り捨てると機き関かん銃じゆうを呼びだした。通常女の子が振ふりまわせるような重量ではない兵器を、しかし姫乃は軽々構えると――、

　銃じゆう撃げきを開始した。




◆




（ああもうっ、なんなのよこいつはっ！）

　試合開始から三分弱――。一切の反はん撃げきをせず、一心不乱に回避行動を取り続けるだけの海人を前に、姫乃の苛いら立だちは募つのっていた。

　男の蒼海潜姫が来たという話を耳にしたときは、ほかの蒼海潜姫にはない特別性に期待した。美咲が『ザコじゃない』と啖たん呵かを切ったときは、強い相手と戦えるかもしれないと胸躍おどらせた。

　なのに結果はこのありさまだ。

　実際に会ってみたら露出狂だったし。

　実際に戦ってみたらザコだった。

　こんな変態軟弱男に『負けるつもりはない』と言われたのだと思うと腹立たしくなる。強者としてのプライドを守るためにも圧あつ倒とう的てきな力量差を見せつけて、二度と生意気な口が利けないように懲こらしめてやらねば。

「このままあたしの圧勝で終わらせてあげる！」

　動いている標的を追いかけながら銃撃するのは得策ではない。そう考えた姫乃はより確実に海人を倒たおすべく、闘技場中央に陣じん取どったまま銃じゆう口こうを海人へ向けると瞬しゆん時じに狙ねらいを定めて銃撃した。

　その銃弾を、海人は辛かろうじて横っ飛びに回避する。試合がはじまってからというもの、彼はずっとこの調子だった。危なっかしい動きをしながらも、海人は銃弾を避よけるのだ。

　あとちょっとで命中しそうなのに――！

　なんだか挑発されているような気がして、姫乃は悔くやしそうに歯がみする。

「いいかげん反撃したらどうなのよ！」

　発破をかけるも、無駄だった。海人は眼差しこそ真剣だが、反撃しようとはしないのだ。海人は次々と押し寄せる銃弾をぎりぎりのところで飛とび退のき、転がり、身体からだを捻ひねり、身を翻ひるがえして避けるだけで、木刀を振るおうともしない。

「情けないわね！　戦わないんだったら、さっさと降参しなさいよ！」

　怒りは募る一方だ。姫乃は口先だけの男が世界で一番嫌きらいだった。せめて弱いなりにも戦う意志を見せてきたら評価してやってもいいが……あの様子では期待しても無駄だろう。

　姫乃は攻せめの姿勢を崩くずさない。撃って撃って撃ちまくる。弾たま切ぎれになると弾だん倉そうを手元に呼び寄せて流れるように装そう填てんする。

　発はつ砲ぽう。

　発砲。

　発砲。

　姫乃は撃って撃って撃ちまくり、海人はひたすら避け続ける。

　どちらが優勢かは、一目瞭然だった。

「なんだか海人くん、押おされっぱなしだね」

「逃げてばかりで、一回も攻こう撃げきできてないよ」

「反撃する隙もないんじゃないの？」

　一方的な試合運びに、女生徒たちは口々に感想をこぼす。




「無理ないよ。だって相手は『蒼海の攻略者ネプチユーン』なんだもん」




　蒼海潜姫が国の代表なら、蒼海の攻略者は世界の代表だ。

　蒼海潜姫のなかでも極めて優ゆう秀しゆうな者しかなれず、その枠わくは二〇と少ない。迷海覇闘での戦績一位は八人、二位は四人、三位はふたり、四位～九位までの国はひとりだけ、自国の学園船より蒼海の攻略者を排はい出しゆつできる。

　そしてその数少ない枠に入ることができた者は、迷海覇闘とはべつの『特とく殊しゆな任務』につくことを許される。

　海人が戦っている相手――伊古奈姫乃という少女は、世界レベルの蒼海潜姫なのである。

「でも海人くん、頑がん張ばってるよね」

「うんうん、一いつ生しよう懸けん命めい走ってる」

「負けたら慰なぐさめてあげよーっと」

「抜け駆け禁止だよ？　みんなで慰めるんだから！」

　観客のなかで、姫乃の勝利は確定しているようだ。

　が、勝利を確信されているにもかかわらず、姫乃の怒りは晴れなかった。

（なんて情けない男なの！）

　姫乃は海人に幻げん滅めつしていた。彼には心底がっかりだ。はじめて目にした男の『あれ』がこんな奴のだと思うと怒りを通り越して悲しみがこみあげてくる。

　姫乃は弾だん丸がんに怒りをこめて撃ち続けた――が、どういうわけか、一向に命中する気配がなかった。

　圧倒しているにもかかわらず、姫乃は舌打ちする。

「ああもうっ、避けてばかりじゃ勝負にならない……って、」

　避けてばかり。

　その言葉を口にして、

　姫乃は、あることに気がついた。

（ちょ、ちょっと待って。あたし、こいつに何発当てた？）

　姫乃は負まけず嫌ぎらいな性格だ。誰よりも強くなりたかった姫乃は誰よりも特訓を積み重ね、優すぐれた射しや撃げき能力を手に入れた。〈海騎士〉に所属していた頃は、この力で何人もの他国の代表を倒してきた。

　対して、今回の相手は――須賀海人は、蒼海潜姫になったばかりの素人しろうとだ。

　そんなザコと、自分は何分戦っている？

　そんなザコに、自分は何発弾を使った？

　時間も弾数も記憶していない。

　でも、ひとつだけ、はっきりしていることがある。




　須賀海人には一発しか命中していない。




　しかも不意打ちした最初の一発だけである。

（な、なんなの、こいつ……）

　ぞわっと鳥とり肌はだが立った。

　姫乃の心に、ひさしく忘れていた感情が呼び覚まされる。

　恐きよう怖ふだ。

　心の奥おく底そこに根づいた恐きよう怖ふ心しんが、姫乃の精神をじわじわと蝕むしばんでいく。

　姫乃は恐怖心をかき消すように、一心不乱に銃撃した。

　銃弾はことごとく壁かべに当たり、鋭するどい金属音が火花とともに鳴なり響ひびく。

　その悲鳴にも似た甲かん高だかい音が、姫乃の恐怖心を増ぞう幅ふくさせていく。

　怖い。

　怖い。

　怖い。

（――な、なに弱気になってるのよ、しっかりしなさい伊古奈姫乃ッ！）

　姫乃は自身を一いつ喝かつすると、手汗でぬめるグリップを握りなおし、四〇メートル向こうに立つ海人の胸に狙いをつけ――一気に引き金を絞しぼる！

　ズガガガガガガガ――!!　猛もう烈れつな速度で銃弾が射出されていく。手元で激しく振しん動どうする機き銃じゆうを落としてしまわないよう必死に押さえこみ、姫乃はトリガーを絞り続けた。

　対する海人は姫乃を見み据すえたまま闘技場を疾しつ走そうしている。姫乃の周りを旋せん回かいするように駆かけているため四〇メートルの距きよ離りは縮まらない。相変わらず、反撃する気はないようだ。

　姫乃は虚きよ勢せいを張るように「この腰こし抜ぬけ！」と悪態をつき、海人を追つい尾びするように――否、海人の動きを予測するように機銃を巧たくみに操あやつった。とにかく一発。一発命中すればいい。そうすれば恐怖心は消えるはずだ――そう信じて、姫乃は一いち弾だん入にゆう魂こんの精神で撃って撃って撃ちまくる。

　だが、当たらない。射出音と金属音が鼓こ膜まくを震わせるばかりで、海人の悔しそうな叫び声は聞こえてこない。撃っても撃っても当たらない。自じ慢まんの銃撃が通じない。怖い。怖い。あいつが怖い――

「ハァァァアアアア!!」

　姫乃は裂れつ帛ぱくの気合いとともに雄お叫たけびを上げた。恐怖心を消し去るように。勇ゆう猛もう心しんを取とり戻もどすように。そして、蒼海の攻略者としてのプライドを守るため。――姫乃は攻撃の手を緩ゆるめない。

　姫乃は二〇秒に一度のペースでマガジンを交こう換かんして撃ちまくる。だが、当たらないのだ。あと一歩踏みこんでいたら銃弾は海人の脇わき腹ばらに命中していただろうが、彼は姫乃の狙いを読んでいたかのように急停止して被ひ弾だんを避け、身を翻して逆方向へ疾走する。

　逃がすまいと追つい撃げきする姫乃。

　凄すさまじいスピードで放たれた銃弾が海人に襲おそいかかる。

　次の瞬間、海人は横よこ薙なぎに放たれた連射を忍にん者じやのように高々とバク転して回避した。

　その弾だん道どうを先読みしているかのような回避行動に、姫乃は愕然として銃撃をやめた。

「な、なによ、その動き……」

　試合開始時に見せていた危あやうさは微み塵じんも感じさせない驚きよう異い的てきな身のこなし――はじめは反射神経だけで避けていると思っていた。が、いまのバク転を見るに、反射的というよりむしろ意識的に回避行動を取っているように思えてきた。

　だが、もし意識的に避けているのだとすると、海人は秒速四〇〇メートルで迫せまる銃弾を視し認にんしたうえで、どのように回避するか考えて、実行していることになる――

　そう思い至った瞬間、姫乃は戦せん慄りつした。

（そ、そんなのありえないッ！）

　蒼海潜姫になることで――海帝潜装を纏うことで、身体能力は飛ひ躍やく的てきに向上する。だが、反応速度は変わらない。銃弾のスピードは人間の視覚では感知できるようなものではない。そして意識が弾速に追いつけない以上、銃撃を回避することは不可能だ。

　普ふ通つうは視認する前に被弾する。

　時間が経たつにつれて回避行動に余裕が生まれるなんてありえない。

　でも、だったらこの状況に――海人が銃撃を回避し続けている異常事態に、どう説明をつけたらいいのだ！

「な、なんなのよ、もうっ！」

　じんわりと姫乃の目め尻じりに涙なみだが浮うかぶ。

　まるで怪かい物ぶつと戦っているような気分だった。




◆




「さて」

　試合開始から七分弱――。海人は、木刀を握りなおした。四〇メートル向こうの姫乃をあらためて見つめる。

　視線が交差した瞬間、姫乃がびくっと震えた。怯おびえるような眼まな差ざしで海人を睨み、

「や、やっと戦やる気になったわけ!?」

　姫乃が震える声で叫んだ。言葉の節々から恐怖の念が感じ取れた。その感情をかき消すように、姫乃の機銃が火を噴ふいた。

　海人は五メートルほど横に跳とんで第一撃を回避すると、すぐさま伏ふせて追撃をかわす。連射が頭上を通過する直前、姫乃が銃口を下げてきた。脳天めがけて下降してきた連射を横に転がり回避した海人は瞬時に体勢を立てなおすと一メートルほどジャンプする。直前まで海人がいた座標を、連射が横薙ぎに通過した。

　そして海人が着地したタイミングで、機銃が弾切れを起こした――その瞬間、

　ダンッ!!　と地を蹴り爆ばく発はつ的てきに加速する海人。閃せん光こうの如ごときスピードで四〇メートルもの距離を一気に縮める。

　弾倉を交換する時間など与あたえない。海人が肉にく薄はくすると、姫乃が銃じゆう床しようで殴なぐりかかってきた。海人は身体を捻って打だ撃げきを避け、――ガッ！　と木刀で機銃を叩たたき落とす。

　姫乃は警けい戒かいするように海人を睨んだまま後方へ駆けつつ、べつの機銃を召しよう喚かんする。が、銃撃より先に海人が一五メートルの距離を詰つめ、またも機銃を叩き落とした。

　引き金を絞る時間もない。一撃で機銃を叩き落とす的確な剣けんさばきに姫乃は一いつ瞬しゆん怯ひるんだ。その一瞬が命取りとなることに姫乃は気づいたがもう遅おそい。

　海人は下段から斜ななめ上うえに姫乃を斬きり上げ――なかった。

「――っ!?」

　斬ざん撃げきを喰らわなかったことに姫乃は動どう揺ようしながらも、慌あわてて後方へ跳び、四〇メートル以上の距離を取ると、海人を睨みつけた。

「ふ、ふざけないで！」

　姫乃に詰め寄ろうとしていた海人は、しかしその場から答えた。

「ふざけてねぇよ」

「じゃあどうして武器ばかり狙うのよ!?　それにいま、あたし隙すきだらけだったじゃない！　なのにあんたは攻撃しなかった！　こんなのふざけてるとしか思えない！」

「そう怒おこるなよ。これが俺おれの戦い方なんだからさ」

「あ、あたしに攻撃しないでなにが戦い方よ！　あんた、勝つ気あるわけ!?」

「あるさ。いまはわけあって攻撃しないだけで、やろうと思えば一撃でおまえを倒すことだってできるぜ？」

「なっ!?」

　姫乃が驚きよう愕がくしたように目を見開く。無理もない反応だ。絶対防御を持つ蒼海潜姫相手に一撃で勝利するなど戦せん車しや砲ほうを使っても難しいのに、海人の武器は木刀だ。たとえ一〇〇回斬りつけようが完全防衛システムは起動せず、勝つことはできない。

　なのに海人は一撃で倒すと言ってのけた。そのことに、姫乃は狼狽うろたえているようだ。

「た、たった一撃で、どうやって勝つってのよ!?」

　困惑と恐怖が入り混じった表情で姫乃が叫ぶ。

　そんな予想どおりの反応に、海人は自信ありげに笑った。




「勝てるさ。俺の――『水み無な月づき流りゆう剣けん術じゆつ』ならな！」




　水無月流剣術は、室むろ町まち時代中期に創始された天てん真しん正しよう伝でん香か取とり神しん道とう流りゆうをルーツとする特殊な剣術だ。天真正伝香取神道流と同様『相手の攻撃より早い攻撃で勝ち、しかし戦わずして勝利することこそ最上』という理念を持っている。

　そして、この試合の目的は、姫乃を倒すことではない。姫乃に海人の強さを知らしめ、チーム入りを認めさせることにある。

　試合に勝利するのは簡単だと海人は思う。

　だが、普通に戦って勝っても、海人の強さは充じゆう分ぶんに伝わらないかもしれない。だったら、普通ではない勝ち方をするしかない。

　そして海人が考える『普通ではない勝ち方』とは――『攻撃せずに勝利を収める』こと。たった一回だろうと攻撃するのは海人にとって理想的な勝利とは言いがたい。

「い、一撃どころか攻撃せずに勝つですって!?　むかつく理想掲かかげてんじゃないわよ！　水無月流だかなんだか知らないけど、そんなふざけた剣術に負けるあたしじゃないッ！」

　姫乃は恐おそれをかき消すように機銃を連射する。

　が、海人には通じない。姫乃が引き金を絞る一瞬前に連続で側宙を切り八メートル横へ移動した海人は猛もう然ぜんと迫り来る銃撃をブリッジして避ける。姫乃が銃口を動かす。銃弾が海人に襲いかかる。しかし海人はブリッジの体勢から逆立ち状態になると、腕うでの力だけで縦に二メートル跳び上がって銃撃を回避してみせた。

　ついに一発も当たらないまま、姫乃の機銃が弾切れを起こす。焦あせって装填しようとしたのか弾倉を手から落とした姫乃に、体勢を整えた海人は堂々と言ってやる。

「何発撃とうが当たらねぇよ。おまえの動きは、完全に見切ってるからな」

　はったりではない。

　強がりでもない。

　海人は事実を口にしているだけなのだ。

　試合開始から七分間、海人は回避行動を取りながらも、自分の意識を眼球に集中させて伊古奈姫乃を『観察』していた。

　水無月流剣術が初伝――〈水すい明めい〉。

　相手の眼球運動をはじめとする肉体の微び細さいな動きを見み極きわめ、相手が動こうとした瞬間に動作を見切る水無月流剣術の初歩の初歩。

　試合開始時こそ危うかったが、〈水明〉の発動により『伊古奈姫乃』を掌しよう握あくした海人は、たとえば目の動きから狙いを先読みしたり、筋肉の収縮から銃口の動きを読み取り弾道を先読みするなど、彼女の行動を完かん璧ぺきに予測できるようになった。

　意識が弾のスピードに追いつけるのではなく、姫乃の動きを先読みしているだけだが、姫乃が感じた『徐じよ々じよに回避に余裕が生まれている』というのは勘かん違ちがいではなかったのだ。

　はじめから弾道がわかっていて、そこに蒼海潜姫の身体能力が加われば、避けられないわけがない。

「攻撃が、当たらない……？」

　姫乃が、絶え入るような声で言う。

「そうだ。おまえがどれだけ銃撃しようが、俺に当たることはない。つまり、おまえは、俺には勝てないんだ。逆に俺は、いつでもおまえを倒すことができる」

　事実、〈水明〉が発動した時点で海人の勝利は確定している。

　水無月流剣術には『一撃で戦闘不能に追いやる』技わざもあるし、多少時間はかかるものの、絶対回避の力をもって一いち撃げき離り脱だつ戦せん法ぽうを繰くり返かえすだけでも勝てる。

　だが、それは海人の理想とする勝利ではない。

　理想は『攻撃せずに勝利する』ことだ。

　ではどうやって勝つか。

　簡単だ。姫乃の戦意を挫くじけばいい。姫乃が戦意を失えば、海人は戦わずして試合に勝利したことになり、姫乃の心に『須賀海人は強い』と刻みこむことができる。

「もう一度言うぜ。俺に、攻撃は、当たらない！」

　海人は力強く言い聞かせる。攻撃が当たらないことがわかれば姫乃はこれ以上の戦いは意味を成さないと思い知り、戦おうという気持ちを失うはずだ。

「だったらゼロ距離で撃つまでよ！」

　しかし姫乃の戦意は挫けていない。

　彼かの女じよは機銃を手に、猛然と海人に詰め寄ってきた。

　第一の策は失敗だ。

　海人は第二の策を実行するべく、左方へと身を移す。

「逃がさないわ！」

　海人に差し迫った姫乃は身を捻ひねり方向転換すると同時に、銃口を海人に押し当てた――つもりだった。

　だが、そうなる前に、姫乃は転んでしまった。

「えっ、な、なんで……」

　しりもちをついたまま、姫乃は呆ぼう然ぜんとしていた。

　足が絡からまったわけでも、空から薬やつ莢きようを踏ふみつけ滑すべったわけでもない。

　身体が勝手に、転ぶ動作を取ったとしか思えなかった。

　姫乃が、まさかという顔で海人を見上げる。

　その、まさかだった。

　海人は姫乃の泣きそうな顔を見おろし、怖こわい話を聞かせるような口調で種明かしする。

「水無月流剣術が中伝――〈水すい破は〉。おまえの動きは、俺が支配した」

　姫乃の転てん倒とうは、海人が仕向けたことだった。

〈水破〉は〈水明〉からの応用だ。

『伊古奈姫乃』を完全に把は握あくしている海人は、彼女の重心がいまどこにかかっているのか手に取るようにわかる。そこで重心がかかっている方向とは逆方向へ動けば姫乃は咄とつ嗟さに切り返す。しかし咄嗟の方向転換であるため逆方向へ動くのに必要な重心が足りず、結果バランスを崩して転ぶのだ。

　そしてひとたび〈水明〉を完成させた海人は、この〈水破〉を自在に引き起こせる。

　つまり姫乃は、まともに動くことすらも許されない。

　攻撃が当たらず、満足に動くことすらできないと知れば、戦意を喪そう失しつするはずだ。

　これこそが、戦わずして勝利を収める第二の策だった。

「――理解したか？」

　海人は姫乃の喉のど元もとに木刀の切っ先を突つきつけ、脅おどすような低い声で宣告する。

「ただ強いだけじゃ、俺には勝てないんだよ」

「勝て、ない……？」

　姫乃は、か細い声でつぶやいた。その表情には、はっきりと畏い怖ふの感情が浮かんでいた。

「……」

　なんだかいじめているような気がしてきて、海人は罪悪感を抱いた。

　恐怖心を誘さそうような言動を取り、精神的ダメージを与え、戦意を挫き、攻撃せずに勝つ作戦だったのだが……泣かれてしまっては後味が悪すぎる。海人は、女の子を怖がらせるために修しゆ行ぎようしてきたのではないのだから。

（泣かせてしまうくらいだったら〈水明〉が発動してすぐに『あの技』を――〈水すい雷らい〉を使って、本当に一撃で終わらせてたほうがよかったかもな。けど女の子相手に〈水雷〉を使うってのも気が引けるしな。でも、この先俺が戦う相手って、みんな女の子なんだよな。やっぱり手加減とかしてあげたほうが――）

　海人の思考が遮しや断だんされた。

　ゆらり、と姫乃が立ち上がったのだ。

　そして自分自身を奮い立たせるように――

　姫乃は、雄お々おしく叫んだ。




「あたしは――あたしは蒼海の攻略者ッ！　どんな相手にも屈くつしないッ！　誰だれが相手でも負けないッ！　――最強の蒼海潜姫なのよ!!」




　姫乃が威い嚇かくするように海人を睨みつけた。その鋭い眼光に射い貫ぬかれた瞬間――、

「――ッ」

　海人は本能的な恐怖を感じて咄嗟にバックステップを取り壁かべ際ぎわまで撤てつ退たいする。ぶわっと全身から冷や汗が流れ出てきた。心臓がバクバクと早はや鐘がねを打っている。

　姫乃が、向かいの壁際から海人を威嚇するように見つめている。姫乃の気き迫はくが、勝利にかける執しゆう念ねんが、海人を威い圧あつし、ここまで後退させたのである。

　海人は、自じ虐ぎやく的てきに笑う。

（ったく、手加減したほうがいいかも、とか。なに余裕ぶっこいてんだよ、俺は。相手は世界レベルの蒼海潜姫なんだ、全力でぶつからないと勝てるわけないだろうが！）

　いま海人が対たい峙じしている相手は、人類史上最強の戦士たる蒼海潜姫――その頂に立つ、蒼海の攻略者がひとり、伊古奈姫乃なのだ。

　動きを読まれたり移動を禁じられた程度で心が折れるようなタマではない。

　先の眼力に気け圧おされて、海人は思い知らされた。

　攻撃しないで勝利するという理想を捨て、全ぜん身しん全ぜん霊れいで倒しにかからないと、負けるのは自分のほうだということを。

　海人は真剣そのものの表情で、八〇メートル向こうに立っている姫乃を見つめ返した。

「おまえが勝つことを諦あきらめないってんなら、しかたねぇ。もう出だし惜おしみはなしにする！　ここからが俺の全力だ。一撃必殺の技を――〈水雷〉を使わせてもらうぜ！」

　海人は両手で木刀の柄を握にぎりしめた。腕を引きつつ、姫乃へ向かって半身の姿勢になり、突きの構えを取る。

　姫乃は――仁王立ちしたまま、かたかたと震ふるえている。ここに至るまでに〈水明〉に〈水破〉を受けた姫乃は理解しているのだろう。海人が言う『蒼海潜姫を一撃で倒す技』というのがはったりではないことを。その技を、これから姫乃に使おうとしていることを。

　そんなの怯えて当然だった。

　だが、それでも姫乃は逃げだそうとはしなかった。

　強者の誇ほこりを守るため、震えるその手で機銃を握る――！

「この一撃で終わらせてやるッ!!」

「負けない！　あたしは――負けられない!!」

　姫乃が銃口を向けてきた。

　海人は力強く地を蹴けり驚異的速度で姫乃に迫る。同時に銃じゆう声せいが鳴り響く。海人は速度を落とすことなく稲いな妻ずまのようにジグザグに動き全弾回かい避ひする。弾倉が空になり銃声が止やむ。姫乃の顔が恐怖に歪ゆがむ。その目が海人の接近を拒こばんでいる。しかし海人は止まることなく雷かみなりの如きスピードで駆けて姫乃の懐ふところに踏みこみ――




「そこまでー!!」




　試合終了の合図に海人は急停止。木刀の切っ先が姫乃を目前に寸止めされる。ぶわっと発生した風圧が、姫乃の髪かみをなびかせた。

「っ……」

　姫乃が、へなへなと腰こしから崩れ落ちた。がくん、とうなだれる。

　――静せい寂じやくが、観客の声に引ひき裂さかれる。

「ええっと、これってどっちが勝ったの？」

「途と中ちゆうから海人くんが圧倒してたように見えたけど……」

「でも海人くんの攻撃、伊古奈さんには当たってないよね？」

「引き分け、なのかな……？」

「で、でも蒼海の攻略者相手に初心者が引き分けって、そんなことがありえるの……？」

　ざわめく観客を意に介かいさず、海人は姫乃に手を差し伸べた。

「怖がらせて悪かったな。怪け我がはないか？」

「――っ」

　放っておいてほしかったのだろうか。姫乃はかあっと頬ほおを赤く染めて、ぎろりと海人を睨みつけた。

　海人の手を払はらいのける。

「ば、ばっかじゃないの!?　絶対防御があるのに怪我なんてあるわけないでしょ！　だ、だいたいあんた、あたしに一発も攻撃当ててないじゃない！　あたしを心配する暇ひまがあるなら、少しは悔しがったらどうなのよ!?　て、ていうかべつに怖がってないしっ！」

　などと、姫乃が威勢を取り戻すように怒ど鳴なりながら腰を浮かしたところで、美咲が歩み寄ってきた。

「どうだった、姫乃ちゃん。海人くん、強かったでしょ？　少なくとも姫乃ちゃんが言うように足を引っ張ることはないと思うんだけど……どう、かな？」

　美咲は海人の剣技について知っていた。この結果を見み越こしたうえで、ふたりを戦わせていたのだろう。

　そう考えると、海人は無む性しように嬉うれしくなった。

　なぜなら海人が水無月流剣術を学ぼうと思い至ったのは、美咲を守るためなのだから。

　美咲の両親に強くなりたい意志を伝え、水無月流剣術を紹しよう介かいされ、死しに物もの狂ぐるいで修行に励はげみ、八年の歳さい月げつを経へて水無月流剣術を極きわめ――そして本日、美咲に実力を認められた。

（もっと修行積んで、どんな状じよう況きようでも美咲を守れるようにならないとな！）

　海人がやる気を滾たぎらせていると、姫乃が不服そうに叫さけんだ。

「あ、あたしは一撃も食くらってないわ！」

　姫乃は判定勝ちを主張しているようだ。確かにこれが格かく闘とうゲームだったなら海人の体力ゲージのほうが減っているため、姫乃の判定勝ちになる。

　しかし、この模擬戦のルール的には引き分けだと海人は思う。

　美咲も海人と同意見のようだ。困ったような表情を浮かべ、たしなめるように言う。

「まあ、そうなんだけど。だとしても、勝負は引き分けだよね。だから姫乃ちゃん、海人くんをチームメイトとして受け入れて――」

「好きにすればいいじゃない！　あたしもう帰る！」

　言い放ち、姫乃は第五訓練所から去って行った。




◆




　その夜のこと……。

　湯気の立ちこめる浴室に、伊古奈姫乃は立っていた。シャワーの勢いを少しだけ弱め、前まえ髪がみをうしろへ流す。

　浴室には、姫乃が普ふ段だん使っている、お気に入りのシャンプーの香かおりが漂ただよっていた。

　この、みかんのような柑かん橘きつ系けいの香りをかぐと、姫乃の脳のう裏りに地元のみかん畑が広がって、心が安まるのだ。

　……でも、今日に限って、姫乃は気分をほぐせなかった。

　原因は、はっきりしている。

「なんなのよ、あいつ……！」

　どんっと壁を殴り、忌いま々いましそうに唸うなる。

　頭のなかは、今日の模擬戦のことでいっぱいだった。

　須賀海人――。彼かれが扱あつかう妙みような技に、姫乃は手も足もでなかったのだ。

　蒼海の攻略者たるこの自分が、あまりの強さに泣きそうになるなんて……。

　こみあげてきた恥はずかしさを隠かくすように、姫乃はぎりりと奥おく歯ばを噛かみしめた。

（圧倒してたはずなのに、圧勝できなかった……）

　攻撃を受けなかったとはいえ、勝負は引き分けだ。――いや、試合終了があと一秒でも遅かったら、姫乃は負けていたかもしれない。

（あいつが最後に使おうとしてた技。確か、〈水雷〉とか言ったっけ。あれを受けてたら、あたしどうなっちゃってたんだろ……）

　わからない。

　ただ、考えただけで恐怖が蘇よみがえってくるので、姫乃は忘れてしまうことにした。

　だが、どうしたって忘れられないことがある。

　……須賀海人は強い。

　彼の強さは、姫乃の心に深く刻みこまれた。おそらく一生、姫乃は忘れないだろう。

　あと、忘れられないことがもうひとつ。

（あいつ、あたしを心配してた）

　美咲が言うように、海人は優やさしかった。試合終了後まっ先に対戦相手を気き遣づかうなんて、なかなかできることではない。

　それくらい余よ裕ゆうがあったということだろうか。

　それとも、相手が姫乃だったから、特別に優しくしてくれたのだろうか。

　たぶん前者だろう。

　でも、なぜか姫乃は、後者だったらいいなあ、と思っていた。

「……須賀、海人」

　彼について考えれば考えるほど、姫乃の身体は熱を帯びていく。

　どうやらシャワーを浴びすぎたようだ。身体の火ほ照てりは、きっとそのせいだろう。

　姫乃は脱衣所へ身を移すと、ふんわりとしたタオルで入念に水気を落としていく。

「……あいつ、明日も来るわよね？」

　虚こ空くうへ向けて問いかけた。

　あそこまでチーム入りを拒んだのだ、来ないかもしれない。

　でも去り際に『好きにすればいい』と言い残しておいた。根こん性じようがあるなら明日もきっと来るはずだ。ていうか来る。ぜったいに来る。

「うん、来る来る」

　強ごう引いんに自分をねじ伏せた姫乃は、ふむぅと悩なやましそうな顔をする。

「どんな顔して会えばいいのかしら……」

　一応は喧けん嘩か別わかれの部類に入るはず。まずは仲直りからはじめたほうがいいかもしれない。だが、どうも自分は謝あやまるのが苦手だ。というか誰かに謝ったことなんてないかもしれない。いまのうちから謝罪の練習をしておいたほうがよさそうだ。

　あと、笑え顔がおの練習も……

「べ、べつにあいつにかわいいとか思われたいわけじゃないんだからっ。仲直りのための笑顔なんだからねっ！」

　洗面鏡に向かって言い訳すると、姫乃は脱衣所をあとにした。




◆




「三○三号室だよな……」

　校舎から五〇〇メートルほど離はなれた先に建つ学がく生せい寮りように、須賀海人の姿はあった。

　先ほど学生寮の部屋をたずねに執しつ務む室しつを訪おとずれたが無人だった。そこで職員室へと相談に向かい、学船長から伝言を預かっている、という教師に話を聞いたのだ。

　話によると、学船長は海人の身を案じて、複数ある寮のなかから一番住人が少ない寮を用意してくれたらしい。

　ちなみに住人が少ない理由は校舎までの距離と老ろう朽きゆう化かだ。学園船の建物は潮風の影えい響きようで劣れつ化かしやすく、一応、第三訓練所が防風壁になってはいるが、船首付近にあるこの寮は、ほかの寮に比べて劣化が進みやすいのだ。まあ、昨年の改装工事により新築同然になったようだが――それでも校舎から遠いので、住人は少ないままなのだそうだ。

　そのおかげで、海人は誰とも出会うことなく三階の廊ろう下かまで達することができていた。

「まあ、居場所がばれるのも時間の問題だろうけど……」

　なんだか逃とう亡ぼう者しやになった気分だ。

「……っと、ここか」

　三○三号室の前で立ち止まり、ドアを開く。




　伊古奈姫乃と視線が交わった。




　ミルクのような白い肌はだはうっすらと桜色に染まり、しっとりとしたあかね色の髪の毛が頬や肩かたに妖あやしく絡みついている。豊満なバストは重力に逆らうように上向きで、芸術的なまでの美しさを醸かもしている。闘とう技ぎ場じようでは勇ましい戦いぶりを見せてくれたが身体の曲線は女性らしい魅み力りよくに溢あふれ、一方できゅっと引き締まったおしりは少年のようでもあった。が、つやつやとしたおなか、すべすべとしてそうな太もも、すらりと伸びた健康的な生足が、伊古奈姫乃が女の子であることを主張していた。

　……見れば見るほど全ぜん裸らである。

「な、ななな――」

　姫乃の顔が、かあああと赤くなっていく。

「なにやってんのよあんたは!?」

　耳をつんざくような悲鳴に、思わず見とれてしまっていた海人は我に返るがもう遅い。姫乃はベッドのシーツを身体に巻きつけて裸ら身しんを隠し、憤ふん怒ぬの形相で迫ってきていた。

「ち、違ちがうっ、これにはわけが――」

「歯ぁ食いしばりなさい！」

　海人は廊下まで投げ飛ばされた。歯を食いしばったのに一本背負いだった。

「野垂れ死ねッ！」

　ばたん！　とドアを力強く閉める姫乃。彼女の姿が見えなくなっても、海人の脳裏には姫乃の艶なまめかしい裸身がはっきりと浮かんでいた。




　あとでわかったことだが先の改装にて部屋番号は一新されていたらしく、学船長の言う『三○三号室』はいまの『三○四号室』。

　学船長の記き憶おく違ちがいなのだった。







《第三幕》







　昼休み。

　自室のベッドに腰かけて、海かい人とは困り果てていた。

　海帝潜装リヴアイアサンに身を包つつみ、その手にボトルを持っている。五〇〇ミリペットボトルのような形状で、なかには白はく濁だくした液体が入っていた。

『潜水液シーオイル』。

　かつて日本の研究所に属ぞくし、絶対防御イージスや武器をデジタル化して保存する技術を開発した科学者が、海かい中ちゆう迷めい宮きゆうの土ど壌じようより抽出された新成分『アダマンタイト』を原料に作りあげた液体で、水の抵てい抗こうと水圧を軽減するほか、体温低下を防ぐ効果を持っている。

　蒼海潜姫ウンデイーネはこの潜水液を全身に塗ぬり、海へと潜もぐっているのだ。

　海人が潜水液の説明を受けたのは四時間目終了後のことだ。担任の高たか倉くら結むすびから潜水液を配布され、次のように告げられていた。

『五時間目は実習なのですね。各自海帝潜装に着き替がえて第三訓練所前に整列するのです。しっかりと潜水液を塗ってから、ですね』

　その話を聞いた海人は食堂にて無料配布されているパンを食べながら自室へ駆け戻ると全裸になった。問題にはその時点で気づいていた。でも、気にしていてもしかたがないと割りきって、潜水液を身体からだに塗った。それから海帝潜装を下だけ着用し、ベッドに腰かけ、頭を抱かかえたのだ。

「……手が届かない」

　人体の構造上、背中に塗るのは難しいのだ。人類のなかには塗れる者もいるだろうが、海人は塗れない側の人間だ。かといって最初から塗れないと決めつけていたわけではない。浴室にて何度か試ためしてみたものの、肩関節を痛めただけだったのだ。

　おそらく女生徒は互たがいに塗りあっているのだろうが海人がそこに混ざることはできない。言わずもがな海人以外は全員女子なので。

（けど、急がないと昼休みが終わるしな……）

　残り一五分といったところか。校舎から学生寮への移動に、けっこうな時間を要した。

　学がく園えん船せん唯ゆい一いつの男という立場上、住人が少ないのは喜ばしいことだが、この寮は利便性に欠けている。

　もっとも、第三訓練所（ビルのような外観をした、海人が柏かしわ木ぎ姉妹に襲われた場所）はこの寮から一〇〇メートルと離れていないので、徒歩でも二、三分でたどりつけるのだが。

　しかし潜水液を塗り終わらないことには部屋から出られないわけで。

（いっそ床ゆかに潜水液ぶちまけて、背中を擦こすりつけるか……）

　しかしそうすると掃そう除じが大変そうだし、なによりひととして大切ななにかを失いそうだ――そう考えていたとき。

　ドンドン！　とドアをノックする音が響ひびき、

『す、須す賀が！　いる!?　いるなら返事しなさい！』

　取り立て屋のような姫ひめ乃のの呼び声に、海人は気配を殺してドアを見つめた。

　姫乃とは、昨夜の『裸ら身しん目もく撃げき事じ件けん』を最後に顔をあわせていなかった。ひょっとして、その報復に来たのだろうか。一本背負いでは足りなかったのだろうか。

『ちょっと話したいことがあるの。いるなら返事してちょうだい！』

　考えていても埒らちが明かない。

「入っていいぞ。鍵かぎ、開いてるから」

　許可すると、ばぁーん！　とドアが開け放たれた。彼女も今日は実習があるのだろうか、水着姿で入室した姫乃は海人の正面に仁王立ちして、




「昨日のことは忘れなさいっ！」




　開口一番そう言った。海人はベッドに腰かけたままぽかんとした表情で姫乃を見上げる。

（正直、忘れろとか言われても無理なんだけどな）

　人間は意識的に記き憶おくを消去する術すべなど持っていない。おまけに問題の記憶というのは、発育のよい美少女のヌード姿なのだ。一生色あせない想おもい出でになると海人は確信していた。

「わかった。忘れるよ」

　だが、姫乃を納なつ得とくさせるためには、こう言うしかない。

「……そ。ならいいんだけど」

　彼女としてもあまり引っ張りたくない話題だったのだろう。姫乃が素す直なおに納得したので海人は胸を撫なでおろした。

　だが、姫乃は退室しようとはしなかった。海人の前に立ったまま、なにか言いたそうにもじもじしている――と、ここで海人は察した。

「トイレか？」

「違うわよっ！　ていうかあたしの部屋となりだしっ、トイレだったら部屋に戻もどるしっ！　って、そうじゃなくて、その……あ、あんた、今日も来るのよね？」

「来る？　……ああ、訓練か。そのつもりだけど、行かないほうがいいか？」

「べ、べつにそんなこと言ってないじゃない！」

「昨日散々言われたんだけど……」

「それはそれ、これはこれよ！」

　姫乃は偉えらそうに腕うで組ぐみする。

「あたしだってね、鬼おにじゃないの。特訓したがってる奴やつを追い出したりしないわ！」

　どういう風の吹ふきまわしだろう、昨日と言ってることが全然違う。

（なにか裏があったりしないよな？）

　疑念を抱く海人だが、姫乃を信じることにした。うそをついているようには見えないし、姫乃の気が変わらないうちに、好意は素直に受け取るべきだろう。

「歓かん迎げい感謝するよ」

「な、なに勘違いしてんの！　あんたがいないと人数不足になっちゃうから、しかたなく入れてやるだけなんだからね!?」

「渋しぶ々しぶだろうと嫌いや々いやだろうと、俺をチームメイトにしてくれることに変わりはないだろ。譲じよう歩ほしてくれてありがとな、伊い古こ奈な」

　かあっと姫乃の頬に朱しゆが差した。

「べ、べつに譲歩とかそういうわけじゃ……て、ていうか姫乃よっ！」

「姫乃？」

「呼び方よ呼び方。あたしたちチームメイトなんだから呼び捨てでいいって言ってるの！　と、特別なんだからね!?　あんた以外の男に名前で呼ばせたことなんてないんだから！」

「そっか、嬉しいよ。じゃあ、俺のことも海人って呼んでくれ」

　姫乃が、小さくうなずいた。

「う、うん、呼ぶ……」はっとして、「言いたいことはそれだけよ。邪じや魔ましたわね！」

　言うが早いか立ち去ろうとした姫乃を、

「ちょっと待ってくれ！」海人は咄嗟に呼び止めた。

「な、なによ？」

　海人は姫乃に潜水液を差し出した。

「これ、背中に塗ってくれないか？」

　その一言で、姫乃はすべて察したようだ。

「あんたも大変ね」

　海人の気苦労を和やわらげるような、優しい微笑ほほえみを浮うかべてきた。

「っ……」

　ふいに優しい微び笑しようを向けられて、海人はどきっとした。塗るのを手伝ってくれるだけでありがたいのに、まさか微笑のおまけつきとは……。

「……なにニヤニヤしてんのよ？」

　いぶかしそうな姫乃の視線に気づき、海人は慌あわてて、

「な、なんでもない！　じゃあこれ、よろしくな！」

　姫乃に潜水液を手て渡わたした。部屋を汚よごしてしまってはまずいので、浴室へと場所を移す。そして海人が浴よく槽そうのふちに腰かけ、姫乃に背中を向けたとき、

「……傷だらけね」姫乃が、ぽつりとつぶやいた。

　背中だけではない。海人の身体には、至るところに傷きず跡あとがあった。

「昨日見たとき気づかなかったのか？」

　なんて言いながらも、気づかなくても無理はないかな、と海人は思っていた。傷跡は、すべてうっすらとしか残っていないのだから。

「し、しかたないじゃないっ、昨日はべつのところ見て……って、」

　ぼんっと顔を真っ赤にして、

「なに思いださせてくれてんのよっ！」

　浴室に姫乃の怒ど声せいが反はん響きようする。

「悪い悪い」

「ま、まったく、デリカシーに欠けるんだから……。で、その傷跡はなに？」

　彼女のほうこそ、デリカシーに欠けているような気がする。普ふ通つう、他人に傷跡の由来を訊きくだろうか。

「八歳の頃ころから毎日欠かさず修行してたんだよ。身体の傷は、全部そのときのものだ」

　とはいえ隠すようなことではないので話してやると、姫乃は不思議そうな顔をした。

「八歳から修行って、なんで？　蒼海潜姫ならわかるけど、あんた一いつ般ぱん人じんだったんでしょ。なのに、なんでそこまでして強くなりたかったわけ？」

「俺おれの親さ、俺が八歳の頃に死んだんだよ」海人はさらりと告げた。

　姫乃は一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせ、申し訳なさそうに目を伏ふせた。

「ご、ごめんなさい。あたし、知らなくて……」

「べ、べつに謝るようなことじゃねぇよ！　その様子だと美み咲さきから聞いてないようだけど、美咲は俺の親しん戚せきなんだ。で、美咲の両親が俺を引き取ってくれたってわけ」

　はじめは新しい家族を『偽にせ物もの』だと遠ざけ、部屋に引きこもっていた。

　だけど、美咲のおかげで緋ひ野の家を家族として受け入れることができた。

　だからこそ、海人は恐おそれた。

　また家族を――大切なひとを失うのではないかという、根こん拠きよのない恐きよう怖ふに怯おびえるようになったのだ。

「俺はもう二度と大切なひとを失いたくないんだ。だから、なにがあっても大切なひとを守れるようになりたくて、強くなろうと決意したんだ」

「その決意の成果が、あの『とんでも剣けん術じゆつ』ってわけ？」

「とんでも剣術じゃねぇよ。水み無な月づき流りゆう剣けん術じゆつだ」

　そう言うと、海人は自虐的に笑った。

「ま、確かに普通の剣術とは違うけどな。はじめての修行が『相手の攻こう撃げきをかわす』だし。毎日師し匠しようの攻撃を受けてばかりで、俺の身体は傷だらけ。でも、そのおかげで〈水すい明めい〉を――絶対回避の力を手に入れることができたんだ。ほんと、師匠には感謝してるぜ」

　それより、と海人は姫乃を振ふり向むき、

「そろそろ塗ってくれないか」

　姫乃は思いだしたように白濁した液体をてのひらに垂らすと、海人の背中に塗っていく。

「……塗り終わったわよ」

「ありがとな、助かったよ」

　姫乃が照れくさそうに顔をそらす。

「こ、これくらいどうってことないわ。で、でも、またなんかあったらあたしを頼たよってもいいんだからねっ！　あたしたちは仲間なんだから！」

「おう、頼りにしてるぜ！」

「う、うん……っと、そうだ。潜水液を塗るってことは、今日は水中での実習なのよね。なら、あんたにひとつ忠告しておくわ」

「忠告？　なんだ？」

「あんたが強いってことはわかった。けどね、それは陸戦においての話。水中戦ではそう上う手まくはいかないからね。水中での身動きに慣れるのは、本当に大変なんだから」

「ああ、それならだいじょうぶ。いろいろあって水中での身のこなしには慣れてるからな。姫乃にも遅おくれを取らないと思うぜ」

　自信満々に言い放つ海人に、姫乃はたずねた。

「ほかの奴なら言い返してやるところだけど、海人が言うなら本当にそうなんでしょうね。で、その自信の源も、水無月流剣術にあるわけ？」

「ま、そんなところだな。実は――」

　海人は、手短に話して聞かせる。

　すべて語り終えたとき、姫乃は唖あ然ぜんとしていた。

「あんた馬ば鹿かじゃないのっ!?　命知らずにもほどがあるわよ！　そんな危ない修行して、よく家族が止めなかったわね！」

「美咲には『危ないよ』って何度も言われたよ。でも俺は修行を続けた。強くならないと大切なひとを――美咲を守れないからな」

　姫乃があきれたように吐と息いきする。

「守れないって、あんたね……。そんな危ない修行して美咲がよろこ……ううん、これはあたしが言うことじゃないわね。あの娘こが直接言うことだわ」

「？　どういう――」

　海人は意味をたずねようとしたが、チャイム音がそれを妨ぼう害がいしてきた。

「やべ！　急がないと！」

　海人は浴槽のふちから腰を浮かした。すると姫乃が浴室から出ようと一歩踏ふみだして、

「――ひゃ！」

　ずるりと足をすべらせて、姫乃はしりもちをついた。その手に握られていた潜水液入りボトルが宙を舞まい、白濁した液体が浴室中に降ふりそそぐ。

「だ、だいじょうぶか……っ」海人は目を見開いた。

　姫乃の髪から顔から胸から太ももから、ぬめり気のある白濁した液体が垂れていたのだ。

「や、やだ、べとべとする……」

　浴室にぺたんと女の子座りして、端たん正せいな顔に滴したたる白濁した液体を拭ぬぐう姫乃。上うわ目め遣づかいに海人を見つめ、不快そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「ちょ、ちょっと待ってろ！」

　海人は慌てて浴室を出て、タオル片手に戻ってきた。ちなみにこのタオルは、美咲からもらったものだ。美咲は海人の衣類一式を事前に用意していたのである。

「あ、ありがと……」

「い、いや、もとはと言えば俺のせいだし……」

　いまとなっては確かく認にんのしようもないが、おそらく背中に塗ろうと奮ふん闘とうしていたときに、潜水液をこぼしてしまっていたのだろう。

「ほんと悪かったな」

　事情を説明した海人は姫乃の一本背負いに身構える。だが、彼かの女じよは一本背負いどころか怒声のひとつも浴びせてこようとはしなかった。

「ふん、べつにいいわよ。絶対防御のおかげで痛みはないし、今回は許してあげるわ」

　痛みというより、辱はずかしめてしまったことへの怒いかりを買うと思っていたが、しかし、姫乃に恥ずかしがっている様子は見受けられない。

（蒼海潜姫は清らかじゃないといけないから、そういう知識にも疎うといのかな？　それとも、単に姫乃がうぶなだけか……）

　少し気になったものの、それを確かめる勇気などない。というか振ってはいけない話題だろう。

　海人は姫乃にもう一謝りすると、ふたり揃そろって浴室を出たのであった。
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　昼休みが終わってほどなくした頃……。

　第三訓練所正面に、五〇人あまりの女生徒が二列縦隊に並んで立っていた。

　本日は水中訓練とあって、全員が全員、海帝潜装を纏まとっている。

　そんな水着少女密集地帯に、男がひとり混じっていた。

　海人である。

　蒼海潜姫になると決意したときから覚かく悟ごはしていたが、水着少女が集つどう場に立ってみて、海人はあらためて緊きん張ちようしていた。

　この場の面々は身長順に並んでおり、一七二センチの海人は二組では一番高身長なので、列の最さい後こう尾びに立っている。

　本日は一組との合同授業らしく、海人のとなりには一組で一番背の高い女生徒が立っているのだが……緊張から海人はとなりを振り向けない。

　そうして海人が凄すさまじい場ば違ちがい感に頭を悩ませていると、

「――本日は水中での身のこなしを学ぶのですね！」

　幼い声が、海人の鼓こ膜まくを震わせた。

　海人は女生徒たちの向こうに童顔を捉とらえた。一年二組の担任の、彼女は高倉結だ。合同授業の監かん督とくを務める結は、メリハリの少ない身体に競泳水着型の海帝潜装を纏わせている。

　全員の視線が集まったのを確認してから、結は声を張りあげた。

「みなさん、『海翼マーメイド』は装備してきましたね!?」

　はぁーい！　と女生徒の元気な返事が響くなか、海人はここに整列したときから言おう言おうと思っていたことを、ようやく口にした。

「俺、海翼持ってないんですけどー!?」

　女生徒の背中には深海のように濃こい青色をした、蟹かにの爪つめに似た形状の機械が二機、取りつけられていた。

　ウォータージェット推進ユニット――海翼である。サイズや形は異なるものの、腰こし元もとやブーツにも推進器が装着されている。

　そんな蒼海潜姫の必ひつ需じゆ品ひんたる海翼を、海人は装備していない。持っていないのである。そのことを訴うつたえかけると、結は背せ伸のびして海人を見やり、

「須賀さんの海翼は先生が用意してるのですよー！」

　大きなボックスを軽々と抱えて歩み寄ってきた。そして上目遣いに海人を見上げ、宝物でも披ひ露ろうするような得意顔でふたを開く。

　ボックスのなかには赤と白を基調とした舵だ輪りん型がたの機械が収納されていた。輪っかからは蟹爪型の推進器が四機伸びている。――海翼だ。

「これって、どうやって装備するんですか？」

　海人は問うた。海翼は一方から水を吸引、もう一方から超ちよう高こう圧あつの水流を噴出することで内部のタービンが超高速で回転し、爆ばく発はつ的てきな推進力を生みだす――という基本構造は理解しているが、肝かん心じんの装着方法はわからないのだ。

　女子は露ろ出しゆつ度ど高めのコルセットと推進器とを特とく殊しゆ強きよう化か繊せん維い製せいのチューブで繋つなげているが、海人の推進器は舵輪型の機械と繋がっている。まさか、輪っかをハンドルに見立てて泳ぐわけでもあるまいし……と悩んでいる海人のとなりで、結が海翼を抱える。

「このタイプの海翼は、こうやって取りつけるのですよ」

　海人のうしろにまわりこみ、背中に輪っかを近づけていく。

　ぱっと手を放す。

　重力に従って落下するかと思いきや、舵輪型の機械は海人の背中から十数センチ離れたところで静止していた。

「これ、浮いてるんですけど……どうなってるんですか？」

「海帝潜装と海翼からは特殊な磁力が放出されてるのです。引力と斥せき力りよくが融ゆう合ごうした状態になるので、つかず離れずの状態になるのですね。この状態の海翼は、この金属板を使ってでないと取り外せないのです。この金属板を海帝潜装と海翼の隙すき間まに差しこめば、勝手に外れるのですよ」

　ボックスに同どう梱こんされていた金属板を手に取り、結は説明する。

　しかし自力で取り外すのは難しそうだ。肩を痛めないためにも、誰だれかに外してもらったほうがいいだろう。

「念のため説明しておきますが、海翼は脳波で操あやつるのですよ。念じるだけで加速や減速、それに方向転てん換かんができるのです。ただし、自在に扱えるようになるには相当な努力が必要なのですよ。おまけに、須賀さんにお渡わたししたそれは上級者用――スピード特化型の海翼なのですね。一年生はもちろん、先生ですら使いこなせないしろものですが……学がく船せん長ちようにそうするよう指示を受けたので、須賀さんにだけ特別に、その海翼をお渡ししたのです」

（学船長の指示で？）

　なぜ上級者用の海翼を渡されたのか疑問に思った海人だったが、期待されているのだと好意的に解かい釈しやくすることにした。

　きっと学船長は世界で唯一男の蒼海潜姫である海人の実力を測ろうとしているのだ。

「海翼は慣れれば非常に便利ですが、空間認にん識しき能力を鍛きたえないと、海翼に的確な方向転換指示を出すことは難しいのです。おまけに方向転換のたびに体勢が崩くずれてしまうのですよ。ようするに、海翼を使いこなせるようになるのは至難の業なのですね。ですので一年生のみなさんは、まずは壁かべに接せつ触しよくせずに通路を進めるようになることを目指すのですね！」

　結は『海翼を使いこなせないからといって気を落とすな』と海人に伝えたいのだろう。そしてこの場の面々はすでに海翼の扱いの難しさを心得ているようだ。そこかしこから「進行方向を向いたまま方向転換の指示を出すのが難しいんだよね……」「ま、まあ訓練はじめて一ヶ月だし使えなくて当然だよね」「海人くんの海翼なんて、一生使いこなせる気がしないよ……」と弱音が聞こえてきた。

「静せい粛しゆくにするのですね！」

　と、一いつ喝かつして弱音をかき消した結は最前列へ戻り、再び幼い声を張りあげた。

「さて、初心者の須賀さんには悪いですが、今回は試合形式――殲せん滅めつ戦せんという形で海翼の扱いを学ぶのです。試合時間は四五分。試合参加者以外はこの場で待機して、試合終了の時間になったら海翼を使って、先生と一いつ緒しよに試合参加者を捜しに向かうのですね。というわけで、まずは一組対二組で四対四――計八人の選手を募つのるのです。志願者は挙手を！」

「――私が！」

　海人のとなりでエネルギッシュな声が響いた。

　かわいいというより綺き麗れいといったほうが適切だろう圧あつ倒とう的てきな美び貌ぼうの持ち主がそこにいた。

　腰こしまで届く金きん髪ぱつは絹のように繊せん細さいで、きらびやかに輝かがやいて見える。

　その金髪に縁ふち取どられているのは小さな白面だ。真しん珠じゆのような白くなめらかな肌を舞ぶ台たいに、蒼あおい瞳ひとみや桜色の唇くちびるが完かん璧ぺきな配置に収まっている。

　チューブトップビキニ型の海帝潜装に身を包み、その胸は爆ばく発はつしそうなくらい膨ふくらんでいた。

「最初の立候補者はマリア・デルフォーレさんなのですねっ！　先生のクラスからは誰かいないのですか？」

「俺がやります！」

　海人はすかさず手を挙げた。来きたるべき〈海うみ騎き士し〉との試合に備え、一刻も早く海翼の扱あつかいに慣れておきたかったのだ。

「まともに動けないとは思いますが、積極的なのは感心なのですっ！　さあ、みなさんも須賀さんに続くのですね！」

　結が立候補者を募っていたそのとき、

「須賀よ」と、となりの金髪少女――マリアが話しかけてきた。一瞬だけ、豊ほう穣じようたる胸の谷間へと目が吸い寄せられたが、海人はすぐに視線を上方修正して「なんだ？」と問うた。




「この試合で私が勝ったら、須賀よ。私とつきあってほしい！」




　その一言で辺りは水を打ったように静まり返ったが、マリアは気にせず話を進めた。

「昨日、貴様の模擬戦での活かつ躍やくを耳にしてな。水無月流剣術とやらに興味を持ったのだ。一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくような技わざではないのは百も承知だが、千里の道も一歩からと言うしな。もっとも、今日はじめて海翼を使う貴様にとっては分が悪い勝負となろう。よって、私に一いち撃げき当てることができたら、貴様の勝ちでいい。――どうだ？」

　と、ここまで怪け訝げんな顔で話を聞いていた海人は、もしやと思って確認する。

「もしかして『つきあう』って、『訓練につきあってほしい』って意味だったり……？」

　するとマリアは『なにをいまさら』という表情になる。

「そのとおりだが……どう解釈していたのだ？」

「どうって、交際を申しこまれたと……」

　言った瞬しゆん間かん、マリアの顔が紅潮した。恥はじらっているのではなく、怒おこっているようだ。

「そ、そういう意味で言ったのではないっ。ゆえあって、私は強くなりたいのだ。そして強くなる一番の近道は、強者に教えを乞こうこと。よって貴様に訓練につきあってほしいと――そういう意味で言ったのだ！　へ、変な勘かん違ちがいするなっ！」

「いや、普ふ通つう勘違いするって……」

　海人が困り顔で言うと、マリアが急にすまなさそうな顔をした。

「そ、そうか、普通はそう解釈するのか……。すまなかった、私は三年前、一二の頃までイタリアに住んでいたのだが、そこでも、日本に来てからも、ほとんど人付き合いをしてこなかったのでな。口べたというか、言葉足らずになることがあるようだ。本当に、変な誤解を生み、そのうえ貴様に責任をなすりつけてしまい、申し訳ないっ！」

　マリアは自分の非を素直に認めた。そのまじめな性格に海人は少したじろぎつつ、

「べ、べつに気にしてないよ。けど、もう取り返しはつかなさそうなんだよな……」

「む？　それはどういう意味……」







[image: ]







　と、そこでマリアは気がついたようだ――




「つきあってもらえるの？」

「つきあうって、恋こい人びとになるってことだよね？」

「海人くんを倒たおしたひとが、海人くんの恋人になれるの!?」




　――女生徒のあいだで伝言ゲームみたいに願望から決定事じ項こうに変わっていることに。

「ち、違う！　さっきのは違う！　誤解なのだ！」

　マリアが必死な声で呼びかけるが、女生徒の耳には届かない。あっという間に参加者が揃い、マリアはすまなさそうに海人を振り向く。

「本当に申し訳ない……」

「べつに気にしてないって。負けなきゃいいだけの話だしな。だからって手加減することないからな。全力で俺を倒しに来いよ」

　言うと、マリアが信じられないとでも言いたげな顔をする。

「この事態を招いておいてなんだが……貴様、勝つ気か？　この場の全員が初心者だが、一ヶ月の練習の差は貴様が思ってる以上に大きいぞ？」

「わかってるさ。俺たちのあいだには、かなりの練習量の差があるってことはな。だからこそ、本気でかかってこいって言ってるんだ」

　海人は不敵に笑ってそう言った。

　虚きよ勢せいを張っているとでも思ったのか、マリアはそれ以上質問してこなかった。
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　海人をはじめとする試合参加者は螺ら旋せん階段を上り、地上五〇メートルの屋上へ身を移す。建物内部の水がもれないように、第三訓練所の出入り口は屋上に設けられているのだ。

　屋上は、サッカーコートほどの広さがあった。びゅうびゅうと吹きつける潮風のなか、海人は入り口を探す。

　マンションで言うと一七階に相当する高さ――。左を向けば水平線の彼方かなたまで大おお海うな原ばらが広がっており、右を向けば学園船全体が見み渡わたせた。

　そして屋上には戦車のハッチに似た扉とびらがあった。出入り口だ。海人が見つけた扉の八〇メートルほど向こうに、もうひとつだけ扉があった。

　屋上へ向かう直前、結が『一組と二組、別々の入り口を使うのです』と言っていたのを思いだした海人は二組のチームリーダーを買って出ると、がこっと扉を開いた。

　直径一メートルの穴が、ぽっかり開いていた。燦さん々さんと降りそそぐ陽光を受けて、水すい面めんは鏡のように輝いている。

　海人は息を止めると、足から入にゆう水すいした。はしごを使い降りていく。五メートル降りた頃、むぎゅっと右手に圧迫感が生じた。見上げると、ビキニに包まれたおしりが海人の視界に飛びこんできた。そして、

『ご、ごめんね』

　と、『蒼海回線マリンネツト』を通して、海人の手を踏んだ女生徒の声が聞こえてきた。

　蒼海回線は海帝潜装を利用して口周辺の筋肉の電位を計り、骨伝導での会話を実現する機能だ。有効範はん囲いは一五〇メートルと広くはないが、通常の会話程度なら問題なく行える。

『お、俺のほうこそ悪いっ』

　言外に『おしりをガン見して』とつけ加えると、海人は手を踏まれないように、はしごから手を放し、海翼の噴ふん射しや口こうを上へ向けてウォータージェットを噴出させた。放水により海翼内部のタービンが回転し、直立姿勢のまま海人はゆっくりと下降していく。

　その道すがら、海人は周囲を見渡した。

　一五メートル四方の空くう洞どうだ。発光性のある塗と料りようが塗りこまれているのだろう、繋ぎ目めのない壁は蒼あお白じろく輝いており、水みな底そこまではっきりと見ることができた。

　水底近くにふたつの通路を見つけた海人は、そのまま下降を続ける。そして、水底まで残り五メートルになった頃、海翼の噴射を止めると、ブーツ型のサブスラスターを使ってブレーキをかけた。

　水底まで残り二メートルというところで止まった海人は、恐こわ々ごわと『呼吸』する。鼻から気き泡ほうを発し、口内に充じゆう満まんする酸素を肺へと送り、再び鼻から気泡を放出する。

　呼吸成功。螺旋階段を上る前から海人は口のなかに圧縮した空気を蓄たくわえたカプセル――『空気飴エアキヤンデイ』を含ふくんでいたのだ。

　結が言うに、空気飴を口に含むことで、三時間は水中での呼吸が可能らしい。空気飴の説明を受けたときは半信半疑だったが、実際に水中に潜ってみて、海人は効果を実感した。潜水液の効果により水圧も感じず、体温も一定に保たれている。

　これで不安は解消された。あとはリーダーとしてチームを勝利に導くことに尽じん力りよくしよう。

　海人は正面を見る。蒼く澄すんだ水のなか、一二メートル前方にＹ字路が広がっていた。進路を絞しぼるか、チームを分けるか、その二択で悩なやんでいると――

　ぱしゅ！　ぱしゅ！　ぱしゅ！

　ガス漏もれのような発射音が鳴り、海人の腰元に刺し激げきが走る。仲間全員が海人に向けて、『針弾機銃スピアガン』を撃うったのだ！

『な、なんのまねだ!?』

　ひとりなら誤射の可能性もあるが、全員が銃じゆう撃げきしたとなると誤射ではなく裏切りだろう。

　まさかの銃撃に戸と惑まどう海人へ、三人は水中戦用の突とつ撃げき銃じゆうを向けたまま、

『だ、だって海人くんを倒せたら恋人になれるんだもんっ！』

『海人くん否定しなかったし、つきあってくれるんでしょ!?』

『ほかの誰かにやられる前に私が倒さなくちゃいけないの！』

　仲間はチームとしての勝利ではなく願望を――海人を恋人にするという願いを優先するつもりのようだ。確かに海人は誤解を解こうとはしなかったが、仲間の裏切りは想定外だ。敵チームが本気を出して海人を倒しに来る、程度にしか考えていなかったのだ。

（そんなに俺とつきあいたいのかよ！）

　海人は男として嬉うれしい反面、彼女たちの恋こい人びと獲かく得とくにかける執しゆう念ねんが恐ろしかった。

『『『海人くんは私が倒す！』』』

　少女たちが競きそうように銃撃してきた。針のように尖とがった弾たまが、ガス圧により発射される。

　三人を一度に相手にするのは分が悪い。ここは退いたほうがよさそうだ。そう判断した海人は海翼へ加速指示を出す。

　ばしゅん!!

　爆発じみた噴出音とともに海人は銃じゆう弾だんのように一直線に前進した。一瞬で壁が迫せまる！

『――っ！』

　Ｖ字型に尖ったＹ字路の中央に衝しよう突とつする寸前、海人は身を捻ひねって軌道修正――壁に衝突するぎりぎりのところでＹ字路を左折した。

『逃にがさないよっ！』

　女生徒たちも海翼を起動させるが、誰も使いこなせていなかった。

　ある者は壁にぶつかり、

　ある者は天てん井じようへぶっ飛んでいき、

　ある者は右の通路へと姿を消した。

『ああんもう、やっぱり難しいっ！』

　壁にぶつかった少女が悔くやしがる。だが、失敗は想定の範はん囲い内ないだ。結が言っていたように、海翼は蒼海潜姫になって一ヶ月の一年生が使いこなせるようなものではないのだから。

　でも、ひとつだけ、想定外のことがある。

『――って、どうして海人くんは普通に使えてるの!?　それ、上級者用だよね!?』

　その問いに答える者はいなかった。




　女生徒が困こん惑わくしていたとき、海人は血相を変えていた。

　一定の速度に達すると潜水液が大量の泡あわを生み、その薄うすい気泡の膜まくのなかを通ることで水の抵てい抗こうを激減させる――そんなスーパーキャビテーション技術により高速化した海人はさながら魚ぎよ雷らいのようだった。

　暴走列車にしがみついているかのようなスピードで幅狭の通路を突つき進すすんでいき周りの景色が高速で後方へとすっ飛んでいく。気を緩ゆるめた瞬しゆん間かん壁かべにぶつかってしまいそうだ。

　だというのに海人は減速しようとはしない――というより減速できなかった。瞬まばたきする暇ひまもないペースで曲がり角が迫るため減速指示する余よ裕ゆうなどない。方向転換が手て一いつ杯ぱいだ。

　鉄道車両と同程度の幅しかない通路を海人は壁に衝突するぎりぎりのところで方向転換。右へ左へ上へ下へと続く通路をドリフトの要領でＺ字状に曲がっていく。

　何度も何度もスリリングな方向転換を繰くり返かえしていると海人は開けた場所に出た。水底一〇メートルの高さに放ほうり出された海人は目を見開き瞬しゆん時じに現状を把は握あくして減速に適した進路を探す。

　二五メートル前方に壁へき面めん。

　一〇メートル下方に通路。

　四〇メートル上方に天井。

（――上だ！）

　しゅばっ！　噴射口を下へ向けると同時に背中を反って海人はＬ字状に飛び上がった。ロケットのように天井へ迫る！

　天井まで残り五メートルというところで、ウォータージェット噴射中の海翼の噴射口を上へと向けて急ブレーキをかけた。――急激な減速。動きが止まった次の瞬間海人は足を引っ張られるように急降下する。減速指示を忘れていたのだ。

　海人は咄とつ嗟さにブーツ型推進器でブレーキをかけ、同時にメインスラスターを停止させる。先ほどとは異なり緩やかな減速だったものの着実に速度は落ちていき、水底二メートルに達する頃には完全に動きを止めていた。

　が、床ゆかとの衝突を回避したというのに海人は安あん堵どしていない。どころか狼狽うろたえていた。

『いやいやいや、なんだよこれ、難しすぎるだろッ！』

　海翼の取り扱いの難しさは、海人の予想を遙はるかに超こえていた。

　試合開始から五分と経たっていないのに、両手では数え切れないくらい壁に衝突しそうになったのだ。無機物とは承知のうえで、海翼に文句のひとつも言いたくなる。

　が、本当に海翼に責任をなすりつけることはできない。壁にぶつかりそうになったのは海人が蒼海潜姫として未熟だからにほかならないので。

　もちろん海人は未熟のままでいるつもりは毛頭ない。

『姫乃に大口叩たたいた手前、こんな醜しゆう態たい見せられねぇぞ……なんとしてでも、この試合中に海翼を使いこなせるようにならないとな！』

　海翼初使用にして結の言う一年生の課題――『壁にぶつからないように通路を進む』はクリアできたものの海人が大口叩いた相手は蒼海の攻略者ネプチユーンだ。この程度で姫乃が納なつ得とくするとは思えない。

　海翼の慣れ具合が水中戦の明暗を分けるだろうし、姫乃や美咲の期待を裏切らないためにも早く海翼を手足のように使いこなせるようにならなくては！

『となると自主練するしかないよな！』

　試合参加者全員が、海人を狙ねらっているのだ。こちらから捜しに向かわずとも、そのうち誰かが海人を見つけ、襲おそいかかってくるはずだ。

　それまでのあいだ、海人はここで海翼の訓練を行うことにした。

　海人は一度天井まで上じよう昇しようして、あらためて周囲を見まわした。

　高さ五〇メートル・直径二五メートルはあるだろう広々とした円筒型の空洞。小学校の遠足で水族館を訪おとずれた際に似た形状の水すい槽そうがあったことを、海人はふと思いだす。そして水槽内を自由自在に泳いでいたイルカをイメージして、訓練に取りかかった。

　前転の要領で回転し天井に足を向けた海人はウォータージェットを噴射して一気に下降。床が目前に迫るなか、噴射の勢いを弱めつつ方向転換の指示を出した。

　しゅばっ！　とＬ字状に切り返す。

　一五メートル前方に壁が迫る。衝突する寸前、海翼の噴射口を下に向けて天井へ向かう。頭から肩かたから腰から足から泡を放出する海人。ロケットのように三〇メートル上昇した頃、方向転換指示と同時に腰を捻り、海人は綺麗にカーブする。

　水中に８の字を描えがきながら速度を上げていく。時速四〇キロに達したとき海人に異変が生じた。スピードを上げるあまり、小回りが利きかなくなってきたのだ。

　８の字が大きくなっていく。はじめは五メートル四方に収まっていたのが一〇メートル、一五メートルと輪の間かん隔かくが広がっていき、時速八〇キロに達した頃には海人の肩が壁面に接触しそうになっていた。

　が、そこで臆おくする海人ではない。海人は切り返しの練習をやめることなく、スピードを維い持じしたまま水中に８の字を描き続けた。

（そろそろいいかな）

　五分間切り返しの練習を続けた海人は噴射を止め、天井付近を旋せん回かいしながらスピードが落ちるのを待つ。そうして一周半ほどまわった頃、海人は完全に動きを止めたのだった。

（……わりと動けてる、よな？）

　直立姿勢になり、自問する。

　通路で壁に衝突しそうになったのは平常心が保てずに海翼へ的確な指示を出せなかったのが原因だと海人は分ぶん析せきする。逆に、先の訓練時のように心に余裕を持った状態であれば、海翼へ的確な指示を出すことができ、海人は水のなかを自由自在に泳げるのだ。

　だが、いま平静を保つことができているのは、ここが広々とした空洞だということと、なによりここには海人しかいないから。これが実戦だったら海人は敵に意識を割さく必要があり、海翼の扱いは格段に難しくなるはずだ。

『でも逆に、実戦中でも平常心が保てたら、難しさはいまと大差ないってことだよな』

　相手が姫乃だったら平常心を保つのは難しいだろうが、相手が初心者の一年生だったら平常心を維持したまま海翼を使える……だろうか？

　やってみないとわからない。

　自分の実力を確かめるためにも、そろそろ敵を交えて訓練したいのだが……。はたして一番最初に海人を見つけるのは誰になるか――

（練習しながら待とうかな）

　そう考えたとき。

　水底近くにある通路から金髪少女が飛び出てきた。ほかに金髪少女は見かけなかったし、彼女はマリアで間ま違ちがいなさそうだ。

　壁に衝突しないように注意していたのか自転車を漕こぐようなスピードで空くう洞どう内ないに現れたマリアは次の通路へ向かおうと上昇して、

　海人と視線が交わった。

　瞬間、マリアは仮想空間から針弾機銃を召しよう喚かんすると海人に語りかけてきた。

『私は言ったな。強くなる一番の近道は強者に教えを乞うことだと。――ゆえに、まずは貴様が真の強者かどうか、この目で見定めてやる！』

『ちょうどいい。修しゆ行ぎよう相手になってもらうぜ！』

　海人は平常心を保ったまま戦せん闘とうに突とつ入にゆうした。




◆




　水中戦闘が幕を開けて一〇分が経っていた。

　海人とマリアはいまだ筒型の空洞内で交戦中であり、互たがいに一撃も受けていない。

　ふたりの距きよ離りは二〇メートルというところ。ちょうど、海人がマリアを上から見おろす格好だ。

　マリアはふらふらと不安定な体勢のまま銃じゆう口こうを海人に向け、ぱしゅ、と針弾を発射する。しかしマリアが引き金を絞る直前、海人は回避に移っていた。

　海人が海翼の噴射口を左へ向けて直立姿勢のまま五メートル右へ移動するのとほとんど同時に針弾が発射され、海人の数メートル横を通過する。

　マリアは悔しそうに歯がみしつつも攻撃の手を緩めない。二〇メートル上にいる海人へ照準を合わせてすぐに発はつ砲ぽうするも、海人はすでに動いていた。直立姿勢のまま五メートル左へ動き、針弾は見けん当とう違ちがいの方向へと飛んでいく。

　マリアの銃撃が海人に当たる気配はなかった。

　そしてそれはマリアの銃撃の腕うで前まえが未熟だったから――ではない。

　海人は五分前に絶対回避の技〈水明〉を発動させていたのだ。

　ゆえに何度銃撃されようが、海人はすべて避よけきる自信があった。

　が、そんな絶対回避の力を海人は攻こう撃げきに利用しようとはしなかった。

　かといって姫乃のときとは異なり、マリアの戦意を挫くじこうともしない。

　この戦闘――。海人は勝利など眼中になかった。

　海人の目的はただひとつ、海翼の扱いをマスターすることのみ。

　海人は海翼を手足のように使いこなせるようになるため、回避行動に専念しているのだ。

　しかし海人の目的を知らないマリアは、海人が逃げているようにしか見えないのだろう。自分が優勢だと思いこんでいるのか、攻せめの姿勢を崩さなかった。

『これならどうだ！』

　ばしゅん！　ウォータージェット噴出によりマリアは上昇を開始。猛もう然ぜんと海人に迫る。姫乃と同じようにゼロ距離射しや撃げきをするつもりのようだ。

『そう来ると思ってたぜ！』

　一五メートル右移動した海人は壁面に足をつけると、ざらついた壁を駆かけあがるように蹴けって回転。頭を床に向けると、ロケットのように加速した。

『逃がさん！』

　大きく旋回して軌き道どうを下方修正したマリアは海人を追いかける。そして床が目前に迫るなか――

　海人はドリフトでもするかのようにＵ字状に曲がって床との衝突を回避すると、海翼に減速指示を出して緩やかに上昇を開始した――瞬間、海人の眼前をマリアが過ぎ去った。驚きよう愕がくに歪ゆがんだマリアの顔が、ほんの一いつ瞬しゆん海人の視界に映りこむ。

　その顔が見えなくなった次の瞬間、ゴッ！　と鈍にぶい音が水中に反はん響きようした。

　海人は振ふり向むかない。減速しながら上昇していき、天井を目前に前転の要領で回転した。そして天井に着地を決めると、ぶら下がったこうもりのような体勢でマリアを見おろす。

　さながら隕いん石せきのように床に激げき突とつしたマリアは――無傷だった。当然だ。絶対防御がある以上、多少の刺激こそ生じるものの、蒼海潜姫に肉体的なダメージはないのだから。

　しかし、精神的なダメージは負ったようだ。マリアは己おのれを恥じるように赤面しており、恥はじをかき消すように銃撃してきた。

　海人は壁面を這はうように旋回しながら弾を避けつつ、円筒型の空洞を螺ら旋せん状じように下降する。

　そして床ゆか上うえ五メートルに達すると、その高度を維持したまま、海人は『当ててみろ』と攻撃を誘さそうようにマリアの周りを旋回しはじめた。

　挑ちよう発はつとして受け取ったようだ。

　マリアは新たに針弾機銃を二挺ちよう呼び寄せると、それをワキに挟はさむように構えた。そしていつかの姫乃のように空洞中央に陣じん取どり、銃口で海人を追いかけつつ鬼おにのように連射する。

　ぱしゅぱしゅぱしゅぱしゅぱしゅ――！

　ふたつの銃口から次々と針弾が射出されていく。

　しかし海人には一発たりとも当たらない。

　海人は三メートル規模の山や谷を描いて針弾の嵐あらしを避けながら、時速五〇キロで旋回を続ける。

　そうして五周ほどマリアの周りを旋回した頃ころ、彼女の身体からだに異変が生じた。

　銃撃の反動によりバランスが崩れ、マリアは背中からうしろへ傾かたむいていったのだ。

　その隙すきに、海人はいったん距離を取る。

　再び天井に着地して、マリアの様子をうかがった。

　マリアは必死な表情で、体勢を立てなおそうとしていた。天地が逆さまの状態で大きく股またを開き、手足をバタバタさせている。

『……っ』

　海人に見られていることに気づき、マリアの顔が羞しゆう恥ちに赤く染まった。おそらく体勢が崩れたことを恥ずかしがっているのだろう。が、海人はバランスが崩れることは恥ずべきことではないと思っている。

　なぜならここが水中だから。

　水のなかでは銃口を動かすだけでバランスが乱れるし、銃撃の反動で体勢が崩れるのだ。

　マリアのように一箇所にとどまったまま銃撃していたのでは、バランスは崩れて当然だ。踏ふん張ばれない水中では動かないより、動きながら銃撃したほうが体勢は安定するのである。

　ただし銃撃に割いていた集中力を海翼に振り分ける必要があり、マリアのような水中戦初心者にとっては海翼を扱いながら銃撃するのは至難の業だろう。

　だからこそマリアは一箇所にとどまり銃撃していたのだろうが、結果はこのありさまだ。

　まともに動けるような、ましてや戦えるような場所ではないのだ、水中ここは――。

　もっとも海人が教えてやるまでもなく、マリアは水中戦がいかに難しいか理解しているはず。

　そして理解しているからこそ、ようやく体勢を立てなおしたマリアは困惑しきった顔で海人を見上げた。

『お、同じ一年でありながら、なぜ貴様はそんなにもバランスを保てているのだ!?』

　マリアは海人のバランス感覚に疑問を抱いたようだ。実際海人は海翼の扱いには不満が残るし、だからこそ迅じん速そくかつ正確な動きが必要な回避行動で海翼の扱いを学んでいたが、バランス感覚に関しては完璧だと自負していた。

　海人は逆さま状態のまま、マリアの疑問に答えてやる。




『散々海中で修行してきたからな、バランスは保てて当然なんだよ！』




『か、海中だと!?』

　マリアが信じられないというような顔をするが、海人は事実を口にしている。

　海人が海中修行を開始したのは三年前、美咲が蒼海潜姫になると宣言した頃だった。

　美咲が蒼海潜姫になると知り、美咲を守るために修行していた海人は『俺おれも海で戦えるようにならないと！』と焦しよう燥そう感を抱いた。

　そんなとき、海人は師し匠しようから水無月流剣術の真しん髄ずいを聞かされた。

　海人の師匠――水無月流剣術創始者は蒼海潜姫。そして水無月流剣術は絶対防御を持つ蒼海潜姫を倒すために編み出された剣術なのだと。

　師匠は一五年前の潜せん姫き戦せん争そうに参加し、水無月流剣術を使い多くの蒼海潜姫の戦意を挫き、勝利を収めてきたのである。

　そんな話を聞き、海人は海中修行を決意。その後三年、海人は生身のまま日々海へ潜もぐり、修行開始一週間目にして中性浮力を身につけ、ブレスコントロールによって水中で浮うきも沈しずみもしない状態を維持できるようになった。

　その後、水中での木刀や日本刀（模造刀だったが）の扱い方を身につけるべく、師匠と真しん剣けん勝負を続けた。

　本気で殺しにかかってくる師匠を相手に海人は何度も死にかけたが、生まれつき身体が頑がん丈じようだったのか、はたまた〈水明〉習得の修行で打たれ強くなったのか。落命どころか、骨折すらしなかった。

　そうした命いのち懸がけの修行のかいもあり、海人は三年で空間認識能力やバランス感覚、水中での剣さばきなど、水中戦に必要な技術をマスターした。師匠はその早さに驚おどろいていたが、それ以上に弟で子しの成長を喜んでいた。

　そんな過か酷こくな日々を過ごしてきた海人にとって、水中でバランスを保つのは二足歩行に等しい難易度なのである。

　――と、マリアの疑問に答えた海人は天井に逆さまになったまま彼かの女じよの反応をうかがう。

　てっきり姫乃と同じように唖あ然ぜんとした表情で『頭おかしいんじゃない？』というようなニュアンスの反応が返ってくると思っていたが、

『なぜ他人を守るために強くなる必要があるのだ？　他人なんかを守ってやったところで、裏切られるに決まっているのに！』

　ふいにマリアが怒ど鳴なりつけてきた。怒っているようで、悲しんでいるようにも見えた。まるで親に誕生日パーティをすっぽかされた子どものような顔だ。

（なんで俺、怒鳴られてるんだ？）

　海人には、マリアがなにを怒っているのか理解できない。

　だが、マリアの発言が間違っていることは確かだ。

『普ふ通つう、守ってもらったら感謝するし、俺だったら一生かけてでも恩返しするよ』海人は少し考えて、『まあ複雑な事情で仲間を裏切る奴やつもいるけど。ていうか、いたけど。でも、そいつらだって相手が家族や友だちだったら、なにがあっても裏切ったりしないはずだ』

『家族や友だちは裏切らない？　ずいぶん幸せな人生を歩んできたようだな。そんな奴に私の気持ちがわかってたまるか！　私の友だちは私がマフィアの首領の娘むすめだと知った途と端たん、ずっと友だちだと約束したのに私の前から去ったのだぞ！　家族だってそうだ。私の父は三年前、私と母を捨てたのだ。母の故郷である日本にな！』

『それは捨てたんじゃなくて、おまえのためを想おもって遠ざけたんじゃないのか？』

　海人はマリアの父の真意を推察する。

　マリアの友人が去っていったのはマフィアの抗こう争そうに巻きこまれるのを恐おそれたからだろう。そして地元にいたのではマリアへの偏へん見けんが消えることはない――そう考えたマリアの父は、新たな人生を歩ませるべく娘を日本へ向かわせた。

　つまりマリアの父は娘を想って行動したのだ。

　が、マリアは父の好意をよけいなお世話だと受け取っているようだ。

『父の真意がどうであれ、私を捨てたことに変わりはない！　母だってそうだ。二年前、私を捨てて知らない男と家を出た。――友だちも、家族も、みんな私を裏切ったのだ！』

　マリアは弾だん倉そうが空になった二挺を放り捨て、新たに一挺の針弾機銃を召喚すると銃口を海人へ向けた。

　海人は――動かない。

　ただ、じっとマリアを見おろしている。

『あんな悲しい想いをするのはもう嫌いやだ。だから、私は強くなろうと決意した。独りでも生きていけるように、孤こ独どくに耐たえることができるように、身も心も鍛え抜こうと決意したのだ！』

（そうか、こいつは――マリアは八年前の俺に似てるんだ）

　海人は、ふとそんなことを思った。

　マリアと同様、海人は八年前に大切なひとを――両親を失っている。

　海人は美咲のおかげで悲しみを乗のり越こえることができたが、マリアの前には救いの手を差さし伸のべる『誰だれか』は現れなかった。そのため他人への不信感を拭ぬぐい去さることができず、孤独のなかで生きる道を選んだのだろう。

　海人も、美咲が現れなかったら自分の殻からに閉じこもったまま、孤独な人生を歩んでいたかもしれない。そう考えると、海人はマリアのことが放っておけなくなった。

　かつて美咲がそうしたように、今度は海人がマリアの心の支えになる番だ――と海人が決意したとき、

『――貴様のような孤独とは無む縁えんの奴に負けてたまるか!!』

　マリアが猛もう烈れつなスピードで上昇しながら銃撃してきた。

　次々と放たれる針弾が海人を襲う。

　海人は銃撃のタイミングを予測していた。

　だが――海人は回避しようとはしなかった。

　避けるどころか頭から針弾を浴びながら、マリアへ突とつ進しんをしかけたのだ。

　ドッ!!　床上三五メートルにて、ふたりは激突する。瞬間、海人はマリアの肩を掴つかんだ。ウォータージェットの勢いは海人のほうが勝っており、ふたりは水底へ沈んでいく。

　ドン……、とマリアの背中が床にぶつかる。ちょうど、海人がマリアを押し倒す格好だ。

『き、貴様、なんのつもりだ！』

　海人の腹部に冷たい感かん触しよくが走る。針弾機銃の銃口が押し当てられているのだ。

　しかし海人は動かなかった。一いつ切さいの抵抗をせず、マリアの海のように蒼あおい瞳ひとみを見つめ、想いを伝える。

『俺はおまえを裏切らない。おまえがマフィアの首領の娘だってこと知ってるけど。でも、おまえの前から去ろうとは思わない。だって、俺は強いからな。マフィアなんかちっとも恐こわくないんだよ。つまり、俺にはおまえを裏切る理由がないんだ』

『な、なにが言いたい！』

　海人は穏おだやかなほほ笑えみを浮かべ、マリアに告げた。




『俺と友だちになろうぜ』




『っ……』

　マリアが大きく目を見開き、泣きそうな顔をする。次の瞬間には怒っているような顔になるが、海人には強がっているようにしか見えなかった。

　マリアの気持ちを代弁するように、海人の腹部に押し当てられていた針弾機銃の銃口が徐じよ々じよに下がっていき――

　銃口が完全に離はなされたとき、マリアがなにかを期待するような表情で言い放った。

『わ、私なんかと友だちになって、貴様になんのメリットがあるというのだ！』

　海人はちょっとだけ困ったような顔をする。

『友だちになるのにメリットとか求めないんだが……そうだなぁ……。しいて言うなら、おまえがかわいいからかな』

　マリアが盛大に口から気泡をもらした。海人の視界が泡に遮さえぎられる。

　泡が消えたとき、そこには真っ赤に染まったマリアの顔があった。

『か、かわいいだと!?　うそをつくな！　私は母に「あんたが醜みにくいから男が気味悪がって寄りつかない」と言われたぞ！』

『そりゃ、おまえに嫉しつ妬としてるだけだろ。おまえは誰の目から見てもかわいいよ。それは俺が保証するぜ！』

　マリアは首筋まで薔ば薇ら色いろに染める。

『か、仮に貴様の言うとおりだとして、それがなんのメリットになるというのだ！』

『かわいい娘こと友だちになれるってのは、男にとって一種のステータスなんだ。それに、かわいいだけが理由じゃないぞ。強くなりたい者同士、すげぇ気が合うと思うんだよな、俺たち』

『き、気が合う……？』

『そうだ。だから俺はおまえと……マリアと友だちになりたいんだ。何度でも言うけど、俺はマリアを裏切らないし、マリアが寂さびしそうにしてたら飛んで駆けつけてやるぜ！』

『そ、そんな甘あまい言葉に騙だまされてなるものか！　だ、だいたい、口ではなんとでも言えるではないか――』




『海人くん、はっけーん！』




　ふいに女生徒の声が聞こえてきた。一五メートル右方、マリアが使用していた通路から、一組の面々が姿を見せた。

　彼女たちは銃撃しながら迫ってきた。この位置では仲間であるはずのマリアにも針弾が当たるというのに、全員気にしてない様子だ。

　マリアは仲間の銃撃を受け、泣きそうな顔で海人を見やる。

　その悲しげな表情を見た瞬しゆん間かん、海人は『マリアを守らなくては！』と強い衝しよう動どうに駆られ、マリアを抱き寄せた。

『い、ひゃっ!?』

　大きく目を見開き狼狽えているマリアを意に介かいさず、海人は海翼を起動させた。針弾の嵐をくぐり抜け、女生徒のブロックを突とつ破ぱし、床上一〇メートルにある通路へと突入する。魚雷の如ごときスピードで幅の狭せまい入り組んだ道を進んでいく。

　マリアを抱きしめているというのに往路とは比ひ較かくにならないほど海人の動きは安定していた。それはここでの修行の賜たま物ものか、はたまたマリアを守ろうとする気持ちが海人に力を与あたえているのか――

『な、なにをしているのだ！』

『友だちを守ってるんだよ！』

　絶対防御がある限りマリアの身体は傷つかない。だが、心はべつだ。これ以上マリアの心が傷つかないように海人は彼女を守ろうとしているのだ。

　じたばたと暴れるマリアをより強く抱きしめて、海人はトンネルのような狭い通路を、危なげなく突き進む。

　そして開けた場所に出た。スタート地点に戻もどってきたようだ。正面の壁かべには、天井まで続くはしごが取りつけられていた。

『い、いつまで抱きしめているつもりだ！　さっさと離さないかっ！』

　ぐいぐい、と海人のおなかを押して離れようともがくマリア。海人が彼女を解放すると、マリアは素す速ばやく壁かべ際ぎわへ泳ぎ、海人を振り向いた。

『よ、よくも私を守ったなっ！　私は最強を目指す身と言ったはず。誰かに守られるのはごめんだ！　じゃないと……や、優やさしくされると、また人ひと恋こいしくなるではないかっ！　だ、だから貴様は二度と私に近づくな！　頼たのむから、もう近づかないでくれ……』




『断る!!』




　海人は間かん髪はつ容いれずに拒きよ否ひしてやった。

『俺はマリアと友だちになるって決めたからな。そりゃいますぐ信用しろとは言わないよ。けどな、これだけは覚えとけ。俺を友だちとして認めてくれるまで、俺はマリアのそばに居続けてやるからな！』

　海人が堂々と言い放つと、マリアの顔がまた赤くなった。そして海人を睨みつけ、

『か、勝手にしろ、この大おお馬ば鹿か者ものめっ！』

　びゅーんと上昇していき、ぽっかり開いた穴から外に出ていってしまった。

『……俺も出るか』

　予定されていた試合終了時間はまだ来ていないようだが、仲間の裏切りに遭あった時点で試合は崩ほう壊かいしてしまっている。

　そうしてマリアのそばに居続けると約束した海人は、第三訓練所をあとにしたのだった。







《第四幕》







　六時間目終了のチャイムが鳴なり響ひびき、本日の授業はお開きとなる。第三訓練所にて実習していた一年生一同は、現場にて解散となった。

「あなたたちは職員室に来るのですね！　お説教してやるのですよ！」

　五時間目の模擬戦で意図的に仲間を銃撃した女生徒を引きつれ、結むすびは校舎へ去っていく。

　それを尻しり目めに、結に取り外してもらった海翼マーメイドをボックスへと収納する海かい人と。ボックスのふたを閉めて顔を上げてみれば、女生徒にぐるりと取り囲まれていた。

　そして、海人が口を開くより早く、女生徒たちは一いつ斉せいにしゃべりだした。口々に言葉を発しているためほとんど聞き取れなかったが、デートに誘われていることは理解できた。

　だが海人には予定がある。打だ倒とう〈海うみ騎き士し〉に向けて第五訓練所で訓練するのだ。遊んでいる暇などない。

　海人はデートの誘いを断るべく、声を張りあげようとした。

「――っ!?」

　が、突とつ然ぜん腕うでにやわらかな物体がのしかかり、海人は口を閉ざしてしまった。海人が抵抗しないのをいいことに、むにゅむにゅとした感触は増していく。邪じや魔まだと判断されたのか、ボックスは包ほう囲い網もうの向こうへ移動させられていた。

　身体の至るところに胸が当たり、おまけに様々な――大半は聞き取れないが――言葉を使って誘ゆう惑わくされて、海人は緊きん張ちようのあまり棒立ちになってしまう。

　それでもなんとか、海人は言葉を絞しぼりだした。

「み、みんなは、訓練しなくていいのか？」

　男の蒼海潜姫ウンデイーネが珍めずらしいのはわかるが、遊んでいい理由にはならない。蒼海潜姫になった以上、日々特訓に精を出すべきではなかろうか。

　海人の言葉に、女生徒たちは表情を曇くもらせた。

「私たち、〈海騎士〉に所属してるんだけどね……」

「白しろ兎うさぎ先せん輩ぱいが、スパルタすぎるひとで……」

「正直、ついていけないっていうか……」

「いつもいつも、へとへとになるまで解放してくれないの……」

　だからね――と女生徒たちは明るい顔をして海人を見つめた。

「たまには息いき抜ぬきが必要なんだよっ！」

「デートという名の息抜きがねっ！」

「海人くんは、私たちの心のオアシスなんだよっ！」

「――ちょわっ!?」

　女生徒が一斉に詰め寄ってきて、海人は胸に溺おぼれてしまいそうになる。身じろぎすればてのひらが女子のおしりを撫なで、体勢を立てなおそうとすれば膝ひざが女子の下腹部をこすりつける。

　海人が身動きするたびに女子が嬌きよう声せいをあげ、その艶あでやかな声を聞いた女子は羨うらやましげに「私にも触さわって！」と海人に迫せまる。

　このままでは本当に食い散らかされる！

　危機感を抱いた海人はしゃがみ、匍ほ匐ふく前進で生足の隙すき間まをくぐり抜けると、ボックスを抱かかえて自室へ全力疾しつ走そうするのであった。




◆




　自室に海翼を置き、第五訓練所へ向かった海人は、闘とう技ぎ場じようのふちに腰こしかけていた美み咲さきのもとへ歩み寄った。

「まだ誰も来てないのか？」

「うん、わたしだけだよ」

　美咲はそう言うと腰を浮かした。海人の顔をまじまじと見つめる。

「……海人くん、疲つかれてない？　顔色、あんまりよくないよ？」

「ここに来る前に、いろいろあってな。まあ、たいしたことじゃないよ」

　ちょっと食い散らかされそうになっただけさ、と心のなかでつけ加える。

「そう……」

　それを察してか、美咲の不安そうな表情は拭えない。そんな幼なじみを元気づけようと、海人は明るい声で語りかけた。

「俺はだいじょうぶだからさ、それより訓練しようぜ訓練！」

「やる気満々だね。でも、訓練はみんなが揃そろってからだよ」

「けど時間の無む駄だじゃないか？　しっかり訓練しないと〈海騎士〉に負けちまうぞ」

「訓練するのも大事だけど、まずはルールを覚えないと」

「ルールなら知ってるよ。相手チームより先に情報記憶合金オリハルコンを持ち出せばいいんだろ」

「わたしが言いたいのは役職だよ。迷海覇闘オーシヤンデユエルへの出場権を賭かけた試合では、海人くんには強襲者アサルトになってほしいの」

「強襲者？」

「えっとね、チームには、大きく分けて三つの役職があるの」

　指折り数えながら、美咲は役職について説明する。

　統率者クラウン。

　過去行われた迷海覇闘のデータを基もとに情報記憶合金が採さい掘くつできそうな場所を予測したり、攻略図と呼ばれる海かい中ちゆう迷めい宮きゆうの暫ざん定てい地図を読み取り仲間を導いたりする、チームの指揮官だ。

　守護者ガード。

　読んで字の如く、敵の襲しゆう撃げきや罠わなから仲間を守るのが仕事だ。そのほか、情報記憶合金の採掘も基本的に守護者が行う。あらゆる危険から身を挺ていして仲間を守らなくてはならない役職なので、戦闘技能よりチームへの貢献心が重視される。

　強襲者アサルト。

　守護者が騎士とするなら、強襲者は戦士だろう。統率者の指示のもと、採掘中と思おぼしき敵を倒たおしたり、採掘中に襲撃してきた敵を倒したり、進行方向にいる敵を倒すのが仕事だ。

「でね、この強襲者は、他者を圧倒する戦闘技能を持ってるひとじゃないといけないの。ここで言う戦闘技能は、敵の襲撃を察知する注意力、敵の作戦を読む洞どう察さつ力りよく、そして敵を速すみやかに排はい除じよする戦せん闘とう力りよくだよ。――その三つの技能を駆く使しして、強襲者になったひとは、情報記憶合金の採掘がしやすい環かん境きようを整えるの」

「なるほどな。でも、それだったら姫ひめ乃ののほうが適任じゃないか？」

　昨日の模擬戦では姫乃と引き分けたが彼女の本領は水中で発揮されるのだ。陸で対等に渡わたりあえたからといって水中戦でも引き分けるとは限らない。美咲が提示した条件に最も相応ふさわしいのは姫乃だと海人は思う。

「ひ、姫乃……？」

　なぜか狼狽うろたえている美咲に、

「呼び捨てでいいって言ったのよ」

　そう言いながら姫乃が入り口から歩み寄ってきた。赤い水着――海帝潜装リヴアイアサンを纏まとっている。

「へ、へえ、そうなんだ。仲良くなるの早いんだね。……うん、いいこといいこと」

　嬉うれしそうな悲しそうな、複雑な笑みを浮かべてうんうんうなずき、美咲は海人に告げた。

「姫乃ちゃんも強襲者だよ」

「そか。強襲者は何人いてもいいんだな」

　美咲はこくりとうなずき、

「数が決まってるのは統率者だけなの。で、わたしがその統率者ってことになってるの。本当は迷海覇闘に出たことがある姫乃ちゃんが適任だと思うんだけど……」

　姫乃は煩わずらわしそうに鼻を鳴らした。

「統率者なんて柄がらじゃないわ。だいたいね、あたしの強さを活いかすには、強襲者のほうがいいに決まってるでしょ」

　適材適所という奴か、と海人は思う。確かに、こう言っては姫乃に失礼かもしれないが、彼女が的確に仲間へ指示を出している姿は想像できない。逆に並みいる敵をなぎ倒す姿は容易に想像がついた。

「じゃあ残る守護者ってのが、まだ見ぬ最後のメンバーってことか」

　まだ紹しよう介かいしてもらっていないが、美咲は『あとひとり足りないから海人を誘った』と言っていた。迷海覇闘への出場最低人員は四名なので、あとひとりいるはずだ。




「遅おそくなってすまない！」




　噂うわさをすればなんとやら。聞き覚えのある声が響き、海人は声のしたほうを振り向いた。

　金色の髪かみを揺ゆらしながらこちらへ歩み寄ってくる彼女は――マリア・デルフォーレだ。一度部屋に戻ったのだろう、海翼は外されていた。

「そっか、最後のひとりってマリアだったんだな。でも意外だよ。マリアは〈海騎士〉に所属してると思ってた」

　なんて話しかけてみたものの、マリアとは第三訓練所で『大馬鹿者』と怒鳴られて以降一度も会話していなかったため、無視されるだろうなと思っていた。だが、

「なぜそうなるのだ？」

　とマリアは返事した。認めないのは『友だち』だけで『チームメイト』としては普通に海人と接するつもりのようだ。海人は安心して会話を続けた。

「マリアは強くなりたいんだろ？　だったら〈海騎士〉のほうが訓練環かん境きよう充じゆう実じつしてるし、水中戦のアドバイスももらえるだろ」

「確かにな。だが、私は不利な状じよう況きようからはじめたほうが強くなれると考えたのだ。最初の壁が大きいほど、それを乗り越えたときに得られる経験値も大きいのでな」

　マリアはそう言うと、ふいに恥はじらうような顔をする。

「そ、それに、いまとなってはべつの理由でも、このチームでよかったと思っているぞ」

「？　べつの理由？　それって――」

　と、美咲がパンパンと手を叩たたいて一同の注目を集めた。

「そろそろ訓練にしましょうか」

「いよいよか。けど訓練って、具体的にはなにをするんだ？」

「基本的には一対一の模擬戦ね。たまに乱戦もするかな。あとは各おの々おの助言しあったりって感じかな。とにかく無理せず和わ気き藹あい々あいと訓練するのが、このチームの方針だよ」

　一通りの説明を終えた美咲は、一同の顔を見まわす。

「さっそくペア決めといきましょう。わたしと海人くん、姫乃ちゃんとマリアちゃんって組み分けでいいよね」

「待ちなさい」姫乃が不服そうに異を唱えた。「海人の相手はあたしが引き受けるわ」

「どうして？」

「愚ぐ問もんね。蒼海潜姫の戦いに慣れてない海人には、強いコーチが必要だわ。そして、このなかで一番強いのはこのあたし。海人だって強い相手と訓練できたほうがいいでしょ？」

「だ、だめだよ！　幼なじみと訓練したほうが海人くんだってやりやすいはずだもん！」

「はあ!?　やりやすさは関係ないでしょ！」

「関係あるもん！　まずは訓練に慣れることが大事だもん！」

「まあまあ、落ち着けよ。もうグーとパーで分かれようぜ？」

　海人の提案に美咲と姫乃は渋しぶ々しぶといった様子でうなずいた。

「そんじゃ、せーの、で出すぞ？　――せーの！」

　結果――、

　海人・マリア。

　美咲・姫乃。

　そんな組み分けになったのだった。




「す、須す賀がよ。訓練をはじめる前に、聞いてほしいことがあるのだが……」

　訓練に備えて準備運動していると、マリアが歩み寄ってきた。

「なんだ？」

　するとマリアはもじもじしはじめた。内うち股また気味になり、太ももの前で手をこすりつつ、伏ふし目めがちに海人を見つめる。海人が見つめ返していると……やがて意を決したように、マリアは一いつ生しよう懸けん命めいな様子で声を絞りだした。

「わ、私のことっ、その……と、友だち、と。そう言ったな？」

「ああ。言ったな。俺はマリアと友だちになりたいってな。それがどうかしたか？」

「う、うむ。あのときは怒鳴ってしまったが、実は、その……須賀が友だちになりたいと言ってくれて、私はとても嬉しかったのだっ！」

「……おお！」一瞬ほうけた海人の顔に笑みが広がっていく。「マリアと友だちになれて、俺、すげぇ嬉しいよ！　あらためてよろしくな、マリア！」

　握あく手しゆを求めると、マリアは首を横に振った。

「だ、だめだ……。確かに嬉しかったが、貴様を友だちとして認めることはできない」

　まさかのお断りに、海人は愕がく然ぜんとした。

「な、なんでだよ!?」

　戸と惑まどう海人に、マリアは困ったような顔をして叫さけんだ。

「だ、だって、貴様が言ったのではないか！　『おまえが友だちとして認めるまでそばに居続ける』と！　私は、須賀と離れたくないのだっ」

　言われて、拒きよ絶ぜつされたわけではないのだと海人は安あん堵どした。そしてマリアを安心させるように、海人は優しい口調で告げた。

「俺はな、蒼海潜姫になったことで、地元の友だちと離れ離れになったんだ。だからもう、友だちは失いたくない。約束する。おまえが嫌がったって、俺はおまえのそばに居続けるってな」

　マリアが、上うわ目め遣づかいに海人を見つめる。

「……ほんとうか？　ほんとうに、いなくならないか？」

「おう！」

　海人が力強くうなずくと、マリアの表情がぱぁっと明るくなった。

「そ、そうか……。で、では須賀よ――いや海人よ！　今日から貴様は私の友だちだっ！　そしてこの訓練が、私と海人のはじめての共同作業だ！」

　マリアは嬉しそうに声を弾はずませると、虚こ空くうへ右手を伸ばした。右手に光の粒りゆう子しが集まり、白銀の剣が形成される。

「なんで剣？　……って、そうか。水み無な月づき流りゆう剣けん術じゆつに興味があるって言ってたな」

「うむ。最強になるためにも、多くの武術を学びたいのだ。海人が友だちになってくれて、強くなりたいという気持ちは強まったぞ」

　確かマリアは『心身を鍛きたえているのは孤独に耐えるため』と言っていたが……

「俺と友だちになったくらいじゃ、まだ寂しいままか……」

「そ、そうではないっ。海人が友だちになってくれて、私は孤独から解放された。だから考えをあらためたのだ。友だちを守るために強くなりたいとな。私はもう二度と友だちを失いたくないのだ」

「守るために強くなりたい、か。ますます気が合うな、俺たち。よっし、そんじゃあ訓練するか！」

「う、うむっ。では、よろしく頼むぞ！」

　マリアが、海人の胸に背中を当ててきた。海人はぎょっとして、あとずさる。

「なんで密着!?　確かにそばに居続けるって言ったが、いくらなんでも近すぎるだろ！」

　マリアは真剣そのものの表情で語る。

「昔、父が部下に言っていたのだ。『この出で来き損そこないめ、身体に教えてやらねばな』と。そして私は剣の扱あつかいに疎うとい。ゆえに身体に教えてほしいのだ」

「それは意味が違ちがうと思うけど……ていうか手ほどきだけでいいなら、身体を密着させる必要もないと思うし……」

「密着したほうがより勉強になると思ったのだ。一応、急いでシャワーを浴びてきたので変な匂においもしないはずだし……。か、海人は、私と密着するのが嫌か？」

「い、嫌じゃないけど……」

「そ、そうか、よかった……。海人に嫌がられたら、どうしようと思ったぞ。さて、では頼んだぞ」

　マリアが背中を寄せてきた。染しみひとつない陶とう磁じ器きのようになめらかな肌はだを当てられて、海人はどきどきする。

　でも、マリアだって恥ずかしいのを我が慢まんして密着しているのだろうし、真剣に指導してやらないと申し訳ない。

　海人は理性を総動員して煩ぼん悩のうを追おい払はらい、身体からだが密着するのを気にしないようにしつつ、うしろから抱だきしめるようにしてマリアの細ほそ腕うでを掴んだ。

　鼻先に金色の髪がかかって、くすぐったい。

　フローラル系のシャンプーの香かおりが漂ただよってきた。

　マリアの体温が、じかに伝わってくる。

　……美少女との密着に、海人はくらくらしてきた。

（しゅ、集中しろ俺！）

　海人が自分に強く言い聞かせていると、マリアがもどかしそうに腰を振ふってきた。

「は、早く動かしてくれ……」

「わ、わかった！」

　海人はマリアの腕を掴みなおすと、言われたとおり身体を密着させたまま、二人羽織の要領で動かしはじめた。マリアの細腕をピンと伸ばして、柄を握にぎる拳こぶしがへその正面に来るように動かしてやる。

「これが基本の構え……っ」

　ふにふにした肉感的な物体が下腹部に当たり、海人は身体を強こわ張ばらせた。

「お、おしりは突つきださないように、背筋を正すんだ」

　やわらかな果実が遠ざかる。

「こうか？　できてるか？」

「で、できてるできてる」

「そ、そうか、できてるかっ。海人は教えるのが上う手まいなぁ……それで、剣はどう扱えばいいのだ？」

「そうだな。相手がどう動くかにもよるけど、たとえばこう上段に構えて……」

「んぅ……っ」

　ふいにマリアが艶つやっぽい声をもらす。

「ど、どうした!?」

　海人は慌あわてた。もしかして変なところを触ってしまったのだろうか。

「み、耳に息が当たって……」

　くすぐったそうにぴくぴくと身み悶もだえるマリア。みるみる呼吸が荒あらくなっていく。体温が上じよう昇しようしていき、すべすべだった肌が湿しめっぽくなってきた。

　海人は、よからぬ行こう為いをしている気分になってきた。興奮と背徳から複雑な心境になる。

「いったん離れるか？」

「い、嫌だ、離れたくない。我慢するから、このまま続けてくれ……」

「……わかった。じゃあ、こうやって、」

「ンっ……」

「そこからこうして、」

「ぁんっ……」

「そしてこう――」

　ズガガガガガガガガガガ!!

　突とつ如じよ銃じゆう声せいが響き、からからと音を立てながら銃じゆう弾だんが降ふってきた。見ると、三〇メートルほど離れた場所で姫乃が機き銃じゆうを天てん井じように向け、こっちを睨んでいた。

「あ、あああ――あんたたち、なにやってんのよ!?」

　姫乃には海人が痴ち漢かん行こう為いを働いているように見えたらしい。海人の弁明を待たずして、ずんずん歩み寄ってくる。そのうしろから、美咲もついてきた。

　海人は身の潔白を示すように両手を挙げた。

「ち、違う、これにはわけが……み、美咲は信じてくれるよな!?」

　助けを乞こうような目で幼なじみを見る。

「ど、どんな理由があってもね、女の子に、その……え、えっちなことするのはいけないことだと思います！」

　美咲が顔を赤らめ、なぜか敬語で説教してきた。

　するとマリアは美咲と同じくらい顔を赤くして、

「え、えっちなことなどしていないっ。訓練をしていただけだ。だいたい、私は嫌がってないぞ。そもそも海人との密着は私が望んだことなのだからな」

「ほ、ほらマリアもこう言ってることだしさ！」

「い、嫌じゃないんだ……そ、そうなんだ……姫乃ちゃんといい、マリアちゃんといい、たった一日でそこまで親しくなっちゃうんだ……」

　美咲がなにかに取とり憑つかれたようにぶつぶつつぶやく。

「お、おい美咲？　どうし――」

「もういいわっ。今日の訓練はここまでよっ」

　美咲がやけくそ気味に叫んだ。

「私は海人と一いつ緒しよにもっと訓練したいのだが」

「おしまいって言ったらおしまいなの！　姫乃ちゃんも、それでいいよね!?」

　いつになく迫はく力りよくたっぷりの美咲に、さすがの姫乃もたじろいでいた。

「訓練って気分じゃなくなったし、それでいいわ、もう」

　美咲は満足そうに笑み、各々の顔を見まわしながら言う。

「さて、今日の訓練はこれで終わり。これからみんなで学がく船せん長ちようのところに行って、チーム申しん請せいをしましょう」

　海人はきょとんとした。

「まだしてなかったのか？」

　てっきりすでに正式なチームとして活動していると思っていたのだが。

「チーム申請は全員揃ってじゃないと受理されないの」

「なるほどな。じゃ、さっさと終わらせようぜ」

　まとめる海人に、一同はうなずいた。

　そしてそのままの格好で、執しつ務む室しつへと向かうのだった。




◆




「申請を許可しよう」

　執務室に入って学船長にチーム申請をすると、ふたつ返事で了りよう承しようを得た。海人をはじめ、チーム一同の顔に笑みが広がる。

「ところで、チーム名はどうする？」

　学船長の質問に答えたのは、美咲だった。事前に決めていたのだろう、美咲は迷いなくこう答えた。

「〈神かみ舞まい〉でお願いします」

「それって、なにか意味のある名前なのか？」

　海人が問うと、美咲は自信満々にうなずいた。

「みんなの名前の頭文字を取ったんだよ。海人の『か』、美咲の『み』、マリアの『ま』、伊い古こ奈なの『い』で〈神舞〉なのっ。誰だれかひとりが欠けただけで成立しなくなる、奇跡的なチーム名……。わたしたちは四人でひとつのチームなんだよっ！」

「……なるほどな」

　チーム一丸となって試合に臨めるよう、この名前にしたのだろう。そしてチーム全員が心を通わせることができるような、協力してなにかを成し遂げることができるような――そんなチームにしたいという願いがこめられているのだろう。

「いい名前だと思うよ」

　海人が褒めると、姫乃とマリアも満足そうに微び笑しようした。ふたりとも不満はないようだ。

　美咲が、あらためて学船長に言う。

「チーム名は〈神舞〉でお願いします！」

「いいだろう。それでは試合会場についてだが、」

「第一訓練所ですよね」

　美咲の言葉に、学船長は首を横に振る。




「今回は海中迷宮・第二階層で行う」




　第二階層の水深は最大二五〇メートル・内周は八五〇〇メートルほどで、ほかの階層と同様に大小様々な空くう洞どうが存在する、アリの巣のような構造になっている。そして、第一・第二階層の情報記憶合金はすべて採掘されている。そのため、各学園船の学船長から成る組織『蒼そう海かい連れん盟めい』から過半数以上の賛同を得られたら第一・第二階層を訓練に使用してもいいことになっている。

　許可制とはいえ自国が海中迷宮を訓練に使う可能性もあるため、反対者はいないようだ。学船長は海中迷宮を使用する前提で話を進めた。

「『水すい没ぼつ』『罠』『迷めい路ろ』――訓練所と海中迷宮には共通点が多いが、実際はまるで違う。試合結果がどうであろうと、〈神舞〉〈海騎士〉いずれにとってもいい経験となるだろう。ただし勝手に第三階層に降り、情報記憶合金を採掘してはならんぞ？」

　学船長いわく、情報記憶合金の埋蔵量を測定する装置があるらしく、それを使えば表層二メートル内に眠る情報記憶合金の量を数値化して測ることができるとのこと。

　測定は年に二回、蒼海の攻略者ネプチユーンによって行われているらしく、迷海覇闘で勝利した国はどの階層から情報記憶合金を採掘したのか申告する義務があるらしい。

「情報記憶合金が不可解な減り方をしていれば、疑われるのは迷海覇闘以外の用途で海中迷宮を利用した国ということになるのでな。戦争の引き金を引きたくなければ、ルールに従うようにしろ。わかったな？」

　一同はこくこくうなずいた。

「では試合会場は海中迷宮・第二階層とする。試合日時は到とう着ちやく翌日――五日後の正午だ。いいな？」

「あたしはいつでもオッケーよ。どうせあたしがいれば勝てるんだから。……そ、それに、海人だってけっこう強いし。す、水中でも活かつ躍やくしてくれるはずよ」

「姫乃……！」

　海人は感動した。第一印象が最悪だったこともあり、姫乃とは仲良くなれないだろうと諦あきらめていたが、まさかこんなに早く認められるとは……。

「ありがとな。俺おれ、姫乃に負けないくらい活躍してみせるから！」

　海人が意気込みを聞かせると、姫乃はばつが悪そうにそっぽを向いてしまった。そんなふたりのやり取りをほほ笑ましそうに見ていた学船長は、こほんと軽く咳せきをして、

「ではルール説明だ。私が第二階層に宝箱を隠かくすので、それを先に見つけて海中迷宮から持ち出したチームの勝ちとする。試合会場は第二階層と言ったが、宝箱は第一階層で強奪しても構わない」

　それを聞いて、第一階層での待まち伏ぶせが有利じゃないかと海人は思ったが――しかし、先に待ち伏せを倒してから宝箱を探そうとするチームもいるだろう。そうなると待ち伏せしたチームはメンバーが減り、不利になる。そのうえ待ち伏せ場所を乗っ取られてしまい、採掘した情報記憶合金を奪うばい取られる可能性だってある。

　必ずしも待ち伏せが有利というわけではないのだ。

　まあ、どんな作戦で試合に臨むかは統率者たる美咲に委ねるが。

　しかし〈神舞〉はメンバーが少ないので、あまりチームを分断しないほうがよさそうだ、と海人は思った。

「さて、ルール説明は以上だ。では〈海騎士〉のほうには私から伝えておくのでな。各自体調管理に気をつけるように」

　四人はうなずき、執務室から立ち去ろうとした。

「キミはここに残るのだ、須賀」

　学船長に呼び止められて、海人はぴたっと立ち止まる。

「廊ろう下かで待ってるね」と美咲が言った。

　海人はうなずき、学船長に身体を向けた。




　海人は緊張に表情を強張らせていた。彼かの女じよとふたりきりになるのは初日以来。はたして学船長は、海人が過去の出来事について美咲に聞かされたことを知っているのだろうか。もし知らないなら知っている旨を伝えたほうがいいのだろうか。それとも知らないふりをして接したほうがいいのだろうか。

　海人が考えこんでいると、学船長が語りかけてきた。

「この短期間で、ずいぶん馴な染じんだようだな。まさかあのプライドの高い伊古奈が信頼を寄せるとは。キミの適応能力の高さには感心するよ」

「最初はかなり嫌きらわれてましたけどね。模擬戦で引き分けてからは、チームメイトとして受け入れてくれるようになったんです」

　誇ほこらしそうに語る海人に、学船長は興味深げに眉まゆを動かした。

「ほう、蒼海潜姫になって早々、蒼海の攻略者相手に引き分けるとは驚おどろきだ。だがまあ、水無月流剣術を使えば不思議はない、か」

「水無月流剣術のこと、知ってるんですか？」

　海人は意外そうな顔でたずねた。

　水無月流剣術は道場を開いておらず、海人は家庭教師のように一対一で指導を受けた。その際に師し匠しようは『海人にだけ特別に稽古をつけている』と言っていたが……ひょっとして、学船長も過去に水無月流剣術を習っていたのだろうか。

「キミの師匠は、私の従姉いとこでな。緋ひ野ののご両親を介して、私がキミに勧めたのだよ」

「そうだったんですか」

　美咲の両親がどうやって水無月流剣術を見つけてきたのか海人は疑問に思っていたが、学船長が陰で協力してくれていたようだ。

　長年の疑問を解消するとともに、海人はふと気づいた。過去の話をするということは、学船長は海人が過去の出来事について知っていることに気づいているようだ。おそらくは海帝潜装を取りに来た美咲に問い詰めたのだろう。学船長が上級者用の海翼を勧めたのも、海人がすでに水中での身のこなしをマスターしていると知っていたからだったのだ。

「かつて私も指導を受けていたが、〈水明〉習得の修行中に全治一ヶ月の重傷を負ってな。才能なしと破門されてしまったのだ。逆にキミは才能があったようだな」

「運がよかっただけですよ」

　水無月流剣術は実戦向けの剣術なので稽古は野外で行い、防具の類いも身につけない。海人が大おお怪け我がを負わずに済んだのは才能があるからではなく、運がよかっただけだろう。

「結果的に極きわめることができたようだが、当時は勧めるべきかどうか迷ってな。しかし、勧めて正解だったようだ。八年前とは比ひ較かくにならないほどキミはたくましくなっている。――だから、」

　と、学船長の顔が真しん剣けん味を帯びた。

「たとえ真実を知っても、昔のように心を閉ざしたりはしないだろう」

　海人は怪け訝げんな顔をする。

「真実……って、どういう意味ですか？」

　学船長が、まっすぐに見つめてきた。

「呼び止めたのはほかでもない。須賀夫妻の死について、キミに真実を伝えるためだ」

　しん、と静せい寂じやくが執務室を包つつみこむ。

　海人は戸惑っていた。両親の件については八年前に終わったはずだ。なのにどうして、いまさら掘り返そうとするのか。

「俺の親が、どうかしたんですか？」

　海人は動どう揺ようを表に出さないよう、一言一句噛みしめるようにして言った。




「キミのご両親が亡くなるきっかけとなった爆ばく発はつ事故……。あれは、何者かの犯行である可能性が高い」




「……っ」

　一いつ瞬しゆん止まった心臓が、急速に鼓動をはじめる。脳天をかち割られたような衝しよう撃げきだった。

　誰かを責めることのできない悲しい事故だったからこそ、海人は両親の死を受けとめることができていた。しかたない、と割りきることができていた。

　だというのに『事故』ではなく『事件』ときた。

　つまるところ、

「俺の親は殺されたんですか!?　いったい誰がそんなことを――！」

「落ち着け！　まず断っておくが、狙われたのはキミのご両親ではない。研究所――突き詰めると、蒼海潜姫に関する存在すべて……かもしれないのだ。というのも確かな証拠がないのでな」

「だったらどうして犯人がいるなんて言うんですか！」

　憶測の域を出ないなら黙だまったままでいてほしかった。でないとやるせない気持ちのまま、生きていかないといけなくなる。

「研究機関跡地から回収し、なんとか復旧できた機材を解析した結果、そこに記録されていたはずの蒼海潜姫に関するデータが、ごっそり抜かれていてな。おまけに、研究機関に保管されていた情報記憶合金も消えていた。もちろん、爆発の衝撃でデータは吹き飛んだだけかもしれないし、情報記憶合金は木こっ端ぱ微み塵じんになっただけかもしれない。――だが、盗まれた可能性も否めない。それに研究機関爆破事件のような大きな被害は出ていないが、各国の研究所職員が何者かに襲おそわれ、データや情報記憶合金を紛失する事案が、たびたび発生しているのだ。……もっとも、それが爆破事件と同一犯によるものかはわからないし、それを確かめようにも、職員を襲った犯人はいまだ捕まっていないのだが……」

「そう、ですか……」

　海人がつぶやくと、学船長が不安げな面差しでたずねてきた。

「知らないほうが、よかったか？」

　彼女も語るべきか語らざるべきか迷ったのだろう。確固たる証拠が掴めていない以上、悪いた戯ずらに海人の心の平穏を崩すだけかもしれないのだから。

　しかし海人は、首を横に振った。

「教えてもらえてよかったです。あと、いろいろと心配をかけていたようで、すみませんでした」

　がたっと学船長が椅子から立ち上がる。

「き、キミが謝あやまることはない！　……ま、まあこの先なにか不安ができたら、まずは私を頼るといい。キミさえよければ、姉のように慕ってくれても構わないのでな」

「いえ。そこまで迷めい惑わくをかけることはできません。気持ちだけ受け取っておきます」

　毅き然ぜんとした表情でそう言った海人に、学船長はため息をついた。

「迷惑だなんてまったく思わないのだが……。まあいい。話は以上だ。試合の日に風か邪ぜを引かないよう、体調管理に気をつけるのだぞ」

「はい！」

　両親は事故死ではなく何者かに殺された可能性がある――それを知り海人はショックを受けたが、しかしうじうじ悩なやんでいても真相が解明されるわけではないのだ。いま海人がやるべきことは心身ともに万全の状態で〈海騎士〉との試合に臨むことだ。

　海人は心の平穏を取り戻すべく元気に返事をすると、執務室をあとにしたのであった。




　海人が廊下に出ると、そこには美咲しかいなかった。

「姫乃とマリアはどうした？」

「帰ったよ」

　美咲が言うに、姫乃はシャワーを浴びに自室へ、マリアは訓練し足りないからと言って第五訓練所へ向かったらしい。

「そっか。じゃ、俺も訓練しようかな」

　なんとはなしにつぶやくと、美咲が慌てた様子で、

「ま、待って！」と引き止めてきた。

「どうした？」

　ええと、と美咲は考えるように虚空を見上げ、急におなかを押おさえた。

「わ、わたしおなか空すいちゃった。一緒にご飯食べない？」

　廊下の窓からは西日の残照が差しこんでいる。正確な時間はわからないが、夕飯時だと見て取れた。

「俺はいいや。訓練し足りないしさ」

「で、でも今日の訓練はおしまいって言ったでしょ？」

「自主トレはべつだろ」

「で、でも海人くんと一緒にご飯食べたいし……。そ、それに迷海覇闘のこと、いろいろ説明したいのっ。アドバイスを踏ふまえて訓練したほうが効率的でしょ？」

「……それもそうだな。わかった、飯にしよう」

　そんなに海人と食事がしたかったのだろうか、美咲が安心したように吐と息いきした。

「じゃ、食堂に行こっか」

「おう。でもその前に、トイレ行っていいか？」

「それはいいけど……でも海人くんの部屋、ここからけっこう距きよ離りあるよね」

　校舎から寮りようまで五〇〇メートルは離れている。トイレを使うためにその距離を移動するのは正直面めん倒どうだ。となれば校舎のトイレを使いたいが、海人は男で、ここは乙女おとめの花園だ。一応、女子に確かく認にんを取ったほうがいいだろう。

「校舎のトイレって使わせてもらえないかな？」

「そうだね。授業が終わってけっこう経つし、用事がない限り校舎には残らないし……」

　女生徒たちは放課後になると訓練所へ向かうか、自室へ戻るか、遊ゆう戯ぎ施し設せつで遊ぶか――いずれかの行動を取るらしい。

　そのことを踏まえ、美咲は結論した。

「うん、使っていいんじゃないかな。一番近くのトイレはそこのＬ字路を曲がってすぐのところだよ」

「わかった。曲がってすぐのところだな。んじゃ、ちょっくら行ってくる」

　海人はそう告げると廊下を進み、Ｌ字路を曲がってすぐのドアを開いた瞬しゆん間かんにノックをするべきだったと後悔した。

　確かに室内にはトイレへ通じるドアが設けられていたが、この部屋自体は更衣室であり、部屋の中央には生まれたままの姿をした美少女が立っていたのである。

　海人は慌てて立ち去ろうとしたが――いきなり男が入室してきて身の危険を感じたのか後ずさった少女が足を絡ませて背中から倒れそうになる。それを見た海人は咄嗟に少女の腕を掴もうとしたが、少女は海人の手を振り払った。腕が空振りした海人は勢いあまって少女を押し倒してしまい――ちゅ、と海人の唇くちびるに柔らかな感かん触しよくが訪おとずれた。――キスだ！

「っちょわ！」

　海人は慌てて立ち上がる。

　その足あし下もとには、お嬢様然とした少女が仰向けになって倒れていた。

　絹糸のような黒くろ髪かみは扇状に広がり、つぶらな瞳ひとみには涙なみだが浮うかんでいる。

　慎つつましい胸は荒い呼吸に揺れており、艶つや々つやとした桜色の唇が小刻みに震ふるえている。

　みずみずしい美脚は『人』の字に広がっており――、

「……っ、」

　更衣室に悲鳴が響ひびき渡わたったのは、海人が少女のすべてを見終えたあとだった。
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「す、すすすまん！」

　事故とはいえ女の子の裸を見るばかりか唇まで奪ってしまった海人は全ぜん身しん全ぜん霊れいで謝罪した。

「ゆ、ゆゆゆ許すわけないでしょうッ！」

　怒ど気きと羞しゆう恥ちに顔を赤らめ怒ど声せいを飛ばした制服姿の彼女は、先ほど海人がキスした少女だ。並々ならぬ怒いかりを帯びた眼まな差ざしで海人を睨にらみつけた彼女は、海人のうしろに控える美咲を見つけた途と端たん目の色を変えた。

「って緋野さんではありませんか!?」

「み、美咲の知りあいか？」

　海人がたずねると、美咲は宿敵を見るような目つきで少女を見つめ、

「〈海騎士〉統率者の白兎麗れい華かだよ」と言った。

「こ、この娘こがそうなのか……」

　美咲の話から『鬼教官』をイメージしていたが真逆だった。深窓の令嬢といった風ふう貌ぼうなのだが、しかし日本代表の統率者を務めるくらいだ。さぞかし強いのだろう。

（っと、そんなことより）

　海人は麗華に頭を下げた。

「ほんっとごめん！　謝っても許してもらえるかわからないけど、」

「で、ですから許すわけがないでしょう!?　わ、わたくしの裸を見て、あまつさえキスをするなんてあんまりです……！」

　怒り心頭状態の麗華に、美咲が強気な態度で海人をかばう。

「海人くんだって、好きであんたの裸を見たわけじゃないじゃないのよ！　そもそも、〈海騎士〉統率者のあんたがこの時間帯に校舎にいるのが悪いのよ！　つまり今回の事故は、全面的にあんたのせいなのよ、白兎！」

「滅め茶ちや苦く茶ちやなこと言いますね！　わたくしは学船長にお伝えしたいことがあって、校舎を訪れただけですのに！」

　さすがに濡れた水着姿のまま執務室へ向かうのはまずいと考えた麗華が更衣室で制服に着替えていたところ、海人が入室してきたのだとか。

　本当に取り返しのつかないことをしてしまった。海人が再び謝ろうとしたとき、美咲がそれを遮るように、

「伝えたいことってなによ？」とたずねた。

「迷海覇闘へ出場する前に、海中迷宮で訓練させてほしい、と頼みに来ただけです」

「だったら無駄足だったわね。海中迷宮なら五日後に使わせてもらうって話になってるわ。訓練じゃなくて、試合でね」

　麗華が眉をひそめる。

「あなたいま、試合……と言いました？」

　美咲は力強くうなずき、強気な眼差しで麗華を見つめた。

「わたしのチームと、あなたのチームで戦うのよ！」

　麗華は嘲あざけるように笑う。

「あらあら、チームを創つくるとは聞きましたが、本当に創ったのですね。無駄なことを」

「む、無駄ですって!?」

「ええ。あなた如ごときが創設したチームなど、たかが知れてますからね。にしても、」

　と、麗華は海人を一いち瞥べつする。

「まさかとは思いますが、彼かれをチームに入れた、なんて言いませんよねぇ？」

「そのまさかよ！」

　美咲は堂々と認めた。すると麗華は見み透すかすような瞳を美咲に向け、

「あなたが彼を……須賀さんをチームに引き入れた理由、当ててみせましょうか？」

「は、はあ!?」

　美咲が素すっ頓とん狂きような悲鳴をあげる。

（なんで動揺してるんだ？）

　メンバー不足から脱却するために幼なじみを勧かん誘ゆうした。ただそれだけではないか。多少手荒だったとはいえ、ほかならぬ海人が許しているのだ。やましいことはない。

　狼狽える美咲に調子づいたのだろう、麗華は得意満面に言い放った。




「ずばり、須賀さんにハーレムを築かせるためですねっ！」




「「……は？」」

　ぽかんとする海人と美咲。その反応を見やり、麗華は明け透けなため息をもらした。

「やはりそうでしたか。正攻法では勝ち目がないから、須賀さんを勧誘し、〈海騎士〉のメンバーが須賀さんのいるチームに入りたがるよう仕向けたのでしょうが、わたくしにはお見通しです。まったく、〈海騎士〉の内部分裂を引き起こそうとするなど迷惑な話です。須賀さんが女性を惑わせるせいで、〈海騎士〉メンバーのなかには、練習に身が入らない娘も少なくありませんからね」

「女の子を惑わせるようなこと、した覚えがないんだが……」

　海人はただ、普ふ通つうに生活しているだけだ。

「直接行動を起こしてないにしても、ここにいるだけで迷惑千万です。だいたいですね、女性しかいない環かん境きように飛びこむなんて、まともな精神を持ってるとは思えません。少しは自重してくださらない？　でないと、わたくしのような被害者が出てしまいます」

「しつこいわね、海人くんだって好きでキスしたわけじゃないじゃない！　だ、だいたいキスしたくてもできないひとだっている……じゃなくて、海人くんを追い出そうとしてるのはあなただけなのよ？　つまり学園船の和を乱してるのは白兎――あなたのほうなのよ！」

「なにを言いますか！　わたくしはただ、みなさんの目を覚まそうとしてるだけです！　蒼海潜姫たる者、色いろ恋こい沙ざ汰たにうつつを抜かすなど言語道断ではありませんか！　学園船に身を投じたからには覚かく悟ごを決め、気を引ひき締しめ、日々訓練に励むべきです！　それなのにあなたときたら、なぁ～にが『のびのび訓練したほうがいい』ですかっ！　そんな甘えた考えで強くなれるわけないでしょうに！」

「な、なれるもん！　だ、だよね、海人くん？」
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　美咲が同意を求めてきた。海人はうなずき、

「白兎みたいなスパルタ方針じゃ、強くなることはできないと思うよ。少なくとも本人に『強くなりたい』って意志がないとな。けど逆にのびのび訓練したって強くなるわけじゃないよな。早い話、怠けてるようなものだしさ」

　だから、と海人はふたりの顔を見比べながら言う。

「〈海騎士〉にも〈神舞〉にも長所と短所があるんだから、お互たがい協力して、一緒に訓練すればいいんじゃないかな」

「嫌いやだよ！」

「お断りです！」

　美咲と麗華が拒きよ否ひする。

　そんなに悪い提案だったかなあ……、と海人が人知れず傷心していると、麗華が嫌味を飛ばしてきた。

「〈神舞〉だかなんだか知りませんが、怠け者と一緒に訓練したら、わたくしのチームに悪影響が出るに決まってます！　訓練を重ねたほうが強くなれるに決まっていますのに、どうしてそんな簡単なこともわからないのですか？」

「いや、本人の『強くなりたい』って意志が伴わないと効果は薄うすいって言ってるだけで、訓練を重ねたほうが強くなれるとは思ってるぞ？　俺だって、チーム練習のあとは自主練するつもりだしな」

「だ、だめだよ！　海人くんは自主練しちゃだめ！」

　美咲が慌てたように却きやつ下かしてきた。

「なんでだよ？」

「な、なんでって、それが〈神舞〉の方針だからだよ！」

　海人はあきれたようにため息をつく。

「方針だからって、おまえなぁ……。それじゃあ〈海騎士〉と変わらないだろ。おまえ、〈海騎士〉の押しつけがましいところが嫌だから、〈神舞〉を創ったんじゃないのかよ」

　方針は異なれど、美咲は自分の意志を海人に『押しつけ』ようとしているのだ。美咲を責めるつもりはないが、もう少し個人の意志を尊重してもいいと思う。

「お、同じじゃないよ！　〈神舞〉は〈海騎士〉なんかとは違ちがう！　方針を押しつけるのだって、みんなのためを想おもってやってることだもん！　わ、わかってくれるよね？」

　美咲が同意を求めてきたが、海人は納なつ得とくがいかなかった。

「それが〈海騎士〉と同じだって言ってるんだよ」海人は優やさしくなだめるように、「俺は強くなりたいんだ。そのために努力するのは当然のことだし、実際、俺はそうやって強くなってきた。だから俺はいままでどおり、訓練に励むつもりだ。美咲も、俺に強くなってほしいだろ？　じゃないと〈海騎士〉に勝てないし、俺を学園船に連れてきた意味がなくなる……」

　そこで、海人は言葉を詰つまらせた。

　美咲が、ぽろぽろと涙を流していたので。

「み、美咲っ!?　なんで泣いて――」




「海人くんのばかぁぁぁあああ！」




　大声で怒ど鳴なり、美咲は廊下を走り去っていく。

「……え？」

　突とつ然ぜんの出来事に海人は呆ぼう然ぜんとする。

「まったく、チームリーダーがあの調子では、チームもたかが知れてますね。当然ながら、負ける気がしません」

　しかしチームを馬ば鹿かにされて、海人は我に返った。

「んなの、やってみなくちゃわかんねぇだろ。だいたい、こっちは四人しかいないんだ。そっちが有利に決まってるじゃねぇか」

「負ける理由を数のせいにするつもりですか？　いいでしょう、ではこうしましょうか。あなた方が四人で挑いどむというのなら、こちらも四人で迎え撃たせていただきます」

「……手加減するつもりか？」

「条件を同じにする、と言ってるのです。人数が同じだろうとひとりひとりの質はまるで違いますからね。では、ごきげんよう」

　くるりときびすを返し、麗華は歩き去っていった。

「俺も美咲を追いかけねぇとな」

　なぜ泣いたのか。なぜ怒鳴ったのか――。その理由を確かめたい。それが海人の招いた事態だったら、ちゃんと美咲に謝りたい。

「じゃないと、気になって訓練に集中できないからな」
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　海人は美咲の部屋の前に立っていた。

　場所は先日美咲から『いつでも遊びに来てね』と教えてもらっていた。それがまさか、仲直りのために訪れることになろうとは……。

　海人はひとつ深呼吸をしてから、ドアをノックした。

「美咲、俺だ。いるなら開けてほしい」

　たっぷり間があってから、反応が返ってきた。

「……なにしに来たの？」

　いつもの美咲らしからぬ、突き返すような返答だった。

　どうやら海人は、よほど美咲を怒おこらせてしまったようだ。

　美咲のために訓練すると言っただけなのに、なにが気に食わなかったのか……。

　それを確かめるためにも、面と向かって話がしたい。

　でも、なんて言葉をかけたらいいのだろう。美咲と喧けん嘩かするのははじめてのことなので、こういうときどういう対応をすればいいのか海人にはわからない。

「……とりあえず、ドアを開けてくれないか？　会って話がしたいんだ」

　気が利きいた台詞せりふなど思い浮かばず、海人は繰くり返かえしお願いした。

　すると返事の代わりに、少しだけドアが開かれた。

　ほんの数センチの隙すき間まから、幼なじみの姿がのぞける。

　ずっと泣いていたのだろう、美咲は水着姿のままだった。頬ほおには涙が伝った跡があり、黒水晶のような瞳には、いまも涙が浮かんでいる。

　海人は、美咲を泣かせてしまった自分が許せなかった。

　ちゃんと理由を聞いて、しっかり反省したかった。

「入っていいのか？」

「……うん」

　と、海人は美咲の部屋へと身を移した。

　一二畳ほどの洋室だ。室内にはベッドに机にタンスといった調度品があった。部屋の片隅には先日遊んだツイスターゲームが転がっている。

　見ると、机の上に写真立てが置かれていた。そこには幼い顔立ちの海人と美咲が写っている。

「これ、俺が緋野家に住みはじめた頃ころに撮った写真か……」

　懐かしさがこみあげてきた。両親を失ったショックで部屋に引きこもっていた自分を、美咲が外へ引きずり出し、そこを美咲の父親が撮ったのだ。

　まだ両親の死から立ちなおれていない時期だ。写真のなかの海人は生気が感じられない、とても暗い表情をしていた。ちょうど、いまの美咲のような表情だ……。

「けっきょく海人くん、すぐ部屋に戻っちゃったんだよね」

　涙なみだ声ごえで美咲が言う。

「そのあとすぐ外に引っ張り出されたけどな」

　五回ほど同じ行こう為いを繰り返し、海人は根負けしたのである。

　その翌日も、翌々日も、海人は美咲に外へ引きずり出された。海人がやめろと言っても聞く耳持たず、酷い言葉を浴びせても、美咲は明るく笑って海人を外へ連れ出していた。美咲の説得を諦めた海人は、迷惑に感じつつも渋しぶ々しぶ美咲に従うようになった。

　そんなある日、海人はふと思ったのだ。




　どうしてこの娘は、自分のためにここまでしてくれるのだろう？




　そんな疑問を抱いてから、海人は美咲に興味を持つようになった。

　その日を境に自分の意志で美咲についていくようになり、

　美咲と一いつ緒しよに行動するうちに友だちができてきて、

　いつしか自分から友だちを作れるようになり、

　――海人は変わった。

　生まれ変わったと言って過言ではないくらい、海人は明るくなった。

　大好きだった両親が生きていたときと同じように、心の底から笑えるようになれた。

「美咲は俺を救ってくれた。俺にとって、美咲は恩人なんだよ。だから俺は美咲を守れるようになりたくて、強くなろうと決意した」

　美咲が、暗い面おも持もちで見つめてきた。

「どうして、強くなる必要があるの？　わたし、蒼海潜姫なのに。守る必要がないくらい、強いのに」

　責めるような口調。

　海人は、真剣な顔で答えた。

「強いとか弱いとか関係ない。俺は、美咲を守りたいんだ！」




「わたし、守ってなんて頼たのんでない!!」




　突然の怒声に、海人は萎い縮しゆくした。

「い、いきなりどうしたんだよ……？」

「守ってくれるのは嬉うれしいよ。そこまで想ってもらえて、すごく幸せだよ。……だけど、気持ちだけで充じゆう分ぶんだよ！」

「き、気持ちだけじゃ守れないだろ！　俺はもう家族を――大切なひとを失いたくないんだよ！」

「わたしだって失いたくないよ！」

　美咲が海人に詰め寄る。

　大きな目から涙が溢あふれ、頬を伝っていく。

　それを拭おうともせず、美咲は感情のままに叫さけんだ。

「修行ばっかりして！　危ないって言っても聞かなくて！　わたしがどれだけ心配したと思ってるの!?　わたし、ずっと不安だったんだからね？　いつか海人くん溺でき死しするんじゃないかって、過労死するんじゃないかって、不安で不安で死にそうだった。……だから、呼んだの。学園船に、呼んだの」

「……チームを創るためじゃなかったのか？」

　ふるふると首を横に振ふる美咲。




「海人くんを守るためだよ」




「……俺を、守る？」

　こくりと美咲はうなずいた。

「だって、近くで見張ってないと、海人くん修行で死んじゃうかもしれないもん。それに海人くん、八年前の事故の生き残りだもん。もしもあれが事故じゃなくて事件だったら、また命を狙ねらわれるかもしれないでしょ」

「……」

　美咲は学船長と同様、あれを何者かが仕組んだと睨んでいるようだ。

　しかし本当に事件だったとして、海人が研究所を訪れたのは、ほとんど突発的なものだ。海人があの場にいようがいまいが関係なく、爆破は起きていただろう。

　ゆえに海人が生き残りだからといって、命を狙われるとは考えにくい。

　だが美咲は心配するあまり過敏になっているようだ。あらゆる危険から海人を守るため、近くで監視しようと思い至ったのだろう。

「チームを創ったのだってそうだよ。もし〈海騎士〉に所属されたら、海人くんぜったい白兎と意気投合するって思った。ふたりとも、無理するのが好きだもんね。……だから、のんびり練習するチームを創ったの。いまではかけがえのない仲間だけどね、もともとは姫乃ちゃんとマリアちゃんを勧誘したのも、チームを創るためだったんだよ」

「そう、だったのか……」

　やっと美咲が怒った理由がわかった。

　海人は、美咲の心遣いを全否定してしまったのだ。

　そのうえ、美咲を心配させてしまっていたのだ。

　愛あい想そをつかされて当然のことを、平然としてしまっていたのだ。

　怒られるのも、無理はなかった……。

　美咲は涙を流しながら、からからに渇いた喉のどで海人に訴うつたえかけた。

「わたし、弱くないよ。海人くんに守られるほど、弱くないよ。だから、もういいんだよ。わたしのために頑張らないで。わたしのための人生なんてやめて。だって……だって！　そんな人生つまんないよ！　せっかく生き残ったんだから、自分のために生きてよ！」

　絶叫が、響き渡る。

「お、俺おれは……」

　海人は、その先の言葉を思いつかない。

　海人は人生を変えてくれた美咲に心から感謝している。美咲を守るためなら命を捨てていいと思っていたし、実際、美咲を守るため命いのち懸がけで修行してきた。そのことを、美咲も喜んでくれていると信じて疑わなかった。

　だけど、それは海人の勝手な思いこみだったのだ。

（俺は、美咲を守りたい）

　でも、美咲は守られることを望んでいない。嫌がっているのだ。海人は、美咲が嫌がることなど死んでもしたくなかった。

　だが美咲を守ることは、いつしか海人にとっての生きる意味になっていた。

　自分のために生きてほしい――なんて言われても、ほかにやりたいことなどない。

（……いや、俺が生きる意味とか、目的とか、そんなの、いまはどうでもいいだろ）

　いまやるべきことは、ほかにある。

　それは、美咲の不安を取り除いてやることだ。

　海人は指先で美咲の頬に伝う涙をそっと拭ぬぐい――

「ひゃっ!?」

　美咲を抱き寄せた。

　突然の抱擁に硬こう直ちよくしてしまっている美咲に、海人はささやきかける。

「悪かったな、心配かけて」

　放心していた美咲は、やがて震える声を絞しぼりだした。

「わ、わたしのほうこそ、言いたい放題言ってごめんなさい。海人くんに大切に想われて、嬉しかったのは本当だよ。ただね、頑がん張ばりすぎないでほしいの。頑張るにしても、自分のために頑張ってほしいの。伝えたかったのは、それだけだよ。……伝わった？」

「ああ。伝わったよ。本当に、いままで心配かけてごめんな」

　海人ははっきりとした声でそう言うと、抱擁を解き、

「〈海騎士〉との試合、ぜったいに勝つから。美咲が創ってくれた居場所、誰だれにも馬鹿にさせないから。そのためにも、しっかり訓練しないとな。もちろん――」

　――無理のないように、と。

　海人はそう、つけ足した。
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《第五幕》







　海かい人とが学がく園えん船せんでの生活をスタートさせて五日が経った。海の上で過ごしていると、曜日感覚が狂ってくると昨日美み咲さきと姫ひめ乃のが話していたが、海人は学園船で暮らしはじめて日が浅いので、今日が土曜日だと知っている。

　土曜日の授業は午前中で終わるが、平日とは異なり『午後の部』の授業を行っている。本日は第三訓練所での実技であり、明日に〈海うみ騎き士し〉との試合を控えた海人にとっては、海翼マーメイドの練習ができる貴重な時間だ。

　だというのに、海人は授業に集中できなかった。

「そろそろだよな……」

　授業が終わり、第五訓練所でのチーム練習を終えた海人は、かれこれ一時間ものあいだ自室でそわそわしていた。

　というのも、いよいよ本日、海人を乗せた学園船は海かい中ちゆう迷めい宮きゆうへと到とう着ちやくするのだ。

　すでに怪奇現象が発生する海域へと突とつ入にゆうしてから半日が経っている。美咲が言うには『夕方には海中迷宮につきそうだね』とのことで、それを聞いてからというもの、海人はなにをするにも身が入らなかった。

　海中迷宮。

　地球上で最も謎に包まれた遺い跡せき。

　実際に潜もぐるのは明日の正午だが――いままで写真でしか見たことがなかった海中迷宮をこの目で見ることができるというだけでも緊きん張ちようするには充分だった。

　そして緊張する一方で、海人は焦あせってもいた。海人の部屋には夕日が差しこんでいる。いいかげん到着しないと日が沈しずみ、海中迷宮は闇やみに呑のまれて見えなくなってしまうのだ。

「まだか、まだか……」

　緊張感と焦しよう燥そう感の板挟みになった海人が忙せわしなく立ったり座ったりを繰り返していた、そのとき。

『あー、あー……たったいま、海中迷宮に到着した』

　ふいに船内アナウンスが入り、学がく船せん長ちようが海中迷宮への到着を知らせてきた――その瞬間、海人はベッドの側面から勢いよく腰こしを浮かした。

　本来なら男は海中迷宮に近づくことなどできず、ゆえに肉眼で見ることはできない――そんな男性未踏の地が、いよいよ目前に迫せまっている。そのことに海人は興奮を禁じ得ない。

　海人は高揚感をそのままに、思いきりドアを開け放った。

　部屋の前に、気まずそうな顔をした姫乃が立っていた。

　そのとなりには美咲とマリアの姿があった。三人とも制服に身を包つつんでいる。

「どうしたんだ三人ともこんなところで？」

　海人が興奮した口調でたずねると、マリアが答えた。

「海人と一緒に海中迷宮を見ようと思ってな。部屋を出てすぐに美咲と出くわしたので、ここまで一緒に来たのだ」

「そしたら姫乃ちゃんがいたんだよ」

　美咲は落ち着いた口調でそう言うが、海人と同じく一年生のマリアは海中迷宮を間近に控えて緊張している様子だった。

「なるほどな。姫乃も俺と海中迷宮を――」

「そ、そそそんなわけないでしょうがっ！」

　姫乃が顔を赤らめ、慌あわてたように否定してきた。

「む？　しかし私たちがここに来たとき、ドアをノックする寸前だったではないか」

　マリアが怪け訝げんな顔で指摘すると、姫乃はたじろいだ。

「そ、それは……そう、ドアに虫が止まってたから払い落とそうとしただけよ！」海人を睨み、「べつにあんたとふたりきりで海中迷宮が見たかったわけじゃないんだからね!?」

「わ、わかったから怒鳴るなよ……」

　海人はうるさそうに目を細める。実際、姫乃は偶然部屋の前を通りがかっただけだろう。美咲やマリアはともかく、蒼海の攻略者ネプチユーンたる姫乃は何度も海中迷宮を訪れているだろうし、見飽きていても不思議はない。だが――

「でもさ、せっかくチームが揃そろったんだ。そう言わず、姫乃も一緒に見に行こうぜ？」

　海人がにこやかに誘さそうと、姫乃は表情を明るくさせた。笑え顔がおはすぐに引っこんだものの、機嫌のよさそうな声で、

「しょ、しょうがないわね。そんなにあたしと海中迷宮が見たいなら、ベストスポットを教えてあげるわ。ほら、ぼさっとしてないで急ぎなさいよねっ！」

　言うが早いか屋上へ向けて歩きだす姫乃を、海人たちは慌てて追いかけたのだった。




　海人が住まう学がく生せい寮りようは四階建てで、学園船での高さは中の下ほどしかない。となりには高さ五〇メートルはあろう第三訓練所がそびえているが――しかし、少なくとも、四人が向いている方向に視界を遮さえぎるものはない。

　見晴らしは、最高によかった。

「あれが海中迷宮よっ！」

　屋上の隅っこ、落下防止柵の前に立ち、姫乃が上機嫌にそう語るが――海人は応こたえず、食い入るように正面を見つめていた。

　海人の五〇〇メートルほど向こう。夕焼け色に染まる穏おだやかな海面に、同じく真っ赤に染め上げられた遺跡が浮いていた。

　海中迷宮だ。

　まるで一枚の板のように平らでどっしりとした造りはエアーズロックを彷ほう彿ふつとさせる。

　大きさこそ学園船と大差ないが、海上に浮かんでいる部分は、氷山の一角に過ぎない。ピラミッドのように下へ行くほど広大になっているのだ、海中迷宮の全体像など海人には想像もつかない。

「あそこまで、どうやって向かうのだ？」

　そう言ったのはマリアであった。海人も同様の疑問を抱いていた。五〇〇メートルほど離れているのは座礁を避さけるためだろうが――その距離はどうやって埋めるのだろうか。

「泳ぐのよ。この程度の距離なら一、二分でたどりつけるでしょ」

　姫乃は当たり前のようにそう言った。

　確かに海翼を使えば数分で移動できるだろうが……

「しかし姫乃よ。入り口まではどうやって登るのだ？」

　海中迷宮・第一階層への出入り口は頂上にあるのだ。海翼で海中迷宮に移動したとして、そのあとどのようにして上陸するのか。

「手足を使って登るのよ」

　姫乃が言うと、マリアが不安そうな顔をした。

「手足を使うと言われても……私はフリークライミングなどしたことがないぞ？」

「心配することないわ。ここからじゃわかんないでしょうけど、海中迷宮の表面には出っ張りやポケットがあって、登りやすいようにできてるの。コツさえ掴めば、数分で頂上にたどりつけるようになるわよ」

　生身なら数時間はかかりそうだが、海帝潜装リヴアイアサンは強化服でもある。身体能力を上げれば、姫乃の言うように数分で登れるのだろう。

「そ、そうか！　そう言われると、なんだかできそうな気がしてきたぞ。よぅし、これで不安はなくなったのだ！　明日はぜったいに勝ってやるぞ！」

　マリアの勝利宣言に呼応するように、海人たちは力強くうなずいた。




◆




　その翌日……。

　学船長は海帝潜装に身を包み、海中迷宮・第二階層でも一ひと際きわ細い通路を泳いでいた。

　錆さびついた水道管のなかを通っているような気分だった。ごつごつとした岩肌が彼かの女じよを取り囲み、少しでも気を緩ゆるめると肌が触ふれてしまいそうだ。

　絶対防御イージスがある限り肌が傷つくことはないが、岩肌に触れた瞬間、罠わなが発動する恐おそれがある以上、油断はできない。

　学船長は気を引き締め、慎重に海翼を操作しつつ、狭せまい通路を泳いでいく。右へ左へと不規則にうねる通路を進んでいると――

　開けた場所に出た。

　高さ五〇メートル・直径一五〇メートルはあろう広々とした空くう洞どうだ。天と地から大樹のように太く、先せん端たんにかけては針のように細くなっている柱が無数に生えている。

　海獣の口内に閉じこめられているような気分がしてきた。学船長は本能的な恐きよう怖ふを抑え、牙きばのような柱と柱の隙間をすり抜けながら、空洞内を探索する。

　水みな底そこ一メートルを浮遊して空洞を彷徨さまようこと三分――学船長は動きを止めた。かつての迷海覇闘オーシヤンデユエル出場者が情報記憶合金オリハルコンを求めて掘ったのだろう、足もとに深さ二メートルほどの穴を見つけたのだ。

（ここにするか）

　学船長は噴ふん射しや口こうを上へ向け、直立姿勢のまま下降して穴のなかへ。そして穴の最深部に、本日の試合で使う宝箱を隠かくした。

（さて、戻もどるとするか）

　試合開始予定時刻まで、あまり時間は残されていない。帰路につこうと浮上した彼女は、穴から顔を出したところで静止した。

　目測二〇メートル前方――床ゆかから生えた柱と柱の隙間に、一いつ瞬しゆん黒い影かげが横切ったのだ。

（……サメ、か？）

　海中迷宮には様々な生物が存在する。その生物の頂点に君臨するのがサメだが、しかし蒼海潜姫ウンデイーネにとってサメなどザコに等しい。とはいったものの警けい戒かいするに越したことはない。

　学船長は、肩かたにかけていた針弾機銃スピアガンを手に取って穴から浮上すると、そっと柱の裏側をのぞきこんだ。

　サメなどいなかった。

　学船長は怪訝な顔で水みな底そこを見やり、納得したような顔をした。彼女の足もとには、直径二メートルほどの穴が空いていた。穴のなかは階段状になっており、海中迷宮がかつては陸上にあったことをうかがわせる。

　垂直ではなく斜めに掘られているため穴の最深部まで視し認にんすることはできないが、穴の向こうに第三階層が広がっていることを、かつて日本代表の蒼海潜姫だった彼女は知っている。

（しかし、そうなると隠し場所を変えたほうがいいだろうか……）

　宝箱を手にしたついでに第三階層まで降り、情報記憶合金を探そうとするかもしれない。あるいは、その過程で『あれ』に行きついてしまうかもしれない。

（だが、第三階層に『あれ』は存在しないと結論が出たはずだ。それに情報記憶合金も、個人で得たところで得などないしな）

　情報記憶合金は専門技術者の手に渡って、はじめて価値が出る。ただの生徒が手にしたところで無用の長物、ただの石ころと言っていい。

　けっきょく学船長は宝箱の隠し場所を変えず、来た道を引き返した。

　試合がはじまったのは、それから間もなくのことだった。




◆




〈神かみ舞まい〉一同は第二階層を泳いでいた。

　時速一二キロ前後といったところだろうか。自転車を漕こいでいるのと同程度の速度だ。マリアが海翼の扱あつかいに不慣れなのを考慮して、このスピードに落ち着いた。

　さすがに手足だけで泳ぐよりは速いが、海人は物足りなさを感じていた。同時に、このままでは〈海騎士〉に先を越されてしまうのではないか、と焦燥感を抱いていた。

　だが、一番焦っているのはマリアだろう。足を引っ張っていると自分を責めているかもしれないのだ。急ごう、などとは口が裂けても言えない。

〈神舞〉一同は美咲・マリア・姫乃・海人という編成で、鍾しよう乳にゆう洞どうのようにごつごつとした、直径五メートルほどの通路を泳いでいる。

　海人以外の三人は一挺ちようの針弾機銃を装備しており、姫乃は太ももに円盤型の弾だん倉そうが収納されたマガジンホルダーを装着している。重装備だと水中でバランスが取りにくくなるが、さすがに蒼海の攻略者なだけあって、姫乃の動きは安定している。

　唯ゆい一いつ帯刀している海人は、一定の速度を維い持じしたまま注意深く周囲を見やる。

　まるでファンタジー世界にでも迷いこんだかのような、幻想的な光景が広がっていた。海中迷宮は暗黒世界ではなく、一定の明るさに保たれており、四人は淡い蒼色に包まれている。

　かといって視界良好というわけではない。海水の濁りにより、はっきり視認できるのは一五メートルが限界だ。一〇〇メートル向こうだろうと見ることはできるものの、モヤがかかったようにぼやけて見える。

　そのうえ明るさの原因はいまだ定かではないのだ。太陽光が遺跡内にまで浸透しているのではないか――というのが有力説だが、実際のところはわからない。ふいに暗闇になる可能性がある以上、明るいからといって安心はできない。

　海人は気を引き締め、海翼の操作に意識を集中させた。爆ばく発はつ的てきな推進力を誇るスピード特化型の海翼は水の抵てい抗こうを受けやすく、ちょっとした水流でバランスが乱れてしまうが、海人は危なげなく通路を進んでいく。

　次第に通路が狭くなってきた。

　直径五メートルから三メートルにまで通路の幅はばが狭まり、上下にばらけていた四人は、一定の間かん隔かくを保ったまま一列になる。

　迷めい路ろのように入り組んだ海中迷宮は広さも安定しておらず、地を這はうように進まないといけない道もあるし、劇場のように開けた場所もある。

　一見自然の産物のように思えるが、罠がある以上、人工的に造られた迷宮と考えるのが妥当だ。いったいいつ、誰が、どういう目的で造ったかは発見から二〇年経たったいまでも定かではない。あるいは最下層まで行けば手がかりが掴めるかもしれないが、海中迷宮の調査は海人の役目ではない。

　それは――海中迷宮の調査は、蒼海の攻略者だけに与あたえられた任務なのだから。

『……なあ、姫乃。海中迷宮って、何階層まであるんだ？』

　海人は三メートル前を進む姫乃にたずねた。蒼海回線マリンネツトを通して、姫乃の声が返ってくる。

『現段階で八階層まで確かく認にんされてるわ。そこで終わりかもしれないし、ほんの序の口かもしれない。それを確かめるために「大だい規き模ぼ攻こう略りやく」があるのよ』

　大規模攻略は年二回開催されている、蒼海の攻略者だけが出ることを許された世界的な事業だ。迷海覇闘とは違い、その目的は海中迷宮の攻略にある。

　大規模攻略では海翼の扱いなど技術的な面は当然、冷静な判断力や危機的状況に陥った際の決断力など、精神的にも優ゆう秀しゆうでないといけない。

　蒼海の攻略者に任命されるのは、容易なことではないのである。

『姫乃も大規模攻略に出たことがあるんだよな？』

『あるわよ……って、なにあんた、もしかして大規模攻略に出たいわけ？』

『ああ。出たい』

　なにが起こるかわからない海中迷宮に潜るのは、正直言うと怖こわい。だが、海中迷宮には不思議な魅み力りよくがある。恐きよう怖ふ心しんがかすんでしまうほどの好奇心が湧わいてくるのだ。

　いったい最下層になにが存在するのか――。

　つい先日までは全然興味がなかったのに、海中迷宮をこの目で見て、実際に潜ってみて、海人は自らの手で海中迷宮の謎を解き明かしたいと思うようになった。

『だったら白しろ兎うさぎを倒たおすのね』

『なんで白兎を？』

『日本の迷海覇闘の戦績は第三位。つまり日本にはふたりの蒼海の攻略者がいるんだよ』

　と、美咲が会話に加わった。マリアは会話に参加しないのだろうか……と彼女の様子をうかがうと、通路をまっすぐに進むのに精一杯で、会話に参加する余よ裕ゆうがないようだった。

　海人は内心でマリアにエールを送りつつ、

『てことは姫乃と白兎が日本の学園船の二強なのか？』

『そうだね。姫乃ちゃんはともかく、白兎を認めるのは癪しやくだけど……。でも、ふたりともわたしとは比べものにならないくらい、優秀な蒼海潜姫なんだよ。そして、その優秀さを見定めるのは学船長なの』

『つまり学船長の見てる前で、白兎より優秀だってことを証明すればいいのか？』

『うん。でもこの試合で白兎を倒しちゃえば、白兎のほうから海人くんに蒼海の攻略者の座を譲るって、学船長に言うかもしれないよ』

　自らの意志で蒼海の攻略者の座を譲るのもありらしい。が、蒼海の攻略者のプライドの高さは姫乃との模擬戦で思い知ったし、そう簡単に譲るとは思えない。

『今回は白兎を倒すことより、チームが勝つことを優先するよ』

　今回は宝箱争奪戦だ。白兎麗れい華かと戦う必要も、ましてや倒す必要もない。

　海人は蒼海の攻略者になることより、仲間たちと勝利の喜びを分かち合いたかった。

　――と、ほの明るい通路を泳ぎ進んでいた四人は、劇場ほどの広さがある空洞に出た。

　天てん井じようは五〇メートルと高く、直径は一〇〇メートルと広いものの、そこかしこから柱が無数に伸のびているため、あまり広々とした感じはしなかった。

『みんな止まって』

　美咲の指示に海人たちは動きを止めた。すると急停止の反動でマリアが体勢を崩くずした。身体からだを斜めに傾かせていく。

　海人はそんなマリアの腕うでを掴つかみ、体勢を整えさせた。

『す、すまない、助かった……』

　宇宙空間を漂ただよう宇宙飛行士のようにふらふらしながら、マリアは海人に礼を告げた。

『気にするな。ほら、俺に掴まれよ』

　危なっかしくて見ていられない。お互たがい水底一〇メートルの高さに浮ういた状態なので、海人を掴んだところで安定感はほとんど得られないだろうが、いまより遙はるかにマシだろう。

『感謝するっ』

　マリアがむぎゅっと身体を密着させ、腕うでを組んできた。まるで恋人同士のような格好だ。むにゅっと大きな胸が腕に押おし当あてられ、海人の鼓動が加速する。

『『……』』

　美咲と姫乃が、じっとりとした眼まな差ざしで見つめてきた。海人はやましい気持ちがあって腕を掴ませたわけではないと視線で弁明する。

　納なつ得とくしたのか、美咲と姫乃は視線をそらした。

『で、なにが目的で止まったわけ？』姫乃が美咲にたずねた。

『ちょっと確認したいことがあってね』

　美咲が右腕を伸ばした。ほっそりとした手首には腕時計型のデバイスが巻かれている。美咲だけではない。海人たちの腕にも同じものが巻かれていた。海翼と同じく脳波で起動、操作する仕組みだ。

　三人の視線が集まったのを視認すると美咲は腕時計を――攻略図を起動させた。すると攻略図から長方形をした立体画像が飛び出てきた。現在明らかになっている、第二階層の見取り図だ。

　地図上には八つの赤点がある。これは、いま海中迷宮に潜っている蒼海潜姫の数である。攻略図は発信器の機能も持ち、装備者の現在地を特定できるのだ。そのほか地図上には『１』『３』と数字が示されていた。これは第一階層・第三階層へ通じる通路を意味する。

　また試合終了の際には水中を通り抜ける極きわめて低い周波数の電波が学園船から攻略図に送られ、どのチームが試合に勝利したかを知ることができる。勝ったチームには白い画像、負けたチームには黒い画像が表示される仕組みだ。

『〈海騎士〉の様子はどうだ？』

『四人一緒に行動してるみたいだよ。第一階層の通路から遠ざかる形でね』

　階層間の移動に使う通路は、ひとつではない。地図上にある『１』『３』は、それぞれふたつある。迷海覇闘のルールに準じて異なる入り口から第一階層へ突入した両チームは、別々の通路を使って第二階層へ降りたのだ。

『てことは、まだ宝箱を見つけてないってことか？』

『うん、そういうこと』

『では急いだほうがいいのではないか？』と、マリアが申し訳なさそうな顔をする。『わ、私が言えたことではないが……』

　美咲が優やさしいほほ笑えみをマリアに向ける。

『ううん。むしろ、どんどん意見してほしいな。わたし、まだまだ未熟だから』

『そ、そうか。そう言ってもらえると気が楽になるぞ』

　マリアは安心したような表情で言った。それを横目に、姫乃が美咲に質問を投げかける。

『で、なにが目的で止まったわけ？　まさか道に迷ったんじゃないでしょうね』

『ち、違ちがうよ。ただ道を確認しようと思っただけだよ』

　攻略図によると、この空洞から延びる道は五本あるようだった。つまり、ここは分岐点。それぞれの道がどこにつながっているのか確認し、ひとつの道を選ばなくてはならない。

　美咲は攻略図とにらめっこする。

『いまいるのがここだから、ええと…………………………と、とりあえずこの通路は違う。で、こっちは……』

『道を選ぶ前に、目的地を決めなさいよ』と姫乃が言った。

『も、目的地っていうか、目指すべき場所は決めてるよ。学船長がどの通路を使ったかはわかんないけど、両チームにとって不公平にならない場所に隠したと思うの』

　公平な隠し場所は二箇所ある『１』――両チームが降りてきた場所の中間地点であり、そこに宝箱は隠されていると、美咲は推測したようだ。

『だったら、こっちにある道じゃないか？』

　海人が攻略図も見ずに右方を指さすと、美咲が不思議そうな顔でたずねてきた。

『確かにそっちにも道はあるけど……どうしてそう思うの？』

『どうしてって……』

　そういえばどうしてだろう、と海人は首を捻ひねる。

　海中迷宮を訪おとずれてから、ずっと不思議な気持ちだった。

　ここが迷宮だということは理解しているが、迷う気がしないのだ。

　いつだったかわからないが、遠い昔、ここに来たことがあるような――……

『……あってる』

　と、美咲が驚おどろいた顔で報告した。

『海人くんが指した道、辿たどってみたら広い空洞に行きつくの。第三階層につながる通路がある場所なんだけど……そこ、ちょうど〈神舞〉と〈海騎士〉が使った通路のまんなかに位置してるんだよ。すごいよ海人くんっ！』

『偶然でしょうけど、時間の短縮にはなったわね。で、そっちに進むわけ？』

『うん。行ってみる価値は充分あるよ』

　話がまとまり、〈神舞〉一同は隊列を組みなおした。

　海人が指示した方向へと進み、直径五メートルの通路に突入する。前にまっすぐ延びた道を、再び時速一二キロで泳いでいく。

　――行き止まりだった。

　ごつごつとした堅固そうな壁かべを前に、美咲が狼狽える。

『ど、どうして!?　この道であってるはずなのに……なのに、どうして行き止まりなの!?ま、まさか地形が変わったり――』

『いや、どうやらそうじゃないっぽいぞ』

　海人は、五メートル上方を指さした。天井近辺の壁に、一メートル四方ほどのダクトのような隙すき間まがあった。

『行き止まりに見せかけてただけだったのね……取り乱してごめんなさい』

　美咲は謝あやまると、隙間目指して上じよう昇しようしようとしたが、

『待ちなさい』と姫乃に呼び止められた。

『どうしたの？』

『罠があるかもしれないわ』

　姫乃は迷海覇闘に出場した際、何度か今回のような状況に遭そう遇ぐうしたことがあるらしい。

　海中迷宮では壁に触れても確実に罠が発動するわけではないのだが、今回のような接せつ触しよく必至の通路だと高確率で罠が発動するようだ。

　つまり、リーダーが率先して進むべきではない、と姫乃は言いたいのだ。

『な、なるほど。それじゃあマリアちゃん、お願いできる？』

　美咲が非情な指示を出す。とはいえマリアを使い捨てようというわけではない。

　マリアはチーム唯一の守護者ガードなのだ。チームをサポートするため身体を張って安全確認するのも守護者の務めなのである。

『よ、ようやく役立てるときがきたのだな……！』

　マリアは喜びに打ち震えていた。凜りんとした顔つきで隙間を見上げ、ブーツ型の推進器で上昇していき、壁の向こうへと姿を消した。

『壁に接触してしまったが、いまのところ罠の発動はないぞ。隙間のなかはかなり狭いが、なんとか通り抜けることができそうだ。……隙間を通り抜けたぞ！　つるつるした通路が広がって――ひゃっ、な、流れが急だ！　ここは流れが急だぞ！　油断すると壁まで押し流されてしまいそうだ！　気をつけるのだぞ！』

　マリアの実況を受け、一同は気を引ひき締しめてダクトのような隙間へ突入した。

　マリアの報告どおり隙間のなかは狭く、そのうえ下り坂のようになっていた。かなりの閉塞感があり、何度か四方を取り囲む壁に接触したものの、罠は発動しなかった。

　隙間を抜けた三人は、直径二メートルほどの狭い通路に出た。これまでの通路と異なり、表面に凹凸が一いつ切さいなく、つるつるとしていた。おそらく激しい水流により長い時間をかけ、尖とがりが削られたのだろう――と海人が推測していたとき。

『――わぁ!?』

　仲間との合流に安心し、気を緩めたのだろう。マリアが急流に押し流され、壁に背中をぶつけてしまった。

　その衝しよう突とつを受け、海中迷宮が『侵しん入にゆう者しやあり』と判断したようだ。




　通路の床一面に五センチほどの穴が無数に開き、四人は青ざめた。




『わ、罠よ！　みんな急いで正面に避難して！』

　美咲の指示に一同が慌ててウォータージェットを噴ふん射しやさせた――瞬しゆん間かん、

　ドッドッドッドッドッドッド！

　海人の後方から重低音が反はん響きようしてきた。

　最さい後こう尾びの海人は背後を振り返り状況を確認する。

　通路の床に空いた穴という穴から、先端を鋭く尖らせた漆黒の杭くいが、次々と飛び出していた。重低音の正体は、床の穴から次々と飛び出した杭が天井に衝突する音だったのだ。

　スピードを落とせば床から天井めがけて次々と射出される杭の林のなかに呑みこまれ、身動きが取れなくなる。そうなると自力での脱出は不可能だ。最悪の場合、窒息死する。

　生きて海中迷宮から脱出するには杭の侵攻がおよばない場所――床に杭を仕込んだ穴が空いていない通路まで逃げるしかない。

　死の可能性を目の当たりにしながらも海人が的確に指示を出すと、美咲と姫乃が了解の旨を伝えてきた――が、マリアだけは『杭だと!?』と後方を振ふり向むいて、自分の目で杭の存在を確かめようとする。

『ちょ、なに振り向いてんのよ！　集中しないと危な――』

『――ひぁっ！』

　海翼の扱いに不慣れなマリアは後方確認によりバランスを崩して左へ移ろい壁に衝突。その反動でくるりと身体の向きが変わり、マリアは杭へ突っ込む格好になる。

『なにやってるのよ！』

　突とつ進しんしてきたマリアを姫乃が咄とつ嗟さに抱きとめた。ちょうど、互いの下腹部に顔を埋うずめる格好だ。姫乃とマリアの海翼は、逆方向にウォータージェットを噴ふん出しゆつしており、ふたりの速度が急激に落ちていく。このままではまずいと判断したのか、マリアは姫乃の下腹部に顔を埋めたまま、慌てて噴射口を杭のほうへ向けた。

　その瞬間――姫乃とマリアのウォータージェットが交わり、ふたりの動きが乱れた。

　姫乃とマリアは抱きあったまま右へ左へと不規則に揺れ動き――

　美咲が正面に進んだ道を左折してしまった。

　海人は美咲を追いかけ正面へ進む。その通路の床にも杭を仕込んだ穴が無数に存在していたが、海人が気にするべきことはほかにある。

『おい美咲！　姫乃とマリアが違う通路に消えたぞ！』

『えっ、うそ!?』

　先頭を進む美咲はふたりの消失に気づいていなかった。

『こんなうそつくか！　どうすりゃいい!?』

『ま、待って！』美咲は攻略図を一いち瞥べつする。『この先の十字路を左折して！』

『了解！』

　と、海人と美咲は十字路を左折した。直後、杭がふたりの後方を通りすぎた。ふたりが進んだ通路には杭を仕込んだ穴は見当たらない。

　どうやら無事に杭から逃げきれたようだ。

　海人は早はや鐘がねを打つ心臓をそのままに、通路をふさぐようにびっしりと生えた杭を見る。鉄のように硬そうな杭だが、錆びていないところを見るに鉄製ではなさそうだ。しかし、いまは杭の素材より気にするべきことがほかにある。

　姫乃とマリアとの合流をどうするか、だ。

『罠って、ずっとこのままなのか？』

『ど、どうだろ。ここに来るまでに発動したままの罠は確認できなかったから、そのうち引っこむと思うけど……』

『なら杭が引っこむまでここで待って、ふたりと合流するか？』

『できることなら合流したいけど……でも、いつ消えるかわからないのに待ち続けるのはリスクが高いし……』

『じゃあ、合流できる最短ルートを探すか？』

『ちょ、ちょっと待ってね』

　美咲は慌てて攻略図を確認する。海人は横から攻略図をのぞきこんだ。ふたりが消えた地点に、ふたつの赤点が確認できた。姫乃とマリアだろう。

『姫乃ちゃん！　マリアちゃん！　聞こえる!?　聞こえたら返事して！　…………………………だめね』

　美咲が肩を落とす。通常会話なら問題なく行える蒼海回線も、この距きよ離りと障害物を前にしては役に立たないようだ。

『どうする？』

　と、海人は統率者クラウンの判断を仰いだ。

『そうね。合流するのは時間がかかりそうだし、このまま二手に分かれて行動しましょ。幸い、目的地はすでに伝えてるし、マリアちゃんには姫乃ちゃんがついてる。経験豊富な姫乃ちゃんが一いつ緒しよなら安心だよ』

『わかった。おまえになんかあったら困るし、俺おれから離れないようにしろよな』

『う、うん！　じゃあ急ごう！』

　仲間とはぐれたというのに表情を赤らめる美咲を不思議に思いつつ、海人は海翼を起動させたのだった。




◆




『す、すまない。順調に進んでいたのに私のせいで……』

　姫乃の肩を借りて体勢を整えながら、マリアが謝る。

『罠の餌え食じきにならなかっただけマシよ。それにあんただって、悪気があったわけじゃないでしょ』

　漆黒の杭林を背景に、姫乃は前方の通路へ視線を向ける。なめらかな岩肌のなか、直径五メートルの通路が広がり、三〇メートル向こうに曲がり角があった。

『し、しかし、結果的にチームを不利な状況へ追いこんでしまった。私なんか、スタート地点から動かないほうがよかったのだ……』

　自分のミスで仲間を危険な目に遭わせてしまったことがかなり堪こたえているようだ。昨夕見せた自信は見る影もなく、マリアはみるみるネガティブ思考になっていく。

『そんなことないわよ。だいたいね、あたしだって最初から海翼を使いこなせたわけじゃないんだからね。自分が特別へたくそだなんて思っちゃだめよ。使いこなせるようになりたいのなら訓練につきあってあげるから、さっさと立ちなおりなさい』

『き、気持ちは嬉うれしいが、第五訓練所に水はないぞ？　これでは海翼の訓練などできないのではないか？』

『あんたなに言ってんのよ。この試合に勝てば、あたしたちは日本代表になるの。つまり、すべての訓練所が使い放題になるのよ』

　あきれたように言う姫乃に、マリアは表情を明るくさせた。

『そ、そうか！　ではぜったいに勝たねばな！』

『最初からそのつもりよ』

『心強い！　して、勝つにはどうすればいい？　合流か？　進撃か？』

『あらかじめ伝えられてた目的地に行けば合流できるはずだけど……、ふたりはどうするつもりかしら。ちょっと待ってなさい、いま確認するから』

　そう言って姫乃が攻略図を起動した、そのとき。




　ぱしゅん！　ぱしゅん！




　ガス漏もれのような発射音が聞こえた直後、姫乃とマリアは胸に刺し激げきを感じた。銃じゆう撃げきだ。

　姫乃は針弾機銃を構えると同時に、自分の前方を目視した。三〇メートルほど向こうに双ふた子ご少女――柏かしわ木ぎ姉妹が横並びに浮いていた。

『見つかったのっ』

『逃げるのっ！』

　ばしゅっと海翼を起動させ、双子が角の向こうへ姿を消した。

『待つのだ！』

　汚名返上のチャンスだと考えたのか、マリアはすかさず海翼を起動させて、柏木姉妹を追いかけた。

『ちょ、あんたこそ待ちなさい！』

　姫乃が呼び止めたが、そのときすでにマリアは曲がり角に差しかかっていた。ぱしゅんぱしゅんと発射音が鳴り、針弾がマリアに襲おそいかかる。

『ま、待まち伏ぶせだとっ？』

『ああもうっ、だから待てって言ったじゃない！』

　マリアに追いついた姫乃は曲がり角の向こうへ銃じゆう口こうを向ける。そこに敵影はなく、

『――っ』

　肩に刺激が走り、姫乃は慌あわてて目線を上げた。

　五メートルほど上方に、双子が浮いていた。

『くらうのっ』

『受けるのっ！』

　双子が連射してきた。針弾機銃の威力は側面のレバーを操作することにより変化する。発射音から推測するに柏木姉妹はガス圧を最大値に設定しているようだ。その際に生じる銃撃の反動は海翼で相殺しているのだろう。

　安定した体勢から繰り出される銃撃は、かなりの命中精度だった。

『こっちよ！』

　姫乃はマリアの腕を引っ張って角に隠れた。通路の向こうから飛んできていた銃じゆう弾だんが、ぴたりと止やんだ。海中迷宮では弾倉の召しよう喚かんができないため、無む駄だ弾だまを使わないように気をつけているようだ。

『そう、あんたらが相手ってわけね！』

　壁を背にして話しかける姫乃。返事はすぐにあった。

『そうなのっ』

『相手にとって不足なしなのっ！』

『ひ、姫乃の知りあいか？』

『柏木出いづ雲もに柏木八や雲くも――クラスメイトよ』

『強いのか？』

　不安げなマリアに、姫乃は不敵に笑う。

『愚ぐ問もんね。このあたしに比べたらザコよ！』

　姫乃は攻略図を確認する。この場で決着をつけるつもりのようだ、柏木姉妹はその場にとどまっていた。

『ザコとは失礼な奴やつなのっ』

『どちらがザコか教えてやるの！』

『弱い奴ほどよく吼ほえるのよね』姫乃はマリアを振り向く。『あたしがかたをつけるわ。あんたはここに隠れてなさい』

『私がいると、邪じや魔まか？』

　マリアが悲しそうな顔でたずねてきた。

　姫乃は一瞬ほうけたあと、口元に微び笑しようをたたえた。

『ばかね。そういう意味じゃないわ。あたしは強襲者アサルト――戦うのが仕事なのよッ！』

　言うが早いか、姫乃は針弾機銃を構えて柏木姉妹に突とつ撃げきした。




◆




　錆びた水道管のような通路を抜けた海人は、高さ五〇メートル・直径一五〇メートルはあろう、野球場ほどの広さがある空洞に出た。そこかしこから肉食獣の牙を彷ほう彿ふつとさせる柱が伸び、水底には採掘跡と思おぼしき穴が散見できる。

『姫乃とマリアはどうしてる？』

　あらかじめ決めていた目的地に到とう着ちやくした海人は、美咲に姫乃とマリアの状況をたずねた。

『まだ戦ってるみたい』

　姫乃とマリアが戦闘中なのは知っている。海人が知りたいのは戦況だ。

　海人は美咲の攻略図をのぞきこんだ。美咲が身体を寄せて、見やすいようにしてくれた。

　姫乃とマリアは二人組と戦っているようだった。強襲者だからといって姫乃がひとりで相手をしているのだろう、四つある点のうち、ひとつだけ少し離はなれた場所にあった。

『『……』』

　海人も美咲も不安そうな顔で攻略図を見守っている。仲間の勝負の行方ゆくえが気になるのだ。しかし現場を確認できない以上は仲間を信じるしかない。

　海人は気持ちを切り替えて、あらためて美咲の攻略図を見た。

　この空洞には、赤い点が四つあった。近くに〈海騎士〉がひそんでいるのだ。

　海人と美咲がここへ到着する二分前、べつの通路からこの空洞にやってくるのを美咲が攻略図で確認していた。

　現在、〈海騎士〉は空洞内を右往左往している。宝箱を探しているのだろう。

『それじゃ、美咲は宝箱探しに集中してくれ』

『海人くんはどうするの？』

『強襲者は強襲者らしく敵を排はい除じよするさ。ここのふたりを倒せたら、焦らずに宝箱探しができるだろ？』

『わかった。じゃあ気をつけて――』




『ああーっ！　見て見て麗華、宝箱だよ！』




　そのとき、少女の声が聞こえてきた。

『宝箱だと!?』

『急ぎましょう！』

　ふたりは海翼を起動した。

　牙のように生えた柱をすり抜け、海を切り裂くような速さで〈海騎士〉のもとへ向かう。

『いたぞ！』

　一五メートルほど下方、床から伸びる柱の手前に麗華たちの姿があった。先ほど宝箱を発見したと報告していた少女が、ちょうど穴から宝箱を取り出したところだった。

　と、麗華が海人たちを見上げてきた。

『ここはわたくしに任せて、あなたはお逃げなさい！』

　麗華の指示に、少女は宝箱を胸に抱だきしめると、海翼を起動させた。地を舐なめるほどの低高度で去っていく。

『美咲は宝箱を頼たのむ！　白兎は俺に任せろ！』

　一いつ瞬しゆん不安な面差しを浮かべた美咲だったが、海人を信じることにしたのだろう。美咲は宝箱を抱かかえた少女を追いかけていき、あっという間に見えなくなった。




◆




　美咲が宝箱争奪戦に集中できるようにするため海人は麗華の正面へ移動して追つい撃げきを防ぎ、敵意を自分に向けさせるべく挑ちよう発はつするように言い放つ。

『覚かく悟ごしろ、おまえは俺が倒してやるぜ！』

　突とつ然ぜんの勝利宣言に麗華は一瞬ほうけたような顔を作り、口元に勝ち気な笑みを浮かべた。

『あらあら、ずいぶんと強気なのですねぇ。あなたの目の前にいるのが誰だれなのか、ご存じないのでしょうか？』

『知ってるさ、蒼海の攻略者だろ』

　海人が吐き捨てるようにそう言うと、麗華が不愉快そうに眉まゆをつり上げた。

『初心者のくせに、本気で蒼海の攻略者に勝てるとでも思ってるのですか？』

『思ってるさ。おまえこそ、初心者だからって油断してると痛い目見るぜ？』

『口だけは一人前ですね。いいでしょう。そこまで言うのでしたら、あなたのその自信を粉々に砕いてさしあげます！』

　麗華の敵意は完全に海人へ向けられたようだ。針弾機銃の銃口が海人に向けられた。

『口が達者なのはお互い様だろ！』

　威い勢せいよく言い放った海人は麗華に背を向けて海翼に加速指示を出した。時速四〇キロで麗華から遠ざかるように水中を突つき進すすんでいく。

『やはり口先だけでしたか！　ですが逃がしませんよ！　二度とわたくしに生意気な口が利きけないよう、力量の差を思い知らせてさしあげます！』

　麗華が猛もう烈れつなスピードで追ってきた。柱と柱の隙間を縫うように進んでショートカット、八〇メートルはあった距離が数秒で二〇メートルにまで縮められた。

『背中ががら空きですよ！』

　麗華は速度を落として海人との距離を二〇メートルに保ち、斜ななめ上うえから景気よく針弾を発射する。麗華の銃撃の腕うで前まえは非常に高く、針弾が次々と海人に当たった。このままでは完全防衛システムが起動するのも時間の問題だ。

　海人の仕事は麗華の足止めであり、現時点で足止めは成功したようなものだが、試合に勝って勝負に負けるのは望ましくない。それでは試合に勝てても素す直なおには喜べない。

　この戦い――。試合に勝って勝負にも勝つのが海人の理想だ。仲間にはチームの勝利を優先すると告げていたが、バトルがはじまった以上は勝ちたいのだ。

　そして麗華を倒すには〈水すい明めい〉の発動が必要不可欠となる。が、水の濁りで視界が悪く、おまけに柱が邪魔で麗華の観察に集中できない。柱の回かい避ひに意識を割さいている現状では、いつまで経っても麗華を見み極きわめることなどできそうにない。

（しかたねぇ！）

　海人はスピードを落として麗華の接近を許した。麗華の下に潜もぐりこみ、天井を見上げるような体勢になる。互いの距離は一五メートルといったところか。この距離ならぎりぎり麗華の肉体の微び細さいな動きまで見ることができる。加えて一五メートル真上に浮かぶ麗華と同様の動きをすることで進行方向を確認することなく柱を回避することが可能だ。

『なにがやりたいのですか、あなたはッ！』

　麗華が困こん惑わくしたように怒鳴るが海人は無視する。次々と放たれた針弾が腹部に当たるが海人は回避しない。海人は80／1000と表示された自分の目に意識を集中させ、一五メートル上方に浮かぶ麗華を観察する。水底に近いほど柱は太くなるため、海人は麗華より少し大回りに動き、麗華に視線を固定したまま柱を避よけていく。

『行動の意味がわかりませんが、わたくしの圧勝で終わらせてさしあげます！』

　麗華の銃撃が面白いくらい海人に当たる。

　しかし海人はこの作戦を中断しようとはしなかった。

　麗華のような強者相手に〈水明〉を発動させるにはこの方法が一番確実なのだ。

　肉を切らせて骨を断つ。危険を乗り越えて〈水明〉を発動させた暁には、一いち撃げきで麗華を倒してやる！

　雨に打たれるような刺激が全身を襲うなか、海人は闘とう志しの宿る目で麗華の観察を続けた。

　リスクを冒したかいもあり、麗華との戦いが幕を開けてから五分が経たった頃ころには彼かの女じよの動きが読めてきた。そして戦闘開始から八分が経ったとき、ついに〈水明〉が発動した。

　白兎麗華を掌しよう握あくした海人の目には770／1000という数値と麗華の次の動作が映っている。

（〈水すい雷らい〉を確実に当てるためにも、まずは白兎に隙すきを作らせないとな）

　そして最も隙が生まれるのは弾だん倉そうを交こう換かんする瞬間だ。麗華が弾たま切ぎれを起こし、太ももに装備したマガジンホルダーに手を伸ばした隙をついて〈水雷〉をお見舞いしてやる――！

　作戦を立てた海人はスピードを上げて麗華を引き離す。それから柱と柱のあいだを縫うように旋せん回かいして麗華に向きなおった。すると麗華は警けい戒かいしたのか三〇メートルほど離れたところで動きを止め、海人の出方をうかがう。

　一方、針弾機銃の弾倉が空になるまで攻こう撃げきを回避する予定の海人は水みな底そこ一五メートルのところに浮かび、じっと麗華を見つめている。

　と、海人に攻撃の意志がないと感じ取ったのか、麗華が銃口を海人に向けた。

　この時点で海人には麗華の狙ねらいが読めている。

　銃撃を避けるのは造作もないことだ。

　しかし銃撃がはじまったというのに海人は回避行動に移らなかった。

　海人の意識は麗華の一〇メートルほど斜め後ろに浮かぶ『人ひと影かげ』に向けられていたのだ。

　その人影――銀色の髪かみをした少女は麗華を見つめたままワキを締め、拳こぶしを腰こしまで引いた。

　その構えを見た瞬間、ぞくりと途方もない寒気がして――、

　――守らないと！

　本能が麗華を守れと命じてきて、海人は猛烈な速度で麗華に突っこんだ。

『捨て身とは愚かなまねを！』

　攻撃と勘かん違ちがいしたようだ、麗華の銃撃は止まるどころか勢いを増した。が、海人は弾を避けようとはせず、針弾を受けながらも直進していき――

　どん！　と思いきり麗華を突き飛ばした。

　その瞬間だった。海人の右半身に凄すさまじい圧迫感が生じ、十数メートル吹き飛ばされた。柱に衝突して動きを止めたとき、海人の視界には990／1000と表示されていた。







《第六幕》







『あ、あなた、いったい何者ですか!?』

　突とつ如じよとして現れた銀髪少女に銃口を向け、麗れい華かは怒ど鳴なった。海かい人とは海翼マーメイドを使って高度を上げ、麗華のもとへ向かう。そして、

『白しろ兎うさぎの仲間じゃないのか？』とたずねた。

　少女の攻撃は麗華を狙っていたように見えたが、誤射の可能性もあった。だが、麗華の反応を見るに――

『全然知らない娘こです！』

　やはり仲間ではないようだ。麗華は銀髪少女に銃口を向けたまま疑いの目で海人を見る。

『あなたのほうこそ、知りあいではないのですか？　あの娘、熱い眼差しであなたのこと見つめてますよ!?』

『熱い眼差しだと？』

　海人は一五メートル前方に浮かぶ、正体不明の少女を見つめた。

　作り物めいた美び貌ぼうを持つ、人形のような少女だ。

　陶器のような白い肌はだにあどけない唇くちびる。

　つり上がった目に翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみ。

　漆黒の水着に同系色の海翼。

　幼さの残る風体なのに、異様な殺気を放っている。

　確かに麗華の言うように銀髪少女は熱烈な視線を海人に送りつけていた。

　それにしても、と海人はべつの疑問を抱く。

（あいつ、どこかで見覚えがあるんだよな……）

　そうだ、と海人は思いだす。正しくは『あいつ』ではなく『あの銀髪』なのだが、先日手すりから放り出されそうになったとき、海人は銀髪を目にしていた。

　だが、あの銀髪の持ち主が目の前にいる少女だとして、なにが目的で船の側面なんかにしがみついていたのだろうか。海人は想像力を働かせる。

（……まさか、学がく園えん船せんをタクシー代わりに使ってたんじゃないよな？）

　事情は知らないが、銀髪少女は学園船にしがみついて海かい中ちゆう迷めい宮きゆうへ向かっていた。しかし海人の『ひとだ!!』との叫さけび声ごえを耳にして慌てて海に飛びこみ、海翼を使って、あるいは再び学園船にしがみつき、はたまた学園船に潜りこみ、海中迷宮に到とう達たつしたのだろうか。

　いずれにしても信じられないような話だ。しかし海人はそれくらいしか思いつかない。自分の推理が正しいかどうかを確かめるためにも、銀髪少女に語ってもらう必要がある。

　しかし言葉が通じるかどうか――




『ちょ、ちょっと、どうして男が海中迷宮にいるのよ!?』




　突然、少女が怒鳴った。

　流りゆう暢ちような日本語が、蒼海回線マリンネツトを通して海人に届く。

　蒼海回線を通しての声ということは、彼女が着ているのは海帝潜装リヴアイアサンと考えていいだろう。つまり彼女は、蒼海潜姫ウンデイーネということになる。そうだとすると、ますます彼女が海中迷宮を訪れた理由を知る必要がある。他国の蒼海潜姫が無断で海中迷宮に侵しん入にゆうしているのなら、戦争の引き金になりかねないので。

『俺は須す賀が海人。こう見えても蒼海潜姫なんだ』

　会話を円滑に進めるためにも、まずは彼女の疑問を解消してやったほうがいいだろう。海人が自己紹介とともに疑問に答えてやると、少女は驚きよう愕がくしたように目を見開いた。

　が、次の瞬間なにかに気づいたような顔になり、ひとり納なつ得とくするように言う。
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『なるほどね。そういうことなら男の蒼海潜姫が存在してることにも納得がいくわ』

　次は海人が驚愕する番だった。無理もない。銀髪少女の台詞せりふは男の蒼海潜姫が存在する原因に心当たりがあるような内容だったから。

『おまえ、俺のこと知ってるのか!?　だったら教えてくれ！　俺はいったいなんなんだ？　どうして俺は、男なのに蒼海潜姫の素質を持ってるんだ!?』

『不用意に近づくのは危険です！』

　海人が少女に詰つめ寄よろうとしたのを麗華が腕うでを掴つかみ制止した。海人ははっと我に返るが心中は穏やかではない。

　蒼海潜姫の素質が見つかったおかげで海人はさらに強くなれたが、他人の目に、海人は『突然変異の怪かい物ぶつ』のように映っているのではないかと考えると、素直に喜ぶことなんてできなかった。しかし男の蒼海潜姫である原因が明らかになれば、海人は自分は怪物ではないのだと安心できる。

　知りたい。

　教えてほしい。

　海人はすがりつくような目で銀髪少女を見つめた。

　そんな海人を見て、銀髪少女は優越感に浸るような笑えみを浮うかべた。

『ふぅーん、そんなに知りたいんだ。だったらこうしましょ。そこの黒髪女を殺したら、どうしてあんたが男のくせに蒼海潜姫の素質を持ってるのか、特別に教えてあげる』

『死んでもお断りだ!!』

　海人は即そく答とうした。海人は二度と目の前で誰かが死ぬのを見たくなかったし、自分の手で誰かを殺すくらいなら死んだほうが遙はるかにマシだと本気で考えている。

『ま、あんたが殺そうが殺すまいが関係なく、その女は死ぬんだけどね。そしてあんたは生け捕りよ。男の蒼海潜姫を捕まえて、エリスの手て柄がらにしてやるのっ！』

　エリスというのは彼女の名であり、手柄ということは、組織の一員なのだろう。そしてエリスはトップではない。何者かがエリスを海中迷宮に向かわせて、なにかをするように指示を出したのだろう――と海人が推理していると、

　エリスが先ほどと同じように拳を引いた。視線の先には麗華の姿が――

『危ない白兎！』

　海人は麗華の腕を掴み一気に上昇した。ほとんど同じタイミングでエリスが正せい拳けん突づきを放った。

　瞬間、拳の先せん端たんより『なにか』が放たれた。さながら『透とう明めいな魚ぎよ雷らい』といったところか。それは凄まじい速度で海中を進み、柱に衝突して弾はじけ飛んだ。ミシと軋きしむ音が水中に響ひびき、すり鉢状の亀き裂れつが柱に刻まれた。

　その光景を一五メートル上方より見ていた麗華は、唖あ然ぜんとした。

『なんですか、いまの技わざは！　なぜなにもないところから攻撃が飛び出てくるのです！』

『おそらく衝撃波だ』

　海人は麗華のとなりに浮かび、落ち着いた様子で言った。エリスは爆ばく発はつ的てきな勢いで拳を放って水流を生み、衝撃波として飛ばしているのだ。

『へえ、よく気づいたわね、すごいじゃない。ご褒美に撫なでてあげる、こっち来なさい』

『あいにくだが、お子様趣味はないんでな』

『撫でられるのは嫌きらいなの？　だったらアジトに連れて帰って、たくさんたぁ～っくさん撫でてあげるわねッ！』

　ばしゅん！　エリスは猛烈な勢いで加速した。海人は麗華から離れるように下降する。先ほどの喧けん嘩か腰ごしのやり取りから、エリスの敵意は海人に向けられたと考えたのだ。

　だが、海人は読み間違えた。

　海人に接近するふりをしていたエリスはＬ字を描くように曲がり、麗華へ迫せまったのだ。

　しかし麗華に油断はなかった。

　ぎりぎりまでエリスを引きつけた麗華はブーツ型の推進器で一メートルほど上じよう昇しようすると、足下を通過したエリスめがけて針弾を連射した。

　柱の裏に隠かくれるエリス。針弾の直撃を受けた柱には、しかし傷ひとつついていなかった。両者の攻撃力には天地の差があり、そのうえ肉体を武器に戦うエリスに弾切れはない。が、戦いが長引けば長引くほどエリスが有利になるというわけでもない。

　海帝潜装で身体能力を五〇倍に向上させたとしてもエリスのように衝撃波は放てないが、そもそもこの『五〇倍』というのは装者の肉体に負担をかけない上限値なのである。

　蒼海潜姫は海帝潜装から放出される電気信号を受け、身体能力を上げている。しかし、電気信号放出量を増やしすぎると――上限値たる五〇倍を超こえてしまうと、装者の肉体にそれ以上負担がかからないよう完全防衛システムが起動し、強制的に戦闘不能状態となる。

『そんな無茶な戦い方を続ければ、身体からだがおかしくなりますよ!?』

　エリスが纏まとった海帝潜装の上限値が何倍に設定されているかはわからないが、エリスの身体に相当な負担がかかっていることは疑いようもない。

　立てこもり犯を説得するような調子で、麗華はエリスに忠告した。

『この「粛しゆく正せいノ衣ころも」を、海帝潜装みたいなガラクタと一緒にするんじゃないわよ！』

　説得は失敗に終わる。エリスは柱の裏で移動していたらしく、ふいに麗華の三メートル上から飛び出てきた。天てん井じように背を向ける体勢になり、麗華めがけて衝撃波を放つ。

『避けろ白兎！』

　海人はいち早くエリスを見つけ、麗華の腕を引いて衝撃波を回避させた。そして床ゆかから伸のびた柱の裏に隠れて盾代わりにすると、海人はエリスを怒鳴りつけた。

『おまえの目的はなんだ！　情報記憶合金オリハルコンが欲ほしいのか？　もしそうだったら、正々堂々迷海覇闘オーシヤンデユエルで手に入れろ！』

『情報記憶合金なんかいらないわよ。だって、もう充じゆう分ぶんすぎるほど持ってるもの！』

　エリスが柱の正面にまわりこんできた。すでに拳は引いている。

　海人と麗華は瞬しゆん時じに急上昇して衝撃波をかわした。柱に亀裂が走る。

　海人と麗華は一五メートル上方で静止した。そして麗華が、

『充分すぎるほどって……いったいいつの間に採掘してたんですかっ？』

　エリスが小こ馬ば鹿かにするような顔で麗華を見上げる。

『採掘ぅ？　なんでわざわざ、そんな面めん倒どうなことしなくちゃならないわけ？　欲しけりゃ奪えばいいだけなのに！』

　海人は愕がく然ぜんとした。

『う、奪うだとッ!?』

　学がく船せん長ちようは言っていた。研究所跡地から情報記憶合金がごっそり消えていたと。何者かが研究所職員から情報記憶合金を強奪したと。

　それが同一人物による犯行だとすると――

『お、おまえが父さんと母さんを……い、いやっ、』

　冷静になれ、と海人は自分に言い聞かせる。

　エリスが犯人だと決めつけるのは早い。第一エリスは海人より二つか三つ年下だろう。事故当時六歳前後だったはず。そんな年端もいかない少女が、あんな事件を引き起こせるわけがない。

　だがエリスは組織に所属していると言った。そのなかに一連の犯行に関わった者がいる可能性はある。

　誰が両親を殺したのか――。

　犯人にたどりつくためにも、エリスからもっと多くの情報を引き出さなくては。

『情報記憶合金がいらないなら、ここでなにしてたんだ！』

　エリスが嘲あざけるように嗤わらう。

『もしかしてなにも知らないわけ？　ここがどういう場所か、かつてなにが起きた場所か、ここになにが眠ねむっているのか――な～んにも知らされず、潜らされてるわけ？　あははっ、いいように利用されて、ばっかみたい！』

『なにわけのわからないことを……！　というか、あなたはどの国の蒼海潜姫なのです！　いいかげん白状しなさい！』

　エリスが麗華を睨にらみつける。

『蒼海潜姫ごときが、「輪廻戦姫フエニクス」に命令してんじゃないわよ！』

『輪廻戦姫……？』

　ぽかんとする麗華に、エリスははっとして、

『……いけない。少ししゃべりすぎちゃったみたいね。ちゃんと始末しないと天てん舞ま姉様に怒おこられちゃうわ』

　エリスが猛スピードで突とつ進しんしてきた。海人は麗華の腕を掴んで回避しようとしたが――空振りする。

　海人が腕を掴むより先に、麗華はエリスに突進をしかけていた。なにやってんだ白兎！　と海人は叫びそうになったが、麗華は自滅するつもりなどないようだ。

　先ほどやったのと同じように、ぎりぎりまでエリスを引きつけた麗華は一メートル上昇。エリスをかわした直後に前転の要領で方向転換して銀髪を追いかけ、針弾を連射する。

　次の瞬しゆん間かん、エリスは噴ふん射しや口こうを逆方向へ向けて急ブレーキをかけ、麗華を振ふり向むいた。

『なっ！』

　先ほど柱の裏に隠れたことから、あえて被ひ弾だんの道を選ぶとは思っていなかったのだろう。予想外の事態に麗華は回避できず、猛スピードのままエリスに衝しよう突とつしてしまった――瞬間、

『つーかまーえたっ』

　がしっ、とエリスが麗華の腕を掴み、その速度を残したままジャイアントスイングでもするように麗華を振りまわして背後の柱に叩きつけた。

『白兎！』

　海人は助けに向かうが、間に合わない。麗華との距きよ離りが残り三〇メートルというところ、エリスはすかさず第二撃に移っていた。麗華の綺き麗れいな顔に拳を叩きこむ！




『はぁぁぁぁあああああっ！』




　エリスの拳が炸裂する直前、横からマリアがロケットのように飛んできた。どん！　とエリスの脇わき腹ばらにタックルする。エリスを巻きこんだまま十数メートル先の柱に衝突した。

『よ、よくもやってくれたわね！』

　すぐさま体勢を立てなおしたエリスは憎々しそうに怒鳴り、天地逆さま状態のマリアの顔面に拳を叩きこもうと腕を引く。




『そうはさせないわよ！』




　そのとき、姫ひめ乃のが銃撃とともに飛んできた。

　一いつ瞬しゆん怯ひるんだエリスの隙をつき、姫乃はマリアの足首を掴んで去っていく。そして姫乃とマリアは海人のもとへたどりついた。

『これ、どういう状じよう況きようなわけ!?』

『美み咲さきはどうしたのだ!?』

　姫乃とマリアが口々に疑問を飛ばしてきた。海人は疑問に答える前にエリスを見やる。エリスは現在、麗華と交戦中だった。

『美咲は宝箱争奪戦の最中だ』

　海人は手短に答えた。

『てことは〈海うみ騎き士し〉は五人だったわけ？』

『違ちがう。あいつは〈海騎士〉じゃない。それどころか蒼海潜姫ですらないらしい』

　姫乃とマリアが困こん惑わく顔がおを浮かべる。

『蒼海潜姫じゃない？』

『では何者なのだ？』

『名前はエリスだ。輪廻戦姫とか言ってたが、詳しいことはわからない。ただ、俺おれたちの敵であることは確かだ！』

　海人がそう言うと、姫乃が好戦的な顔つきになった。

『それだけわかってるなら充分よ！』

　言うが早いかエリスに銃口を向けた姫乃に、海人は忠告する。

『あいつが正拳突きの構えを取ったらすぐに正面から離れろ。衝撃波を飛ばしてくるぞ』

『衝撃波……つまり弾切れしないってわけね』

　現在、蒼海潜姫サイドが所有している針弾機銃スピアガンは姫乃が一挺ちよう・麗華が一挺の計二挺で、替えの弾倉はつきている。

　訓練所では弾倉の召喚が可能だが、海中迷宮では持ちこんだ武器がすべてだ。弾切れの前にエリスを倒せる保証がない以上、やみくもに攻撃するのは良策ではない。

　しかし海人には秘策があった。

『ひとつだけ奥の手が――あいつを倒せる技がある。こないだの模擬戦で姫乃に使う予定だった〈水すい雷らい〉だ。けど、〈水雷〉を使うには〈水すい明めい〉の発動が必要不可欠なんだ』

『まどろっこしいわね。ようするに時間を稼げばいいんでしょ？』

『頼めるか？』

　姫乃は微笑する。

『水臭いわね。仲間じゃない』

『時間稼ぎどころか、このまま倒たおしてさしあげます！』

　エリスを銃じゆう撃げきしつつ麗華が強気な台詞を飛ばしてきた。敵にすると恐おそろしいが、味方にすると頼もしい。

　と、エリスとの戦いに姫乃が参戦したところで海人はマリアに視線をやった。エリスに体当たりする際に針弾機銃を落としてしまったのか、マリアは丸腰だった。

『可能な限り早く〈水明〉を発動させるために、全神経を『目』に集中させたい。けど、それだと海翼を使う余よ裕ゆうも体勢を保つ余裕もなくなる。だからマリアにはエリスの動きにあわせて俺の身体を動かしてほしい。頼めるか？』

『友だちの頼みを断るわけがないだろう！　私に任せておけ！　全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて海人をサポートしてやる！』

　マリアの意気込みに海人は微笑で応こたえると抜刀して、

　――エリスを凝視した。




　海人は全神経を眼球に集めて、視覚以外の感覚は意識的に閉ざした――するとマリアの体温が感じられなくなる。

　ついで色彩が消失し、幻想的な蒼あおの世界が一変して灰色の世界と化す。

　次に風景が消え、灰色の世界が灰色の空間となった。

　そうして須賀海人の世界からありとあらゆる存在が消えていき――

　残されたのは、エリスのみ。

　姫乃と麗華に翻ほん弄ろうされているのだろうか、海人は灰色の空間を右へ左へ上へ下へと動きまわるエリスを目で追いかけて、

　――観察を開始する。

　目の動き、

　手の動き、

　足の動き、

　筋肉の収縮、

　呼吸のタイミング、

　脈拍数、

　血管の位置、

　血流速度、

　エリスを見て、

　エリスを知る。

　知って知って知りつくす。

　時間にして一分といったところか。人並み外れた集中力で〈水明〉を発動させた海人の目には『それ』が視みえていた。

　そして、『それ』から目をそらすことなく銀色に輝く刀身を顔の横にまで引き、突きの構えを取ると爆発的に加速した。魚雷の如ごとく海を切り裂き一直線にエリスへ迫り――




『――〈水雷〉！』




　エリスの左鎖骨つけ根に刀の切っ先が命中した。不可視のシールドにより接せつ触しよくこそしていないがダメージを情報として吸収する際に発生する刺し激げきは確かにエリスに届いたはずだ。

　だが、刺激が弱かったようだ。

『うっとうしいわね。少しおとなしくしてなさい！』

　エリスが殴なぐりかかってきた。奥の手は失敗したようだ。〈水雷〉を成功させるつもりでいた海人は咄とつ嗟さの回避行動に移れない。エリスの拳が海人めがけてストレートに迫る！

　が、衝撃はやってこなかった。

　麗華が海人を突き飛ばして身代わりになったのだ。

　エリスの拳を頬ほおに受け、麗華は数メートル先に待ち構えていた柱に衝突した。

　海人は脇目も振らずに麗華のもとへ急ぐ。

『だ、だいじょうぶか!?』

『わ、わたくしなら平気です。ですが、戦いに戻もどることはできそうにありません……』

　先の一撃で完全防衛システムが起動しており、麗華は全身麻ま痺ひしたように動けなかった。海翼は使えるため移動はできるものの、もはや戦えるような状態ではない。

『くそッ！　俺が失敗しなけりゃ、白兎が殴られることはなかったのに……！』

『あ、あなたが気にすることではありません！　わたくしは自分の意志であなたを守ったのです。だって、あなたもわたくしを守ってくれたでは……』

　と、海人を慰なぐさめていた麗華が、突然顔面を蒼そう白はくにした。

『わ、わたくしの空気飴エアキヤンデイが――』




『あははっ、ねえねえ見て見ていいもの拾っちゃった！』




　エリスの声に、海人は顔を上げた。

　姫乃とマリアの足止め攻撃をかわしているエリスの指先には空気飴がつままれていた。先ほど頬に拳を受けた際、麗華は空気飴を吐き出してしまっていたのだ！

『か、返しなさい！　それがないとわたくしは――』

　エリスが空気飴を握にぎりしめた。

『返してほしい？　そりゃ返してほしいわよねぇ！　だってだって、これがないとあんた死んじゃうんだもん！　でもね、だめよ。だって宣告したじゃない。あんたは殺すってね――っと、うっとうしいわね！』

　姫乃の銃撃が勢いを増し、マリアは麗華が落とした針弾機銃を手にして参戦している。ふたりとも、空気飴を取り戻そうと必死になっているようだ。

　海人も参戦したいが、その前にやるべきことがある。

　海人は絶望的な顔をしている麗華を見つめた。

『心配すんな。俺の空気飴をやるからよ』

　麗華が驚おどろきの眼で海人を見る。

『な、なに馬鹿なことを……。あなただって、空気飴がないと死んでしまうのですよ？』

『けど、こうなったのは俺のせいだろ？　その責任は、取らせてほしい』

　説得しながら、海人は戦せん闘とうをうかがう。マリアは一いつ生しよう懸けん命めい戦おうとしているが、攻撃が当たる気配はない。エリスもマリアは脅威ではないと決めつけているのだろう、姫乃との戦闘に集中しているようだった。

『その申し出は、受け入れられません』

　麗華は頑かたくなに受け取ろうとはしなかった。みるみるうちに血の気を失い、死人のような顔色になっていく。このままだと麗華は本当に窒息死する。

　そう考えるといてもたってもいられなくなり、

『すまん！』

　海人は、麗華に口づけをした。固く閉ざされていた唇を、舌で無理やりにこじ開けて、生温かい口内へ空気飴を押おしこんでやる。

　そんな突然の口づけに、麗華は放心状態になっていた。好きでもない男から一度ならず二度もキスされて、かなりのショックを受けたのだろう。

（無事に学園船に戻れても、白兎に殺されるかもしれねぇな……）

　まあ、そのときはそのときだ。いまはとにかく、全員無事に帰き還かんすることだけを考えて行動しよう。

　海人は刀を握りしめたまま、独り蚊か帳やの外状態の、それでも必死に姫乃を援護しようとしているマリアのもとへ向かう。するとマリアが切迫した顔で、

『白兎は無事か!?　急がねば死んでしまうのではないか!?』

『安心しろ。白兎なら無事だ。俺の空気飴を渡わたしたからな』

『渡しただと!?　それでは海人が窒息死するではないか！』

『心配するな。散々海で修しゆ行ぎようしたからな。息継ぎなしでも五分は余裕だぜ！』

　海人があまりに生き生きとしているので、マリアは多少なりとも安心したようだ。落ち着きを取り戻した口調で海人に告げる。

『そうか。だが息苦しくなったら教えるのだぞ？　すぐに人工呼吸するのでな！』

『おう、頼たよりにしてるぜ！』

　海人が笑え顔がおで言うと、マリアの顔にも笑みが広がる。

『うむ。して、どうするのだ？』

　海人は真しん剣けんな表情になる。

『作戦はひとつだ。もう一度いまの技を――〈水雷〉を使う。エリスを倒すにはそれしかないからな』

『だが一度失敗した技だぞ？　勝算はあるのか？』

　マリアは不安げだ。

　そんなマリアを安心させてやるべく、海人は自信満々な態度で言った。

『さっきはスピード不足で威力が足りなかったんだ。だから次はさっき以上のスピードで突っ込んでやるぜ！』

　一度目の〈水雷〉では時速五〇キロ前後しか出ていなかっただろう。確実に〈水雷〉を成功させるためには一度目の四倍はスピードがほしい。

　つまり、

『に、二〇〇キロだと!?　さすがにそれは無茶だぞっ？　海人の剣けんの腕うで前まえは信じているが、ここでは加速に必要な距離が足りなさすぎる！』

『安心しろ。旋回するから距離は無限だ。問題は柱だが、なんとかスピードを落とさずに避けてやるさ。けどいちいち方向転換してたらせっかくのスピードが落ちちまう。だからマリアは俺に抱きついて、方向転換とか気にしなくていいからとにかく海翼に加速指示を出し続けてくれ！』

　ウォータージェットが交わり動きが乱れる危険性もあるが、失敗を恐れている場合ではない。

『頼めるか？』

『望むところだ！』

　威い勢せいよく言い放ったマリアは海人にぎゅっと抱きついた。ぜったいに振り落とされないよう海人の背中に両手をまわす。

『行くぜッ！』

　双方同時に海翼を起動した。爆発的に加速する。あっという間に海人は魚雷と化した。次々と柱が迫り、瞬まばたきする暇ひまもない。海人の海帝潜装のダメージ蓄ちく積せき量りようは上限ぎりぎりだ。衝突は麻痺に直結する。失敗なんて許されない。一いつ瞬しゆんの油断が命取りとなる状況のなか、海人は的確に方向転換して次々と柱を避よけ続けていく。体感速度が二〇〇キロを突とつ破ぱした。だがまだだ。まだ速度が足りていない。加速加速加速――。次々と迫る柱に臆さず速度を上昇させていきついに満足のいく速度に達したとき海人の視界に一瞬エリスが映りこんだ瞬間海人は直角に曲がり雷かみなりの如きスピードでエリスに迫り――




『――〈水雷〉!!』




　一度目の突つきと寸分違たがわぬ場所に刀の先端がヒットする！

　超スピードから繰り出された突きは凄まじい威力を秘めていたようだ。刀身が砕け散り、海人は柄を握りしめたままエリスに衝突した。そのままの勢いで柱にぶつかり、ようやく止まる。

　海人自身にダメージはない。だがそれは絶対防御イージスが肩代わりしたからだ。海人が纏った海帝潜装のダメージ蓄積量はついに1000／1000を迎むかえ、全身が麻痺したような状態になる。

　動かなくなった右手から、役目を果たした刀の柄がすべり落ちた。

『――っ！』海人は目を見開いた。

　突進を受けた際に手放したのだろう。目の前に気き泡ほうを発する玉が浮いていたのだ。

『マリア、空気飴を頼たのむ！』

『任せるのだ！』

　海人が動けないのを察したようだ。マリアが空気飴を掴み、海人の口内へ押しこんだ。

　――全身に酸素が巡る。

　海人は礼を告げると海翼を起動させ、手足をだらりとさせたままマリアを伴って姫乃のもとへと向かう。そしてそこから、エリスの様子をうかがった。

　エリスが、邪悪な笑みを浮かべた。

『いいかげん無む駄だな足あ掻がきはやめなさいよ！　その程度の攻撃で、この粛正ノ衣が敗れるわけないじゃ……』

　エリスの余裕も、そこまでだった。

『う、腕が……動かない!?』

　必死に腕を動かそうとしているのだろう。表情を力ませていたエリスは、ついで恐きよう怖ふと憤ふん怒ぬの織り交ざった形相で海人を睨みつける。

『あ、あんた、エリスになにをしたの!?』




『経穴を突いた』




　経穴とは気血の循環系統たる経路に点在する部位だ。経路の位置には個人差があるため、経穴の位置も個人により異なる。おまけに経穴は極小だ。針の穴を通す精度で突かないと意味がない。つまり経穴は見つけることも、突くことも困難極きわまりないのだ。

　そんな経穴に刺激を与あたえることができたら、人体に様々な異常を起こせるようになる。

　海人は〈水明〉でエリスを見み極きわめた際に経路を見抜き、『とある異常』を起こす経穴を見つけ、的確な剣さばきをもって経穴を突いたのだ。その結果、

『おまえの腕は、もう二度と動かない』

　そう、海人が重く宣告した瞬間――、
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『に、二度と……動かない……？』

　エリスの表情に、明確な絶望の色が浮かんだ。

　海人は、脅おどすように言ってやる。

『さてと、今度はこっちの番だな！　捕まえて！　裸に剥むいて！　拷ごう問もんして！　知ってること洗いざらい白状してもらうぜ！』

『い、いやっ、こっち来ないでっ！』

　エリスは腕をだらりと下げたまま脚あしを動かして方向転換すると、ばしゅん!!　と海翼を起動させて逃げだした。

『待ちなさい！』

『追うな！』

　追つい撃げきしようとした姫乃を、海人は咄嗟に呼び止めた。

『どうして！　いまが捕まえる絶好のチャンスなのよ？』

『はったりなんだよ』

　エリスが遠のいたことを確かく認にんしてから海人が言うと、姫乃がきょとんとした。

『はったりって、どういうこと？　あいつの腕は、二度と動かないんじゃなかったの？』

『いや、違うよ。一時的に麻痺させただけで、一時間も経たてば動かせるようになるはずだ。麻痺が解けたらまた暴れだすかもしれないだろ。それにエリスが動かせないのは腕だけだ。精神的にショックを受けて思いつかないだけかもしれないが、足技で攻こう撃げきすることだってできたはずだ。俺たちの武器はほとんどないようなものだし、これ以上戦いが続いてたら、俺たちは全滅してたかもしれない。だから、このまま逃がしたほうがいいんだよ』

　エリスに聞きたいことは山ほどあった。

　だけど、海人はそれより仲間の身の安全を優先したかった。

　それに明確な目的はわからないが、エリスの狙ねらいは海中迷宮にあるようだ。

　海人がここに潜もぐる限り、またいつの日か邂かい逅こうするはずだ。

（仇かたき討うちが、できるかもしれない……）

　大好きだった両親を殺した犯人を捕まえる糸口が掴めたのだ。それだけで充分な収穫だ。

『――っ』

　と、そのとき、海人の攻略図からいきなり画像が飛び出してきた。海人だけではなく、この場の四人全員の攻略図から、この試合の勝敗を告げる画像が飛び出している。

　その色は――……




◆




　学園船最深部に設しつらえられた部屋に、学船長の姿はあった。

　意図的に照明が絞られているかのような薄うす暗ぐらい空間だ。最深部とは思えないほど天井は高く、広さも充分にある。しかし窓らしきものは存在せず、調度品の類いもない。人間が生活するような環かん境きようではないだろう。

　そんな無機質な室内、床には円形をした機械が輪を描くように並べられていた。その数、実に二四――

　その機械からは、人形の立体映像が浮かんでいた。合計二三名の女性である。そして、唯ゆい一いつ無人だった機械の上に学船長が乗り、合計二四名となる。

　それは、この世に存在する学園船と同数だった。

　世界各国の学船長から成る組織――蒼そう海かい連れん盟めいの会合が、これよりはじまろうとしていた。会合の日程は向こう半年分決まっているが、今回は急遽決まった会合だった。

　題目は――

『海中迷宮に不審人物が出たようですね』

　と、そう話を切りだしたのは蒼海連盟の議長を務める、アメリカ学園船の学船長だった。

「そうだ。うちの学園船の生徒が目もく撃げきした。突とつ然ぜん襲おそいかかってきたのだそうだ」

　日本の学船長は手短に報告した。そもそも今回の会合を開くようアメリカ学船長に提案したのは彼かの女じよであった。多忙な日々を過ごす蒼海連盟の面々も、海中迷宮に不審者が出たとあっては看過することはできないようだ。

　会合開催を求めてから、わずか三時間で話しあいの場が設けられる運びとなった。

『なるほど。では、その人物の外見的特徴を、わかる範はん囲いでいいので教えてください』

　学船長は目撃者から聞いた人物像を、そのまま口にした。

　アメリカ学船長が、なるほどとうなずく。そして各おの々おのの顔を見比べながら、

『みなさんの学園船に、似た人物はいらっしゃいませんか？』

　会合に先んじて、各学船長には所属する蒼海潜姫のプロフィールを用意するように通達してある。学船長たちは手元の名簿と外見的特徴とを見比べ、次々と発言していく。

　すべての意見が出揃うと、アメリカ学船長はため息まじりにつぶやいた。

『該当者なし、ですか……では所属不明ということでよろしいですね』

「ああ。しかし所属は不明だが、正体不明というわけではないのだ」

『……どういう意味でしょう？』

「そいつは自身を『輪廻戦姫』と名乗り、海帝潜装を『粛正ノ衣』と呼んだそうだ」

　学船長は報告する。輪廻戦姫が武器を使わず、身体能力のみで蒼海潜姫と対等に戦っていたことを。

「つまり並外れた身体能力こそが、輪廻戦姫の武器なのだろうな。ほかの性能がどうかは知らんが、その一点に関しては、海帝潜装を凌りよう駕がしていると言っていいだろう」

『なるほど。輪廻戦姫側には並外れた知能と技能を持つ技術者がいる、ということですね。そして輪廻戦姫は、そんな粛正ノ衣を纏い、海中迷宮にひそんでいた、と』

「そういうことだ」

　学船長はうなずいた。いま思えば、あのとき見た黒い影かげはサメなどではなく、輪廻戦姫だったのだろう。あのとき宝箱を隠すため穴に入っていなかったら、学船長は輪廻戦姫に見つかり、海の藻も屑くずとなっていたかもしれない。

「提案だが、この騒さわぎが収まるまで、迷海覇闘は延期するべきではないだろうか」

『もしかして臆おくした？』

　と、学船長の提案にまっ先に反応したのは小こ柄がらな女性だった。彼女はドイツの学船長。そしてドイツは次の迷海覇闘での対戦国である。

　そのこともあってか、学船長は若干敵意のこもる眼で見つめ返した。

「臆したもなにも、戦うのは我々ではないだろう。そして蒼海潜姫は国の宝だ。安全性が確保できるまで、潜らせるべきではない」

『多少のリスクはしかたない』

　学船長はあきれ顔を作り、

「蒼海潜姫は強制ではないのだぞ？　危険だとわかれば、出ていく者が続出しかねん」

『……それは困る』

「だろう？」

『……では警戒網を敷くしかない。手て空すきの娘こに海中迷宮の入り口を見張らせる』

　ドイツ学船長が折衷案を出してきた。

「だが、いつまでもこのままというわけにはいかんぞ。一刻も早くこの件を解決しなくてはならない」

『もちろんそのつもりです』

　と、アメリカ学船長が話を引き継いだ。

『しかしながら、迷海覇闘に関しては回数を減らしたほうがいいでしょうね。輪廻戦姫の目的が情報記憶合金でないとなると、おそらく『あれ』に――『ウラヌス』の存在に気づいている、ということでしょうから』

「大だい規き模ぼ攻こう略りやくを優先するのか？」

『ええ、そのとおりです。我々にとって、いまや最優先するべきは情報記憶合金ではなく、ウラヌスの確保にあるのですから』

　では決を採ります、とアメリカ学船長は各々の顔を見まわしながら続けた。

『次の大規模攻略を二週間後とすることに賛成の者は挙手を願います』

　すべての学船長が挙手していた。

　アメリカ学船長は満足そうに微び笑しようする。

『それでは満場一致により、次の大規模攻略を二週間後とします。つきましては、十日後までに蒼海の攻略者ネプチユーンをリスボンに集めてください』




◆




〈海騎士〉との激闘から一夜明けた昼下がり。

　第五訓練所にて、〈神かみ舞まい〉一同は白兎麗華と対たい峙じしていた。銃じゆう弾だんが飛び交う訓練所への訪問とあって、麗華は水着姿で参上している。その目的は海人を責めること――ではない。口づけについては和解済みだ。海人は非難されるどころか命の恩人だと感謝されていた。

　麗華はべつの用件があって、第五訓練所を訪おとずれているのだ。

「本当に、いいんだな？」

　海人が再確認すると、麗華は胸を張って答えた。

「はい。〈海騎士〉は〈神舞〉とは再戦いたしません！」

　昨日行われた代表チーム決定戦――。宝箱争奪戦に勝利したのは、美咲だった。ゆえに日本代表は〈神舞〉になるはずだったのだが――

『乱入者の妨ぼう害がいがあったため、無効試合とする！』

　試合終了後、学園船に戻った海人が輪廻戦姫の話をすると、学船長は〈神舞〉の勝利を取り消した。そして明日、第一訓練所で再戦予定となっていた。

　しかし麗華は辞退すると言いだした。

「あんたの一存で決めていいわけ？」と姫乃がたずねる。

「わたくしの一存ではありません。会議の末の結論です。あの試合――我々〈海騎士〉のうち二名は伊い古こ奈なさんの手により行動不能に陥り、一名は緋ひ野のさんとの宝箱争奪戦に敗れ、わたくしは須賀さんの剣技に感服しました。総合的に見て〈神舞〉の勝利と判断できます。よって〈海騎士〉の代表であるわたくしが、日本代表の座を〈神舞〉にお譲りすることを伝えに、ここを訪れたというわけです」

「なるほどね。まあ白兎がそこまで言うなら受け入れてやろうじゃない。でもその代わり、ひとつ条件があるわ」

　まさか交換条件を出されるとは思わなかったのだろう。麗華は戸と惑まどいながらも、美咲に問い返した。

「条件とは？」

「今後、過か酷こくな訓練は控えるようにしてちょうだい」

　麗華が不服そうな顔をする。

「確かに〈海騎士〉はのびのび訓練する〈神舞〉に負けました。ですが、だからこそより努力する必要があるのではないでしょうか？」

「一理あるわ。でもね、あんたが考えてる以上に、人間は丈夫にできてないのよ。そして、あんたの用意した訓練メニューには問題があるわ」

「……問題ですか？」

「ハードすぎるのよ、あんたが考えた訓練メニュー。わたしと宝箱争奪戦をした娘こなんか、第一階層に到とう達たつした時点で体力の限界だったそうよ？」

　はじめて知ったのだろう、麗華はショックを受けたような面おも持もちになる。

「そう、だったのですか……。ですが、わたくしにはリーダーとして、チームを強くする責任があります」

「確かにそれも大事よ？　でもね、仲間の体調管理もリーダーの務めなの。勝負に負けたからって誰だれもあんたのこと責めたりしないから、もう少し仲間の体調管理に気を配って、休みを多く取らせたほうがいいと思うわ」

「…………わかりました。あなたのご意見、参考にさせていただきます。ですが緋野さん。あなた、わたくしのこと嫌きらいなのではなかったのですか？　どうしてそこまでわたくしを気にかけてくださるのです？」

　美咲は口元に微笑をたたえた。

「わたしの身近にあんたみたいなひとがいたからね。気になって、つい構っちゃうのよ。それに、わたし、べつにあんたのこと嫌いじゃないよ。なんだかんだ、一いつ生しよう懸けん命めいなひとは好きだもん」

「そ、そうですか……わたくし、あなたのこと誤解してました。三日後の迷海覇闘で勝利できるよう、健闘をお祈りします！」

　麗華が握あく手しゆを求めてきたので、美咲はその手をがっしり握った。

「ありがとう、白兎。負けないよう全力をつくすわっ！」

「よぅし！　そうと決まれば訓練に戻ろうではないか！　もちろん第一訓練所でなっ！　使ってもいいのだよな、白兎!?」マリアが嬉き々きとしてたずねた。

「それは構いませんが……。移動する前に、須賀さんにお伝えしたいことがあります」

「俺に？　なんだ？」

　軽い気持ちでたずねた海人は、




「蒼海の攻略者の座、あなたにお譲りします！」




　予想外の宣告を受け、麗華に詰つめ寄よった。

「い、いいのかっ？」

　麗華が真剣な顔でうなずいた。

「はい。水中での身のこなしもわたくしに引けを取らず、他人を思いやる気持ちもあり、わたくしが気がつかなかったことにも気づき、強力な技わざを持っている。――須賀さんは、間ま違ちがいなくわたくしより強いです。ほ、惚れ惚れするほどに……」

　じんわりと頬を朱しゆに染めた麗華は、気を取りなおすようにごほんと咳せきをして、

「それに、この件に関しては、すでに学船長の承諾を得ております。なので、どうか受け取ってほしいのですが……お嫌いやでしたでしょうか？」

　海人はにこやかに笑う。

「嫌なもんか。ありがたく頂ちよう戴だいさせてもらうよ」
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　ぱあっと顔を明るくさせる麗華。

「ありがとうございますっ」

「礼を言うのはこっちのほうさ。ありがとな、白兎！」

　満面の笑えみで礼を告げると、再び麗華の頬に朱が差した。

「こ、こちらこそ礼など不要ですっ！　……で、ですが、そのですね、もし須賀さんさえよろしければ、わたくしのことは、麗華と呼んでいただけると嬉うれしいのですが……」

「おう、いいぜ。じゃあ俺のことも海人って呼んでくれよ、麗華！」

「は、はい、呼びます！　呼ばせていただきます！　そ、それでは、か、かか海人さん、わたくしこれにて失礼させていただきますのでっ！」

　しどろもどろにそう言うと、麗華は小走りに去っていった。

「いいかげん訓練に戻ろうではないかっ！　姫乃よ、約束どおり海翼の練習につきあってもらうぞ！」

　我が慢まんできないといった様子でマリアが言う。

「わかってるわよ。日本代表になったんだし、みっともない戦いはできないものね」

「でもふたりとも、今日は充じゆう分ぶん訓練したでしょ。訓練も大切だけど、体調管理も重要だよ。頑張りすぎは身体からだに毒なんだから。だよね、海人くん？」

　言外に重圧を感じ、海人はこくこくうなずいた。

「そ、そうだな」

　美咲は満足そうに「でしょ」と笑い、

「というわけで、今日の訓練はここまで！　みんな、それでいい？」

「あたしはべつにいいけど……」

　ちらりとマリアを一いち瞥べつする姫乃。

「わ、私は訓練したいのだが……部屋に戻っても特にすることないし……」

「訓練は終わりだけど、解散とは言ってないよ。せっかく日本代表になれたんだもんね、ちゃんとお祝いしなきゃ！　というわけで、迷海覇闘に向けた訓練は明日からってことで、今日は遊ゆう戯ぎ施し設せつ――ゲームセンターとかカラオケとか行って、ぱーっと遊びましょう！」

　マリアの瞳ひとみがきらきら輝く。

「おお、ゲームセンターか！　ゲームセンターは私一度行ってみたかったぞ！　友だちと行けば楽しさ一〇〇倍だな！」

　その『友だち』というのは、ここにいる三人のことだ。マリアはこの数日間の訓練や〈海騎士〉との戦いを経て、姫乃や美咲にも心を開いていたのだ。

　一方、楽しげなマリアとは対照的に姫乃は気乗りしないようだった。あかね色の毛先をいじいじしつつ、暗い表情で言う。

「あたし、カラオケはちょっと……。あたしの実家、ど田舎いなかだったし。近所にカラオケ店とかなかったし。歌ったことないから、ぜったいに音痴だし……」

「そうか？　姫乃の声綺き麗れいだし、聴いてみたかったんだけど」

　海人の言葉に一転、姫乃は表情を明るくさせた。

「そ、そう？　しかたないわね。そこまで言うなら聴かせてやろうじゃない！」

「決まりだね。じゃあみんな、ひとまず私服に着き替がえて校舎前に集合してちょうだい！」

　楽しそうに笑いながら指示する美咲に、姫乃とマリアは嬉々としてうなずいた。

「……」

　そんな彼女たちを見て、海人はふと思う。

　いままで修行してきてよかった、と。

　力を手にしたおかげで〈神舞〉を日本代表チームにすることができ、彼女たちの満面の笑みを見ることができた。

　だから海人は決意する。




　――これからは大切なひとの笑顔を守るために生きていこう、と。







《終幕》







「男の蒼海潜姫ウンデイーネですか？」

　エリスが海かい中ちゆう迷めい宮きゆうでの出来事を報告すると、向かいの椅子に座っていた女性がほうけた表情で聞き返してきた。

　大和やまと撫なで子しこ然とした少女である。歳としのころは一八、九だろうか。長い黒くろ髪かみは腰こしまで伸のび、優しそうな目じりの垂れた瞳には驚きの色が浮ういていた。

　水すい梗きよう天てん舞ま。

　輪廻戦姫フエニクスを統率する女性であり、エリスを海中迷宮に向かわせた張本人だ。

『大好きな天舞姉様の顔が見たい！』という気持ちを原動力に、海中迷宮を発たって一日もかけずに輪廻戦姫の根城――巨大潜水艦『シーサーペント号』に帰還したエリス。彼女はへとへとになりながらも、休む間もなく水梗天舞に海中迷宮での出来事を報告した。

　当初の任務たる海中迷宮の調査に関しては目新しい発見はなかったが、海中迷宮で男の蒼海潜姫に遭そう遇ぐうした、と。

　その結果が、先の反応というわけだ。

「間違いありません、天舞姉様。あれは男です。男なのに蒼海潜姫だったんですよっ！　これって普ふ通つうじゃありえませんよね？」

　エリスは興奮気味に語り、天舞の反応をうかがう。

「確かに男で蒼海潜姫というのは普通では考えられないことです。……ですが、普通じゃありえないことをやってのける男に、私はひとりだけ心当たりがあります」

「……やはり、『あの男』ですか？」

　天舞はうなずき、愛憎入り混じる表情で、

「おそらく、我わが一族の英雄にして最大の裏切り者である、あの男でしょう。……して、その男は――確か、須す賀が海かい人ととか言いましたね？　その方は過去について、なにか語ってましたか？」

　エリスは困ったように眉まゆを下げた。

「それが、過去の記き憶おくは残ってないみたいなんです……。あの男にとっての過去は、その程度のものだったってことですよね。……まあ、エリスも他人のことは言えませんけど」

　エリスが自じ虐ぎやく的てきに笑うと、天舞が柔和な笑みを浮かべた。

「記憶を失いながらも、私の目的を一いつ緒しよに叶えようとしてくれるエリスを――あなたたち輪廻戦姫を、私は愛おしく思いますよ」

　エリスの顔に笑みが広がっていく。

「て、手伝うのは当然ですっ。だ、だってエリスたち、家族じゃないですかぁ！」

「そうですね。私にとって、あなたは……いえ、あなたたち輪廻戦姫は妹も同然です」

　エリスは嬉しそうに、何度も何度もうなずいた。

「は、はいっ。それで、どうします？　男の蒼海潜姫、捕まえますか？　あっ、そしたらお兄ちゃんになりますね。エリス、お兄ちゃんもほしいですっ」

　楽しげに語るエリスを前に、天舞の顔がほころぶ。

「そうですね。家族が増えるのは喜ばしいことですし、ほかの蒼海潜姫はともかく、須賀海人には我々の家族になる資格があります」

　ふいに天舞の表情が険しくなった。

「ですが捕まえてこなかったということは、抵てい抗こうを受けて失敗したということでしょう？」

　エリスはしゅんとした。

「すみません。あいつ、不思議な技を使うんです……。エリスの腕うでは二度と動かないとか脅してきて。まだ蒼海潜姫を粛正してないのに、怖くなって逃げちゃったんです……」

　結果的には腕は動かせるようになったが――しかし麻ま痺ひしていたときの恐怖をエリスは生涯忘れないだろう。いまだって腕が動かなかったときのことを思い返すだけで、恐怖に身体が震ふるえるのだ。

　そんなエリスの銀髪を、天舞が優やさしくすべるようにして撫なでてきた。天舞姉様……、とエリスの口から熱を帯びた吐と息いきがもれる。

「あなたが謝あやまることはありませんよ。エリスが無事に帰還しただけで充分です。あなたに怖こわい思いをさせた須賀海人には、後日死よりも酷ひどい目に遭あってもらいましょう。たとえば、大切なひとを殺すとか、ね。ふふ、そしたら彼かれは悲しんでくれますかね」

　天舞は恍こう惚こつの表情でそう言うと銀髪を撫でるのをやめ、椅子に座すわりなおした。

「ですが、報復はあとまわしです。姿を見られたということは、向こうも焦あせっているはず。我々があれを――ウラヌスを狙っていることが勘づかれたかもしれません。我々の大望を遂げるためにも、急いでウラヌスを回収する必要がありますね」

「……では、みんなで探しに向かいますか？」

　天舞はうなずき、エリスに告げた。

「――二週間後、輪廻戦姫を総動員して海中迷宮に向かいます。現在、世界各地で任務についている輪廻戦姫のみなさんには、一週間後までにこの潜水艦――シーサーペント号に集まっていただきましょう」







《あとがき》







　はじめまして、猫又ぬこです。

　このたびはデビュー作『チート剣士の海中ダンジョン攻略記』をお手に取っていただき、まことにありがとうございます！

　本作は『水着型の武装兵器でダンジョンに潜ってサバゲーしようぜ！』な物語となっております。お楽しみいただけたなら幸いです！

　……このまま謝辞に移るとページが埋まらないので、ぼくがライトノベル作家になった経緯について書きますね！

　あれは二〇〇九年秋頃のことでした。当時ライトノベルのラの字も知らなかったぼくは大学の先輩宅で一冊の本と出逢いました。何気なく手に取ったそれをぱらぱらとめくっていくうち『本をむしゃむしゃ食べる先輩』に惹かれ、次に『わっち』に惹かれ、いつしかライトノベルのとりこになっていました。

　それから一年の月日が流れ、就職活動の時期になりました。ライトノベルが好きだから編集者になろう、筆記試験に三題噺が出るらしいから小説を書いてみよう――そんな思いつきから執筆を始め、せっかく書いたのだからと投稿してみることにしました。そうして二ヶ月ほど投稿生活を続けたところで忙しくなり執筆をやめてしまったのですが、物語を生み出す楽しさが忘れられず、執筆を再開しました。三題噺は出ませんでした。

　その二年後、ＨＪ文庫様に拾い上げていただき、こうして本を出させていただくことになりました。長く作家で居続けられるよう、死に物狂いで頑張りたいと思います！

　それでは謝辞を。

　右も左もわからないぼくに辛抱強く付き合ってくださったＨＪ文庫の担当さん、いつも的確なアドバイスには感謝しております。

　ご多忙なスケジュールのなか依頼を引き受けてくださったイラストレーターのパセリ様。美麗で素敵なイラストをありがとうございます！

　いろいろと相談に乗ってくれた友人の福田君、ライトノベルと出逢うきっかけを与えてくださった羽形先輩、ツイッターで絡んでくれた作家志望のみんなも本当にありがとう！

　そしてなにより読者の皆様に最上級の感謝を！　皆様に本作を楽しんでいただけたなら、それ以上の幸せはありません。

　では、縁がありましたら２巻のあとがきでお会いしましょう！

二〇一四年秋　猫又ぬこ
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